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　春といっても肌はだ寒ざむい夜だった。

　夕ゆう刻こくに降った雨はやんで、青白い半月が暗い空に浮いている。星は全く見えなくて、動くものといえば月の前を横切る煙けむりのような薄い雲だけだ。

　────ざく。────ざく。────ざく。

　ぼんやりとした光を漏もらすランタンを頼たよりに、湿しめって重い土を掘ほり返す。始まった頃、先を競うように聞こえていた音は、今やゆっくりとした速度に変わっていた。

　無言のままのライ兄様、兄様の護ご衛えい官かん、仲間に引き入れた墓はか守もり、そして私。

　ガツンッ、と硬かたい何かにシャベルが当たり、朦もう朧ろうとしながら土を搔かき出していた私はギクリと体を震ふるわせた。向かいにいた兄様が悲ひ鳴めいのような声を上げる。

「……アニス！」

「ライ様、お待ちください！　上の土を下ろさないと棺ひつぎが開けられません」

　シャベルを放り出した兄様に、小こ柄がらな護衛官ジェラルドが鋭するどい声で注意する。その言葉に兄様も墓守も私も、残っていた力を振ふり絞しぼって土を下ろした。

　やがて黒い棺の全体が現れれば、墓守の手によって蓋ふたを打ち付けていた杭くいが外されていく。

　蓋が除のぞかれると、墓はか場ばには場違いな甘い香りがした。花に埋うもれて横たわった姉様を、ライ兄様は慎しん重ちような手つきで抱き起こす。

　呼こ吸きゆうを確かめ、胸に耳を当て、体温を確かめ、そして声を震わせた。

「……やっぱり……！　やっぱり生きていたんだな……！」

　姉様を胸に抱き、声を殺して泣く兄様の側そばで、言葉もなく私達は立ち尽つくしていた。ジェラルドは怒いかりに拳こぶしを握にぎり、秘密を知ってしまった墓守は恐おそれに震えながら。

　大好きな姉が生きていて嬉うれしい、と飛び上がる気持ちにはなれなかった。

　姉様に毒どくを盛もった犯人に対する怒り、姉様を生きたまま墓に入れた父に対する憎にくしみ。今、墓から出したところで命が繫つながるのだろうかという不安、漠ばく然ぜんとした恐きよう怖ふ。

　いろいろなことが頭を巡めぐり、いろいろな感情が浮かんだが、何よりも私はこう思った。

　──兄様から逃にげなければいけない。

　このまま近くにいれば、必ず兄様は私を選んでしまう。それが私に対する優しさであり、姉様を守るために一番いい方法だから。

　だから逃げてしまおう。アニス姉様がライ兄様と結婚できるその日まで──。
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　ヴァルダン王国王おう都とクルラード。──大陸のほぼ中央に位置する都は、その日、祭りのような騒さわぎだった。

「セリディアーナ殿でん下か！」

「セリディアーナ殿下！　万ばん歳ざい！」

　古代都市そのままの王城〝天てん蓋がい宮きゆう〟まで真まっ直すぐに延のびた大道の左右には、王都の民がこぞって詰つめ掛け、手に手に国こつ旗きを掲かかげている。美々しい兵士達に守られた馬車に向かって口々に万歳を叫さけび、国の誇ほこる美び貌ぼうの王女の帰き還かんに沸わき立っていた。

　その潮しお騒さいのような歓かん声せいを遠くに聞き、天蓋宮の一室にいた四人の人物とお付きの者達がそれぞれおしゃべりの口を止める。

「すごい声だね。王都に住んでる人全員出てきてるみたい」

　侍じ女じよのローズにそう囁ささやき笑顔を見せたのは、亜あ麻ま色いろの髪の少女だ。

　全体から優しそうな、それでいておっとりした雰ふん囲い気きは皆かい無むの印象を与える少女は、ヴァルダン王国より西方の大国カゼルラからの客人、モニカ・ウェスタインだ。

　宝石のような澄すんだ翠すい緑りよくの瞳ひとみに、華きや奢しやだが女性らしい柔やわらかさを持つ小こ柄がらな体。解ほどけば腰こしまである長い亜麻色の髪は、ヴァルダンに落ち着いてからずっと結い上げてある。

　その白いうなじをうっとりと見つめていた青年が、ローズに代わり優しく答えた。

「なんて可か愛わいらしく笑うんでしょうね、あなたは。髪を結っているのも大人っぽくていいです。愛してます。ヴァルダンでは、基本的に王女が国外に出るのは珍めずらしいんですよ」

「殿下、前半と後半になんの脈みやく絡らくもありませんわ！　もう少し繫つなげてくださいませ！」

「ローズ、前半から中ちゆう盤ばんにかけては私の心の声だ」

　しみじみとローズに答えたのは、カゼルラ王国王太子であるアレクシスだ。

　彼は都合十年の片想いを成じよう就じゆさせ、やっと婚約者になってくれたモニカをこよなく愛している。どこからどう見ても王子にしか見えない美貌の好青年だが、モニカが絡からむと周りが見えなくなり、モニカがいなければいないで力が出ない困った男だ。

　アレクとモニカはこの夏、病やまいに臥ふせるヴァルダン国王ベルナルドの見舞いにクルラードを訪れていた。

「カゼルラとは違いますよねー。まあ、うちも殿下が出たり入ったりするときは街がい頭とうで応援されますけど」

「応援なの!?」

　アレクの背はい後ごに控ひかえていた従じゆう者しや、マーシュの何気ない言葉にモニカは目を剝むく。

「はい、殿下がんばれーって。モニカ様との恋こい話ばなが町中に出回っているのと、公こう務むによる出入り回数が多いからだと思います」

「モニカと私の恋の話が民に広まっているだと!?　そうか、だから集まってくれる民のほとんどが男性だったのか……！」

　謎なぞが解とけた、とアレクは嚙かみしめるようにつぶやいた。

　その様子に、アレクの隣となりの椅い子すに腰掛けていた青年がうらやましげに頭の後ろで腕うでを組む。

「カゼルラはいいよなぁ、自由で明るくて。感性が古いんだよ、うちは。なぁ、ディア？」

　砕くだけた口く調ちようであっさりと自国を評価し、異い母ぼ妹まいに同意を求めたのはヴァルダン王国王おう孫そんカーライルだ。いつもは無む造ぞう作さに束たばねている赤茶色の髪を綺き麗れいに後ろに流し、今日は王子として身なりを整えている。

　ライに声を掛けられ、モニカの隣に座る愛らしい面おも立だちの少女は困ったように微ほほ笑えんだ。

「わたくしの口からは何も申せませんけれど。それよりもお兄さま、わたくしもご一緒してよろしいのですか？　お姉さまのご迷めい惑わくでは……」

　栗くり色いろの瞳が気き遣づかわしげな色をたたえている。

　容よう姿しも立たち居い振ふる舞まいも、文もん句くのつけようがない姫ひめ君ぎみであるヴァルダン王国第八王女オルディアーナは、しかしこの王おう宮きゆうでは地位が低い。

　父である王太子サウルの子は九人。第一王子のライを除のぞいた八人が娘むすめで、彼女達はそれぞれ母親が違うのだ。ディアの母は貴き族ぞくでも地方領りよう主しゆの娘でもない、王宮で働く下働きの平民だった。

　己おのれの生まれを考こう慮りよして公おおやけの場では常つねに一歩下がってしまうディアに、ライはすっと顎あごを上げて幾いく分ぶん強い口調で言った。

「お前は誰が何と言おうとヴァルダンの王女だ。変なことは気にするな。俺達がいる限り何も言わせないから安心して隣にいろ」

「お兄さま……！」

　素直に感動を表すディアを、モニカは感かん慨がい深く見つめた。

　きっかけは次代の王太子位を巡めぐる暗殺事件だったが、それによってライとディアは初めて兄きよう妹だいとして距きよ離りを近づけることができたのだ。もちろん生き残れたからこそいえる言葉だが、こうして良い関係に変われたのはモニカにとっても非常に喜ばしい。

　やがて扉とびらが開き、控ひかえの間からライの忠ちゆう実じつな護ご衛えい官かんジェラルドが現れた。

「ライ様。リディ様がもう間もなく天蓋宮にお入りになります。正門の方へどうぞ」

　男性にしては小柄なジェラルドの隣には、規き格かく外がいに大柄なアレクの近この衛え騎き士し長ちようロベルトの姿がある。弟のマーシュとたった一歳違いの二十三歳だが、確実に五歳は年上に見られる強こわ面もてだ。その顔がディアの笑顔を受けてかすかにほころぶのを、モニカは見み逃のがさなかった。

　ライも気づいたのか、部屋を出るために取ったディアの手をロベルトに向ける。

「ぜひ婚約者殿どのにエスコートを任まかせたいところだけどな。どうだロベルト、お前に任せようか？」

　この度たびめでたくヴァルダン国王ベルナルド公認でディアの婚約者となったロベルトは、ライにからかわれ表情を引き締しめた。

「ライ様、ご冗じよう談だんはおやめください。このような公式の場に私が出てはディア様の迷惑になります」

「ん？　ここには俺達しかいないんだし、ディアって呼んでいいんだぞ？　エスコートしたくないのか？」

「ライ様！」

「お兄さまったら。あんまりロベルトをからかわないで」

　小柄な妹に「めっ」と可愛らしく叱しかられ、ライは妙みように嬉うれしそうに口をつぐむ。ディアは困ったように、自身の倍近くある大柄な恋人を見上げた。

「ごめんなさい、ロベルト。いいの。わたくし、あなたが大おお勢ぜいの前に出ることが好きじゃないって知っているもの。気にしないで？」

「……ディア……！　…………………………様」

　うっかり呼び捨てにしてしまったロベルトは、嫌いやな気け配はいを感じたのか振り返る。

「なんですか、そのにやにや笑いは！　い、言いたいことがあるならハッキリと……！」

　指し摘てきされ、目をいやらしい感じにしていたモニカはさっと真顔に戻った。

「ううん？　私、別にロベルトに言いたいことはないけど？」

「そうだ、ロベルト。別に私達は姫とお前がどうこうなどと考えていないぞ？」

「兄さん、被ひ害がい妄もう想そうー」

　モニカの手を取ったアレクと、それに従したがうマーシュはさっさとロベルトを追い越していく。

　背後で苦く悶もんするロベルトと慰なぐさめるディアを盗ぬすみ見て、一同は含ふくみ笑いをしながら帰還する第一王女を出迎えるべく、天蓋宮のエントランスへ向かった。




　天蓋宮は巨大な円形の城であり、四つの大きな門がある。

　正門と一般的に呼ばれているのが東に向いた門であり、城下の一番大きな通りに繫がっている。東のエントランスは広さも内ない装そうも他の三つの門の比ではなく、そのため賓ひん客かくの出迎えは主おもにこの門で行われていた。

　モニカ達がその壮そう麗れいなエントランスに入った時には、すでに大勢の人が顔を揃そろえていた。

　城の中ちゆう枢すうに続く中央大階段には紺こん青じようと銀ぎん糸しの絨じゆう毯たんが敷しかれ、左右に分かれた兵士達が段ごとに姿し勢せい正しく並んでいる。高い天てん井じようから下がった宝石のシャンデリアには全て明かりが灯ともされ、集まった貴族も着き飾かざっているせいかまるで舞ぶ踏とう会かいのようだ。

　初めて訪れたときとは印象の違う中央大階段に、モニカはうーむと唸うなってしまった。

（そうか、本来はこういう風に使われるのか）

　予定された客人でありながら、モニカ達のクルラード入りは飛び込みに近かったからだ。

　ヴァルダンの二大公こう爵しやく家け──。

　王太子サウルの第一王子カーライルを擁ようするオデリージ家と、現在サウルの子を身ごもっている令れい嬢じようマルキアを擁するモーリット家は、次代の王太子位を巡って対立していた。

　国王ベルナルドは高こう齢れいで、病に臥せっている。サウルが王位を継ついだあと、誰が王太子になるのか、その問題でヴァルダンは大きく揺ゆれていた。

　モニカとアレクはその争いに巻き込まれ、モーリット家に手て駒ごまとして使われかけたディアを守り、一緒にクルラードに乗り込んだのだ。ライの尽じん力りよくにより人ひと質じちとなっていたディアの母が解放され、ディアと自身の甥おいを結婚させようとしていたモーリット公爵の目もく論ろ見みは崩くずれた。

　今日リディと共に天蓋宮に戻ってくるのは、対立するオデリージ公爵家の当とう主しゆだ。

　モーリット家が王太子争いから大きく後こう退たいすることになった今、いよいよ次の王太子が決まるのか。完全に決まらなくとも、何か動きはあるはず──。

　そんなヴァルダン貴族の、張はり詰つめた緊きん張ちよう感かんがエントランスには満ちていた。

　大きく開け放たれた扉の外では、軽けい快かいな蹄ひづめの音を響ひびかせた二頭立ての馬車がゆったりと前庭を回って来る。

　従者の手で馬車の扉が開かれ、一組の男女の姿が現れた瞬しゆん間かん、エントランスから合唱が響いた。

「お帰りなさいませ、セリディアーナ殿下！」

「ようこそお越しくださいました、エリオット殿下！」

　手を取り合った薄うす紫むらさきの瞳の華奢な少年と、女め神がみのような美貌の女性は歓かん待たいの声を受けて立ち止まった。

　そう、この仰ぎよう々ぎようしい出迎えは第一王女のセリディアーナのためだけではない。

　アレクの弟にしてリディの婚約者、ヴァルダンにとって重要な関わりを持つカゼルラ王国の第二王子、エリオットが同行していたからである。

　大きく開かれた扉の中央で、眩まぶしい陽よう光こうを背にしたリディは麗うるわしい瑠る璃り色いろの瞳を居並ぶ者達に巡らせた。

「出迎えご苦労。ただいま戻りました」

　涼すずやかな、凜りんとした声にそこかしこからため息が漏もれる。人々が見み惚とれる中、我われに返った誰かが万歳を叫びエントランスは歓かん迎げいの声に包まれた。

（よかった。エリオ、そんなに熱は高くなさそう）

　エリオがリディについてヴァルダンに来ると聞かされていたモニカは、彼の思ったより元気そうな姿にほっとした。早はや馬うまの使者から体調が悪いと聞いて心配していたのだが、世話係の侍じ従じゆう長ちよう兼近衛騎士長のアーノルドに支えられることもなくしゃんと立っている。

　沸き立つ人々に促うながされ、ライに連れられたモニカ達は前に出た。

「よう、リディ。無事に帰ってきたか」

　ライの軽い口調に、リディの美しい眉まゆが寄せられた。

「ただいま戻りました。お兄様、こういう場ではきちんとした言葉遣いをなさって」

　お説教を交えられ、ライは笑顔のまま肩かたをすくめるとエリオに右手を差し出した。

「エリオ、遠いところをよく来てくれた。久しぶりだが背が伸びたな！」

「ありがとうございます、カーライル殿下。お久しぶりです」

　ライの挨あい拶さつによって、エリオに注意を向けた貴族達が密ひそやかにざわめく。かすかに「あの方が……」とか「セリディアーナ殿下の」などと聞こえ、エリオは強こわ張ばった笑顔でライと握あく手しゆをした。ほとんど外がい交こうに出ない箱入り王子のエリオにとっては、ちょっとした試し練れんの場だ。見ているアレクとモニカの方がハラハラしたが、ライの屈くつ託たくない笑顔に助けられて無事に挨拶を終えた。

　同じく緊張していたらしいリディの肩からもほっと力が抜け、モニカは微笑ましい気持ちで優ゆう雅がに礼をした。

「お帰りなさい、リディ。お邪じや魔ましてます」

「まあ、モニカ。ありがとう、あなたも出迎えに来てくれたのね。……アレクシスも」

「ああ。おかえり、リディ。エリオも無事でよかった」

　普段なら出会い頭がしらに喧けん嘩かが始まるほど反そりが合わないアレクとリディだが、エリオが心配なのか、出迎えの貴族の目があるためか応おう酬しゆうは止めにしたようだ。

　ライが後ろに控えていたディアを招き寄せる。

「ほら、ディアも来てくれてるぞ」

　その言葉に、エリオと違った意味で人々が注目するのが分かった。

　どこかから咳せき払ばらいや密やかな非ひ難なんの声が聞こえたが、ライが鋭するどく視線を巡らせ黙らせる。

　それでもモニカが驚おどろくほどの冷ややかな空気が流れ、敏びん感かんに感じ取ったディアは慎つつましやかにドレスをつまみ膝ひざを折った。

「お帰りなさいませ、セリディアーナ殿下。ようこそお越しくださいました、エリオット様。道中つつがなきことをお喜び申し上げます」

「……出迎えに来てくれてありがとう、オルディアーナ」

　一瞬の沈ちん黙もくがあり、リディが再び口を開こうとした時だった。

「セリディアーナ殿下。アレクシス殿下のご婚約者様を紹介して頂けますかな」

　リディの背後から堂どう々どうとした声が聞こえ、ディアは素す早ばやく、だが自然に一礼してライの後ろへ退さがった。

　にこやかに前に出た壮そう年ねんの紳しん士しに、リディは一瞬だけ何かを言いかけたが、結局言葉にすることはなくうなずく。

「……ええ、そうね。紹介するわ、モニカ。この方は私の伯お父じに当たるバルバ・デザウロ・オデリージ公爵よ」

　リディの紹介に、モニカはとっさに息を吞んだ。恰かつ幅ぷくのいい、穏おん和わそうな紳士に視線を合わせる。

（この方が……！）

　ディアを暗あん殺さつしようとした男ということになる。

「あなたがアレクシス殿下の熱ねつ愛あいされている姫君ですな。初めてお目にかかります」

　返事の遅れたモニカに代わり、アレクが素早く手を差し出し公爵と握手を交わした。

「久しぶりだな、オデリージ公爵。紹介しよう、私の婚約者でモニカ・ウェスタインだ」

「おお、そういえばウェスタイン公爵のご愛あい嬢じようでしたな。お会いできて光栄です」

「わ、私もお会いできて嬉しいです、オデリージ公爵閣かつ下か……」

　たどたどしくドレスの裾すそを引き言葉を返したが、モニカは初めて目にするオデリージ公爵を注意深く見つめてしまった。ライを暗殺しようとしたモーリット公爵にしろこのオデリージ公爵にしろ、容よう貌ぼうからはその苛か烈れつさが全く分からない。

（確かに貫かん録ろくはあるけど、どっちかというと穏おだやかそうな……）

　本性を見せないという意味では、さすがと言うべきなのだろうか。

　考え込んでいたモニカは、ふと、この紳士の背中に隠かくれるように一人の女性がいることに気づいた。

　若い女性だ。モニカより少し年上に見える。

　白地のドレスは、飾りこそ少ないが作りは素晴らしい。後おくれ毛なく一つにまとめられた髪は短いのか、白い花飾りで隠されていた。女性にしては背が高い、細ほそ面おもての顔に青い海のような瞳が印象的な美人…………。

（レッ!!?）

「レオッ……！」

「モニカ!!　天蓋宮の居い心ごこ地ちはよろしくて!?　何か困ったことはないかしら!?」

　すばやくリディが早口でまくしたて、モニカは叫びかけた言葉をとっさに抑おさえた。

　両手で口を塞ふさいだまま、気を落ち着けて二度見する。

（レオ!?）

　見間違いではなかった。決まり悪げに後ろに後ろに逃にげようとしている若い女性は、ディアの侍従としてカゼルラに滞たい在ざいしていたレオだ。

　侍従。つまり男性だったはずである。

（どういうこと!?　なんで女装!?）

　混こん乱らんするモニカに、リディは強引に話を続けた。

「モニカの部屋はどこかしら？　あなたは大事なお客様ですもの、後でうかがわせて頂くわね。──そうそう、紹介しておかないと。こちらはね……」

　リディは「まずは落ち着いてよーくお聞きなさい」と言わんばかりの顔で、ゆっくりと一言一言区切るように背後の美女を指した。

「こちらはオデリージ公爵のご息そく女じよ。ローレンシア・エリ・オデリージ姫よ」

　リディに手で示され、前に出ざるを得えなくなった女性はモニカに小さく目もく礼れいする。

（────ローレンシア!?）
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　挨拶を返すことも忘れて呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしたモニカの前で、ライが静かに腕を伸ばした。

「おかえり、シア」

　優しさの滲にじむ声で呼ばれ、うつむいていたレオ──ローレンシアは顔を上げる。

　その青い瞳が涙に揺ゆらいだ気がして、モニカはどきりとしてしまった。

「ライ兄様……」

　頼たよりない声で答えたローレンシアを引き寄せ、ライは本当の妹であるリディに対するよりも優しくその小さな額ひたいに口付ける。

　思わず息を詰めたのはモニカだけで、ローレンシアも周りの人々も驚くことなくその光景を受け入れていた。まるで当然のことのように。

　それは恋人同士の仕し草ぐさではない。もっと深い愛情と、互いを思いやる慈いつくしみに満ちた何かをモニカに感じさせた。

　なぜレオを男性だと思えたのか──。

　縋すがりつくように、きゅっとライの服を摑つかんだローレンシアは、もう女性にしか見えなかった。
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　それぞれがエントランスで別れたあと、モニカとディアはエリオの部屋に立ち寄っていた。緊張の糸が切れたのか、挨拶が済んで皆から離れた途と端たんエリオが倒れてしまったのだ。

　アレクがエリオを寝室に運ぶ間モニカ達が客間で待っていると、新たな来客の到とう着ちやくが告つげられた。

「モニカ────！」

　勢いきおいよく扉を開けて突とつ進しんしてきたのは、すでに旅りよ装そうから着替えを済ませたリディだ。

「リディ！」

「お姉さま！」

　背後にはリディの気に入りの侍女、マチルダの姿もある。人ひと払ばらいしてきたらしく、リディはディアがいることに気づくとなりふり構かまわず抱きついた。

「ごめんなさい、ディア！　私、カゼルラにいたときのようにあなたに接しようと決めていたのに、勇気がなくて……！」

「まあ！」

　勢いに吞まれていたディアは栗色の目を瞬またたかせ、やがて苦笑するように微笑んだ。

「お姉さまったら、そんなこと仰おつしやらないで。わたくし全然気にしておりませんわ」

「だって、だって、皆がいるからって態度を変えるなんて……！」

　先ほどのエントランスでディアと呼べなかったことや、オデリージ公爵に言われるまま引き下がってしまったことを気に病やんでいたのだろう。

　身分を重んじる国の体質が一いつ朝ちよう一いつ夕せきで変わるはずがない。ライがディアを連れて行き、リディが挨拶を返した。それだけでも進歩のはずだ。ましてや、あの場の雰囲気に気づけないディアではない。

　そのとき、奥の部屋に面した扉が開く音がして、リディは慌あわててディアから離れた。

　寝室から出てきたのは、マーシュとロベルトをつれたアレクだ。

「アレク、エリオの具合は？」

　モニカの声に、リディも胸の前で手を組み息を吞む。

　アレクは安心させるように微笑んだ。

「大丈夫、旅の疲つかれが出たんでしょう。エントランスにいたときから半分意識がなさそうでしたから、倒れると思ってましたよ」

「そうだったんだ……」

　モニカにはしっかりして見えたが、さすがに長年一緒にいる兄の目は違う。しゃんとして見えたのはむしろ、極きよく度どの緊張からだったのか。

　なんとなく沈黙が流れ、アレクとモニカはちらりと視線を交わし合った。

「……よく叫びませんでしたね」

「……叫んだよ、ちょっと。リディが止めてくれたけど」

　止められなければ、叫んで飛びつき問い詰めていたに違いない。

　自然と視線がディアに向き、目が合うとディアはかすかに頭こうべを垂たれた。

「ごめんなさい。レオのこと……」

　先ほどエントランスでレオの紹介を受けたとき、叫びかけたモニカと違ってディアは全く驚いていなかった。

「ディアは知ってたんだよね？　レオが女の人でオデリージ公爵の娘だって」

　ディアとレオは一緒にヴァルダンから来た上に、唯ゆい一いつの侍従としてずっと行動を共にしていたのだ。当然と言えば当然だろう。

「ええ。レオ……シアは私のたった一人のお友達だったから。あちらのお家の方に気づかれて引き離されたけど、子供の頃は天蓋宮でよく一緒に遊んでいたわ」

「なんでまた男装してカゼルラに……」

　かなりの念の入れようだ。呆ほうけたようなモニカのつぶやきに、リディが悲しげに美しい眉を寄せた。

「お兄様との結婚から逃げるためでしょう？」

「え!?」

　モニカはぎょっとしたが、アレクは思い当たったのか「──ああ」と声を上げた。

「ひょっとして、アニス姫のことか？　姫が亡なくなってすぐに妹のローレンシア姫がライの婚約者になったという」

　言われてモニカも思い出した。

　ヴァルダンへ来る旅で耳にした話だ。オデリージ公爵家の総そう領りよう姫ひめ、アニスはヴァルダンの第一王子カーライルの婚約者だった。だが若くして亡くなり、その姉に代わり、妹であるローレンシアが第一王子の婚約者となった話──。

　リディはうなずく。

「アニスが亡くなってまだ半年ですもの。いきなり姉の代わりに好きでもない人と結婚しろだなんて、シアが途と惑まどうのも仕方がないわ」

「う、うん……。そうだね……」

　なんとなく釈しやく然ぜんとしない気持ちのまま、モニカは相あい槌づちを打った。

（確かに、逃げるのなんて結婚が嫌だからぐらいしか思い当たらないけど……）

　モニカも一緒に旅をしたルドルフから「ローレンシア姫が半年前から失しつ踪そうしている」と聞いたときは、結婚を嫌がったのではないかと予想した。

（でも……）

　先ほど実際にライとローレンシアを見て、そうは思えなくなったのだ。

　同じく黙り込むアレクを見て、リディは不思議そうにディアに目を向けた。

「ディア、あなたお兄様から他の事情を聞いていて？　伯父様から逃げるためにカゼルラに行っていたのでしょう？」

「……いいえ、わたくしは何も。カーライルお兄さまもシアが結婚を嫌がるから、と仰られていましたわ」

　答えにほんの一瞬、間が空いた。

（ディア？）

　なんとなく不自然さを感じたモニカが見つめると、視線を感じたのかディアはすぐに顔を上げた。だが、モニカとは目を合わせず、マーシュに向けてにっこりと微笑む。

「でも、マーシュはシアのことに気づいていたのでしょう？　だってシアを部屋に入れたり、あなたの部屋の合あい鍵かぎを渡したりしていたのですものね」

「ええっ!?」

　衝しよう撃げきの事実にその場にいた全員の声が重なった。

　マーシュの顔に焦あせりとも苛いら立だちとも取れない表情が浮かび、唇くちびるがかすかに動く。だがモニカが驚いて見直したとき、マーシュはすでに笑顔だった。

「そうですねー、俺は気づいてましたよ。俺と兄さんはローレンシア様に会ったことがあるので」

「なにっ？」

　驚いたのはアレクの後ろにいたロベルトだ。レオが女性だと全く気づかなかったうえに、過去に会った覚えもないらしい兄に、マーシュは人差し指を立てる。

「一回だけ会ってるよ。四年前に兄さんが天蓋宮の裏庭でディア様を助けたときに」

「え？」

　ロベルトよりも先にディアが反応した。驚いたように栗色の目を見開く。

「マーシュ、あなたもあのとき一緒にいたの？」

「いましたよー。ディア様が従じゆう僕ぼくに腕を摑まれて、怒おこったローレンシア様が木から飛び降りてくるのを見てました。ディア様、兄さんしか目に入ってませんでしたね？」

　どこか非難を込めたような声に、ディアは束つかの間ま黙り、やがて嫣えん然ぜんと微笑んだ。

「そうかもしれないわ。でも、マーシュったらすぐレオがシアだって気づいたのね」

「……人の顔を覚えるのは得意なんですよ。職業柄で」

「あら！　性別に惑まどわされないのね。すごいわ、マーシュ」

「お褒ほめの言葉をありがとうございます。ディア様も含めて印象には残ってましたよ？」

　ふふふ、はははと妙にピリピリした空気を漂ただよわせて笑い合う二人に気づかず、考え込んでいたロベルトが顔を上げた。

「……そういえば青いドレスの姫君がいたな。オデリージ家の姫がどうのこうのと」

「それはいいが、マーシュ。お前がローレンシア姫を部屋に入れたり鍵を渡したりしていたのは本当か？」

　妙に真剣な声こわ音ねのアレクに、マーシュは肩をすくめた。

「誤ご解かいしないでくださいよ、殿下。俺がシア様を部屋に入れていたのは、かくまうためです。そのときセリディアーナ様は、シア様がカゼルラに身を隠していることをご存ぞん知じなかったので」

　リディは「そうね」と素直に納なつ得とくした。

　だがアレクは無言だった。なぜ部屋に入れたかの理由を聞いた上で、なおさら信じられないような顔をしている。

　そのアレクの表情も気になったが、モニカは誰にともなくつぶやいた。

「……無理やり連れ戻されたけど、帰ってきたからにはやっぱりライ様と結婚するのかな」

「伯父様はそのつもりでしょうね。でもシアは絶対に宣せん誓せいしないと言ってるし、すぐには難しいわ。結婚だけは……無む理り強じいできないもの」

　そう言って、リディは目を潤うるませた。

「本当に──アニスさえ生きていてくれればよかったのだけど……」

　早そう逝せいした友を悼いたむ声は、涙交じりだった。
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　滞在する自室へ戻りながら、モニカは先ほどのレオの話をずっと考えていた。

　天蓋宮のエントランスで再会するまで完全に男性だと思っていたのだ。なかなかすぐには信じがたい。

（でも、レオはライ様から逃げてるような感じはしなかったけど……）

　絶対に宣誓をしないと言う割には、エントランスで見た二人は仲が良さそうに見えた。

（やっぱりお姉さんが亡くなってすぐ、っていうのが駄だ目めなのかな）

「モニカ様」

「ん？」

　ひっそりと呼ばれ、モニカは考えるのを止めにした。ローズは先せん導どうの女じよ官かんから視線を離さずに囁く。

「道が違います。遠回りさせられていますわ」

「え？」

　思わず足を止めかけたが、ローズに目め配くばせされてそのまま進んだ。遠回りしていると言われても、方向音おん痴ちのモニカにはさっぱり分からないのだが。

「用心なさってくださいませ」

　前と後ろの女官達を気にしつつ忠告され、警けい戒かいしながらうなずきを返した。

　それでも、女官達が意思を持って道順を選んでいるなら従うより他はない。城の一部が通れないとか、遠回りしなければいけない事情があるのだろう。

　ただ、どの王宮でもそうだが、城を歩かされるのは規き制せいのためというよりもむしろ身分の高い人と目通りするためによく使われる手だ。

　謁えつ見けんなどの面めん倒どうな手順を踏ふまえずに会えるため、貴族間で王に紹介したい人物がいる場合、または妃きさきや妾めかけにしたい女性を王の目に留とまらせる場合に使われる。

（……まさかね）

　モニカの脳のう裏りをよぎったのは、異様な若さを誇るヴァルダンの王太子サウルの姿だった。

　四十七歳には見えない青年のような外見で、正せい妃ひと八人の妾を持っているサウルとは空中庭園で話をして以来顔も見ていない。身に覚えのない敵意を向けられたため、なんらかの攻こう撃げきを仕掛けてくるかと警戒していたが、まだ何事も起こっていなかった。

（今日、会うのかもしれない）

　思った通り、前方から大勢の女官が現れた。貴き人じん、それも王族がいる証しよう拠こだ。

「お通りになられます。壁へ」

　誰が来るとは言わなかったが、モニカは覚かく悟ごを決めて壁かべ際ぎわに退しりぞいた。殊しゆ勝しように頭こうべを垂れる。

（さすがに命の危険はないはず）

　アレクには空中庭園でサウルと会話したことや、内容を伝えてある。

　アレク以外の男性との間に起こったことを隠すのは一番よくないことだ。アレクとの関係も悪くなるし、相手の男性の命にも関わる。

　アレクはモニカの話を軽けい視しせず受け止め、常に近衛騎士を付けるようにしてくれた。今もモニカの側そばには騎士団の副ふく長ちようを含めた数人が控えている。いかにサウルと言えども、護衛のいる状態で手を出したりはしないはずだ。

　壁際に控えたモニカの前を、足音もなく女官が近づいてくる。かなりの大人数だ。

　まるで行列だ……と耳を澄ませていると、彼女達はぴたりと足を止め、その中の一人がやや居い丈たけ高だかにモニカに声を掛けた。

「お顔を上げなさい」

　サウルだろうと身構えていたモニカは、顔を上げた瞬間思わぬ衝撃に立ちすくんだ。

　目の前にいたのはサウルではない。

　そこに立っていたのは一人の少女、それも目を疑うほど美しい少女だった。

　年の頃はモニカと変わらない。群ぐん青じよう色いろの瞳がまぶたに遮さえぎられれば、長いまつげがよく見える。ああ彼女は瞬まばたきをしたのだな、と思ってしまうほどモニカは少女を凝ぎよう視ししていた。

「あなた、どなた？」

　細い顎あご、桜おう桃とうのような愛らしい唇が小さく開いて涼やかな声が聞こえる。

　身長は高すぎず低すぎず。蜜みつ色いろの琥こ珀はくに近い金の巻き毛は長く、しっとりと胸元まで落ちている。結い上げてなおそこまであるのだから、豊かな長い髪だ。何層にも重なった柔らかな絹きぬの襟えりから、ほっそりとした首が見え、綺麗な鎖さ骨こつ、髪を飾る金きん細ざい工くには、瞳に合わせたサファイア……。
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　答えないモニカに焦じれたのか、少女の隣にいた年かさの女官が険けんのある声でたしなめた。

「無ぶ礼れいでしょう、こちらは第二王女のロクサーナ・ファリ・アディマーリ・ヴァルダン王女殿下ですよ。ご挨拶をなさい」

　モニカは殴なぐられたかのように、一気に目が覚めた。

（ロクサーナ!!）

　アレクのことを好きだというヴァルダンの第二王女だ。

　とっさにどう挨拶すべきか迷ったモニカの耳を、かしましい小鳥の囀さえずりのような声が打つ。

「まあ、お口がきけないのでしょうか。ねえ、ロクサーナ様？」

「でも、アレクシス殿下のご婚約者なのでしょう？　こんなに礼れい儀ぎがなっていないなんて信じられませんわ」

「きっと婚約は噓うそなのでしょうよ。そうお思いになりません？　ロクサーナ様」

　ロクサーナの美しさに霞かすんでいたが、彼女の周りには五人の少女が侍はべっていた。いずれも貴族の姫のようで、それぞれが侍女を連れているために行列になっていたようだ。

　見かねて、モニカにつけられた女官の一人が恭うやうやしく進み出た。

「殿下、こちらはカゼルラのウェスタイン公爵家のご息女、モニカ・ウェスタイン様でございます」

「……そう。あなたが、アレクの婚約者なのね」

　何が何だか分からなかった。

　美しさに衝撃を受ければいいのか、取り巻きの少女たちの言いざまに衝撃を受ければいいのか、アレクを呼び捨てにしていることに衝撃を受ければいいのか。

　ロクサーナはモニカの側まで来ると、にっこりと微笑んだ。

「はじめまして、モニカ。どうぞおよろしくね」

　見惚れるような笑顔に、やっとモニカの思し考こうが働き出した。

（あ……なんだ。優しい……）

　ロクサーナは親愛の証あかしとばかりにモニカの体を優しく引き寄せる。

　抱ほう擁ようを受けようと腕を伸ばしかけた、その時──。

（痛い！　なんかつま先痛い!!）

　足の指にありえない負ふ荷かがかかっている。まるで目の前の誰かさんのドレスや装そう飾しよく品ひんを含めた全体重がモニカの足先に集まっているかのようだ。

　モニカが痛みに顔を歪ゆがめたのに反し、キスをしそうなほど近づいたロクサーナは愛らしく微笑んだ。

「どうぞ、およろしくね」

（これは……！）

　第二王女からの挨拶に答えないモニカに、取り巻きの少女達からますます非難の視線が向けられる。

「……はい……！」

　ローズに支えられ、モニカはこれでもかと笑顔を作った。

「よろしくお願い致します、ロクサーナ殿下……！」
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「突然現れた少女は意地悪く微ほほ笑えんだ──。彼はあたくしのものなの。これは運命なのよ。お下がりなさい、この泥どろ棒ぼう猫ねこ！」

　ディアはパタリと可愛かわいらしい装そう丁ていの本を閉じた。

「まあ、お姉さまのお好きな夢物語に出てきそうな恋こい敵がたきね！」

「どんな夢物語だ……」

　モニカはリディの部屋のソファに仰あお向むけに転がったまま、伸びていた。

　ロクサーナと衝しよう撃げきの出会いを果たした後、一人とぼとぼと部屋に戻ると折よくリディからお誘いが来たのだ。傷しよう心しんのモニカはありがたく部屋に寄せてもらい、ディアも含ふくめた三人だけの空間で心を癒いやしていた。

　だが、自身の秘ひ蔵ぞう本ぼんが表に出ていることに気づいたリディは真まっ赤かになって本を奪うばい取る。

「ディア！　どこからこの本を出してきたの!?」

「あら、お姉さま。この経けい済ざい書しよの奥からですわ」

　悪びれずに答え、本を取り上げられたディアは近くにある本ほん棚だなから更さらに別の本を抜ぬき取った。表紙は可か憐れんな花柄で飾かざられており、夢物語好きという秘密の趣味を暴あばかれたリディが声もなく悶もん絶ぜつする。

　ひとり楽しそうに物語を読むディアの傍かたわらで、モニカはしくしくと弱よわ音ねを吐はいた。

「痛い……。女の子って怖こわい……。あんなに可愛い笑顔で踏ふんでくるなんて……」

「いやだわ、モニカったら。暗あん殺さつ者しやの剣けんに斬きられても平へい然ぜんとしてたのに、女の子にちょっと足を踏ふまれただけで寝込むなんて」

「ううぅ……！」

　哀かなしみに丸くなると、本の攻こう防ぼう戦せんを繰くり広げていたリディが呆あきれ顔になった。

「簡単ではなくて？　無ぶ礼れい者もの、足をおどけなさい！　と言えばいいのよ」

「……無理……」

「ふふふ、モニカったら危き機き感かんがなさすぎよ？　この王おう宮きゆうの姫ひめ君ぎみを相手にするならもっと警けい戒かいしないと」

「お、女の子って……！」

　ディアにまでダメ出しをされ、ぶわっと涙が溢あふれた。

　踏まれた足が痛い。だがそれよりもモニカを打ちのめしたのが、ロクサーナの美しさとアレクへの親しげな呼び方だった。

（呼び捨てだった……）

　たったそれだけのことだが、モニカには衝撃的だった。

　ロクサーナがリディと張り合うためにアレクに近づいていたことは聞いている。

　アレクがロクサーナのことを何とも思っていないのも知っている。

（………………知ってるけど……）

　人が落ち込んでいるというのに、リディを上う手まくなだめたディアは彼女の愛あい蔵ぞう本ぼんを片手に語り合っている。

「ねえ、お姉さま。この主人公の王子様より、お付きの黒くろ騎き士しさまの方が素敵ではありません？」

「なにを言うのディア、王子様に決まっているでしょう？」

「でも結局戦うのは黒騎士さまなんですもの」

「王子様だからそんな危険なことはしないのよ！」

「でしたら絶対に黒騎士さまの方が格かつ好こういいですわ！　ね、モニカはどう思う？」

「男の趣味が正反対だ……」

「わたくし達のことではなくて！」

　ディアが力説しようとした途と端たん、控ひかえの間にいたローズが性せい急きゆうに扉とびらを叩たたく音がした。

「モニカ様、アレクシス殿でん下かがお越しでございます」

　モニカは飛び起きた。靴くつに足を突っ込むと、そそくさとリディの隣となりの席に着き、用意されていた茶をすする。嫌いやがらせを受けたなど、アレクに知られては一大事だ。

　ほどなくして、マチルダの案内を受けたアレクが部屋に現れた。

「モニカ、こんなところにいたんですか。部屋にいないから探しましたよ」

「入室の許可はしていなくてよ、アレクシス。ここは私の部屋。主あるじに許可なく踏み込むことは許さないわ」

「私だって好きで入ったわけじゃない。モニカだけ返してもらえればもう用はない」

「返すですって？　人聞きが悪いわね、モニカは私に会いたいからと部屋へ来たのよ？」

　いつもどおり始まった言い合いに、マーシュが慌あわてて間に入る。

「まーまーまーまー！　お二人とも落ち着いて！　モニカ様、お迎えに来ましたよ。レーム君の所へ行きましょう」

「本当!?」

　モニカは勢いきおいよく立ち上がった。

　ヴァルダンへ向かう途と中ちゆう、暗殺者に襲おそわれ負ふ傷しようしたレームはライの領りよう地ちで療りよう養ようしている。すぐに迎えに行ってやりたかったのだが、クルラードに着いて三日と経たたないうちにリディがエリオを連れて帰き還かんすると告つげられ、動けなくなったのだ。報せは出しておいたが寂さびしがっているだろう。

　モニカの顔が輝かがやいたのを見て、アレクはすぐにリディとの喧けん嘩かをやめて微笑んだ。

「エリオの予定をずらしたので一週間ほど時間が空いたんですよ」

「嬉うれしい！　でも、エリオの具合は大丈夫？」

「ええ。一緒に寝ようと思いましたが邪じや魔まだと言われたのでもう大丈夫でしょう」

「邪じや険けんにされるのが元気の基準なんだね……」

　本当はアレクが大好きなのに素直じゃないエリオのことだ、いつもの調子が出てきたということだろう。

　鬱うつ々うつとした気分が吹き飛んで、モニカはアレクの腕うでを取ると上じよう機き嫌げんで歩きだした。

「じゃあ、リディ、ディア」

　行ってくるね、と続けようとした途と端たん、アレクがふいに立ち止まった。

「どうしましたか？」

「え？」

　一緒に立ち止まったモニカがきょとんと見上げれば、アレクは眉み間けんにしわを寄せていた。

「足を怪け我がしてますね？　歩き方がおかしい」

「し、してないよ！　なに言ってんの！」

　うっかり否ひ定ていするとアレクの顔がますます険けわしくなる。

　しまった、と後こう悔かいしたがもう遅い。棚にぶつけたなり何なり言った方がよかったのに、とっさに否定してしまった。

「リディ、部屋を借りるぞ」

「嫌よ」

「そうか」

　そっけない返事にかまわず、アレクはモニカを抱き上げるとずかずかと奥の部屋に入り込む。

「わー！　ちょっと、リディが嫌って！」

「社しや交こう辞じ令れいです」

「どんな!?」

　大きな机の上に座らされ、ひざまずいたアレクは問もん答どう無む用ようでモニカの靴を脱がせる。

「何するの！」

「靴下も脱いでください」

「ちょっ、ちょっと待って、ちょっと待って！」

「怪我してないんでしょう？　見せてください」

「そ、そういえば怪我してた！　さっき棚にぶつけた！」

「怪我してるんですか？　見せてください」

「うっ……！」

　どちらにしても見せないといけないらしい。

　なんとか逃にげる方法を考えたが、アレクは全く視線を外してくれない。

「……分かった。靴下脱ぐからちょっと後ろ向いてて」

　どんな言い訳も通じないと判断して、根負けしたモニカは仕方なく折れた。ドレスの裾すそをたくし上げると、太ももの靴下止めを外す。

「おおおおおおおっ!!」

　途端に激はげしく身み悶もだえされ、モニカは思わず手を止めてしまった。

「なんで後ろ向いてるのに盛もり上がれるの!?　ひょっとして見えてる!?」

「見えてません！　衣きぬ擦ずれの音を聞いて想像しているだけです！」

「どっちにしろ怖い!!」

　むしろ背中に目があると言ってくれたほうが納なつ得とくできたかもしれない。

「もう脱げますね？　いま踝くるぶしぐらいですからね！」

「わー！　ちょっと待っ……あっ!!」

　本当に踝ぐらいまで脱いでいたモニカは、自分の足先に愕がく然ぜんとしてしまった。

（噓うそっ！）

　一度靴下を脱いで確認したときには少し赤いだけだったつま先が、青あお紫むらさき色いろに鬱うつ血けつしていたのだ。

　隠かくそうとしたが、アレクはすでに振ふり返ってしまっている。恐おそる恐る見上げれば、その顔からは完全に表情が消えていた。

「アレク！　違うの、これは……！」

「いえ、もう何も言わなくていいですよ。分かりました」

「えっ!?」

　ふいに、扉が軽く叩かれた。返事をすれば遠えん慮りよがちなローズの声が聞こえる。

「モニカ様、あの……ロクサーナ殿下の女じよ官かん長ちよう様がお越しでございます」

「通せ」

　間かん髪はつ容いれずに答えたのはアレクだった。問答無用で裸足はだしのままのモニカを抱き上げる。

　扉が開き、入ってきたのは先程ロクサーナの側そばにいた年かさの女官だった。

　女官長はモニカを抱き上げているアレクの姿にほんの一瞬だけ眉まゆをひそめたが、すぐに無表情に戻り深く礼をした。

「モニカ・ウェスタイン様。ロクサーナ殿下が午ご餐さんをご一緒にと申されております。至し急きゆうご用意くださいませ」

「ロクサーナ殿下が？」

　動どう謡ようのあまり体が揺ゆれてしまい、モニカは誤ご魔ま化かすために慌てて言った。

「あの、ありがとうございます。ですが今日は出かけるので後日また……」

「退さがれ。私との先約があるし、モニカは私の婚約者だ。彼女を誘うならまず私の許可を取れとロクサーナに伝えろ」

　上から言葉を被かぶせられ、モニカはぎょっとして顔を上げた。

　冴さえ冴ざえとした声だけで嫌な予感がしていたが、アレクの顔はとてつもなく険しくなっている。目め下したの者に命令するにしても、いつもより語調がきつい。アレクはヴァルダンでは冷たい印象だったとディアから聞いたことがあるが、その片へん鱗りんを垣かい間ま見た気がした。

　用は終わったとばかりに大おお股またで通り過ぎられ、ロクサーナの女官長が追いすがる。

「お待ちください、アレクシス殿下。ロクサーナ殿下が」

「反はん論ろんを許可した覚えはない。お前の役目は伝言だ」

「殿下！」

　呼び止められ、アレクは冷ややかな顔で振り返った。

「お前達、私とモニカが天てん蓋がい宮きゆうに入ったときはいなかったな。モニカを誘うなら私を通せと、ロクサーナの女官や侍じ従じゆうにしっかり言い聞かせておけ。それが破やぶられた場合どうなるかは、私が天蓋宮入りしたときにエントランスにいた者が知っ」

「だらっしゃっ!!」

　謎なぞの掛け声とともにアレクの顎あごに掌しよう底ていをかましたモニカは、女官に言い募つのる。

「あの！　今日は本当に出かける用事があるので、またいずれ私の方からお誘いします。せっかくお誘いを頂いたのに申し訳ありません」

　ロクサーナ殿下によろしくお伝えくださいと言いかけ、やめた。よろしくお伝えできる内容ではないし、アレクに抱き上げられている体たい勢せいでその言葉はただの嫌いや味みだ。

　顎を打たれたアレクを驚きよう愕がくの表情で見ていた女官長は、我われに返ると一礼して退がっていった。

　部屋に二人になった途端、アレクが恨うらみがましい声を出す。

「……だらっしゃの意味は何ですか？」

「え？　えーと……特に意味はないよ？　……ごめん、顎打ったりして。アレクが急に意味なく女官を脅おどしたりなんてするから……」

「私には急でも意味なくでもありませんが」

　珍めずらしくモニカに対しても不機嫌だ。

　原因は掌底ではなさそうで、モニカは冷や汗をかいた。

（……気づいてる？　これは……）

　犯人がロクサーナだと。

（な、なんで？　どこで分かったの？）

「明らかに踏まれた痕あとでしょう。ちょっとやそっと踏んだぐらいじゃ鬱血しません。体重掛けてある程度の時間踏まないといけないのに、女官や従じゆう僕ぼくのわけがない。この王宮であなたに対してそんなことができて、また、しようと思うのはロクサーナしかいませんから」

「ギャ──────ッ！」

　モニカは思わず悲ひ鳴めいを上げた。

「なんで私の脳のう内ないの問いに答えたの!?」

「そういう顔をしてたので」

「お……っ！」

（怖ろしい!!）

　心の中で正直に叫さけび、モニカはアレクの怒いかりをなだめるために上うわ目め遣づかいに見上げた。

「あの、このことはもういいから」

　報ほう復ふくなどよくない。アレクは本気でやりかねないから、先に釘くぎを刺さしておくべきだろう。

　アレクは束つかの間ま黙ったが、やがて了りよう承しようした。

「…………あなたが望むなら」

「うん、ごめんね」

「………………」

　モニカは伸びあがると、まだ眉間にしわを寄せているアレクの唇くちびるにキスをした。

「ありがとう、アレク。ごめんね？」

「くっ……！　ま、まだまだー！　私の機嫌はこんなもんじゃ直りませんよ!?」

「こんなもん……。私のキスってこんなもんなんだ」

「ち、違いますモニカ！　誤ご解かいです、そんな意味ではないんです！　失言です、許してください！」

「いいよ、許してあげる」

「ありがとうございます、モニカ！　ありが………………あれ？」

「よしっ、レームのところへ行くよ!!」

　考える隙すきを与えず、モニカは全てを忘れさせるような満開の笑顔でアレクに寄り添そった。
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　王おう都とから北へ向かって一日馬車を走らせると、王おう孫そんであるカーライルの領地に入る。

　公こう務むがあるため領地の管理は代理の者がしているが、王都から近いのでライは頻ひん繁ぱんに帰って来ているらしい。

　天蓋宮はペンテレイアが大陸を統一したころからある古代城だが、ライの屋や敷しきも同じような石いし造づくりの堅けん固ごな城だった。背はい後ごに山があるせいか、王都クルラードよりも涼すずしく感じられる。仕つかえる人間を極力少なくしていると言うだけあって、ライの明るく華はなやかな性格からは想像がつかないほど静かな城だ。

　案内された居間で見覚えのある銀ぎん髪ぱつの少年が振り返ったとき、モニカは足の痛みも忘れて走り出していた。

「レ──ム──！　来るのが遅くなってごめんね！」

「モニカ────!!」

　負けじと駆かけ寄ってきたのは、十歳ほどの可愛らしい少年だ。人の姿を取っているが人ではなく、西の果て、ペンテレイア王国の森に棲すむ一いつ角かく獣じゆうである。

　二人は部屋の真ん中でひしっと抱き合った。

「レーム、怪我は？　もう大丈夫？」

　傷きずはそれほど深くないと聞いていたが、心配なものは心配だ。襟えりを広げて斬られた痕を確認したが、もう包ほう帯たいは外され、代わりに小さな布が当てられているだけだった。

　レームはやや得とく意い気げに顔を上げる。

「レーム、泣かなかったよ。デンカ呼んだよ」

「偉えらかったね、すごくすごく助かったよ！　ごめんね、怖い目に遭あわせて」

「だいじょうぶ」

　擦すり寄ってきたレームを抱き締しめていると、アレクがぽんとその銀色の髪を撫なでた。

「よく知らせてくれたな。レームのおかげでモニカを助けることができた。ありがとう」

　レームは紺こん碧ぺきの目を瞬まばたき、しばらくぽかんとした。

　やがて赤い顔でまごまごしたかと思ったら、かぷりとアレクの手に嚙かみ付いたのだ。

「あ、レーム！」

　モニカの背中に回ったレームを叱しかろうとしたが、嬉しそうなアレクに止められた。

「大丈夫ですよ、全然痛くありませんから」

　どうやら甘あま嚙がみだったらしい。完全に背中に張り付き顔を出そうとしないレームを引き剝はがしていると、奥の通路から声が聞こえた。

「殿下に褒ほめられたから照れているんだよ」

「ウィトス先生！」

　奥から現れたのは黒いローブの男だ。ローブだけでなく、ゆったりと一つにまとめられた長い髪と丸眼鏡めがねの奥で微笑む瞳ひとみも夜のように黒い。

　魔ま道どう王国ペンテレイアで不思議の術じゆつを扱あつかう魔ま導どう師しであり、若くして組織の長おさも務つとめるウィトスだった。

「無事でよかったよ、ミラ、アレクシス殿下」

　モニカのことをミラと呼ぶのは、モニカがまだミラという少年の姿でペンテレイアにいた頃、ウィトスが後こう見けん人にんのような立場にいたからである。公式の場では「モニカ姫」と呼び名を改めるが、モニカはウィトスから「ミラ」と呼ばれるのが好きだった。

「先生、ありがとうございました。レームの怪我を診みてくださって」

　ヴァルダンへ来る途中襲われたライとアレクを助け、レームの怪我も診てくれたウィトスにモニカは丁てい寧ねいに頭を下げた。ウィトスは漆しつ黒こくの目を細めて穏おだやかに微笑む。

「なぁに、礼には及およばないよ」

「そんな、先生が一緒にいてくれて本当によかっ」

「いやあ、レーム君の血が採とれて採れて採れてはははははははははは！　心が躍るね!!」

「………………」

　一角獣の研究には余よ念ねんがないウィトスである。笑いが止まらないまま素早く懐かい中ちゆう時計を取り出すと、軽々とレームを小こ脇わきに抱かかえた。

「おおっと、定期検けん診しんの時間だ！　さあ行こうか、レーム君！」

「にゃ────っ！」

「レ、レーム──！　先生、待ってください！」

「今日は爪つめだよ!?　昨日切るのを我が慢まんしたから伸びてるよ、きっと!!　一角獣の爪を切って切って切って切っ」

「切りすぎです、先生!!」

「ウィトス様！　このマーシュめもご一緒させてください！　もしやすでにレーム君の何かを使って魔道具を作られたのでは!?」

　どさくさに紛まぎれて魔道大好き、日夜魔道書での研究に勤いそしむマーシュに参戦され、モニカが間に入ったとき──。

「少し、いいか？　魔導師長殿」

　誰かと思うような低い声が響ひびいた。

　その一声で空気が凍こおり付き、声の主ぬしを振り返ったモニカは息を吞のんでしまった。

　ライが少し微笑みながらウィトスを見つめている。動きの止まった一同にかまわず、その視線はウィトスから動かない。

「魔導師長殿と話がしたい。アレク達は自由に屋敷を見ていてくれ」

　顔は優しくとも、秋の夕暮れのような赤茶色の瞳は険けわしい色をたたえている。ライは紛れもない怒ど気きを込めて、ウィトスについて来るよう手て招まねきした。

「ああ、例の件だね。行こうか」

　誰もが声を出すことも忘れるほどのライの怒りだったが、ウィトスは動じずひょうひょうと後に続く。ウィトスから解放されたレームも無む邪じや気きに後をついて行こうとした。

「アニスのへやに行くの？　レームも行く！」

　瞬しゆん間かん、ライの形ぎよう相そうが変わった。

「おいっ!!」

　怒ど鳴なられ、レームが悲鳴を上げて飛び上がる。

　レームやモニカどころか、アレクやマーシュですら反応してしまうような激しい声だった。部屋が水を打ったように静まり返る。

「……アニス？　アニス姫のことか？」

　控ひかえめなアレクのつぶやきに答えたのは、ウィトスだった。

「カーライル殿下。ここにいる者達は信用できないかな？　ならば私が魔道で箝かん口こう令れいを敷しくが」

「……いや」

　長い沈ちん黙もくの後、ライは詫わびのつもりかレームの頭を撫でて静かに口を開いた。

「怒鳴って悪かった。それには及ばない。どのみち、アレクには協力してもらいたいと思っていた。皆のことは信用している」

　ライが片手を上げた。

　少し離れたところに控えていた護ご衛えい官かんのジェラルドがうなずき、部屋にいた女官や従僕達が密ひそやかに部屋を出る。ウィトスはレームの背中を優しく押した。

「レーム君も外で遊んでおいで。我々は少し難しい話をするからね」

「うん」

　ジェラルドに連れられ、レームの手を引いたローズとロベルトも一礼して部屋を出た。

　扉が閉じられ、足音が遠ざかると同時に、部屋に残ったマーシュが口を開く。

「……このお屋敷の方は皆、知っているんですか？」

　何を、と具体的に言わなかったが、ライはうなずいた。

「俺の信用できる人間しか置いていないし、全員が協力者だ。……さっきは取り乱したが、ロベルトやローズのことも信用している。二人にはジェラルドが事情を話すだろう」

「それは……」

　モニカは少しだけ口をつぐみ、遠慮がちに尋たずねた。

「アニス様のご遺い体たいをここに置かれているのですか？　それとも……」

　レームはアニスの部屋に行くことに全く怯おびえていなかった。まるで遊びに行くかのような口く調ちようは、半年も経けい過かした遺体を見に行くとは考えにくい。

「アニス姫は生きているということか？」

　アレクはためらいもなく言った。

　かくいうモニカもアレクから逃げるために死んだことにして、仮の葬そう儀ぎを挙げたことがある。ライとアニスの間にどんな問題があるのか不明だが、ただ死んだことにしているというだけならありえないことではない。

「……皆、こっちへ来てくれ」

　ライは先に立って屋敷の奥へ歩き出した。先ほどウィトスが出てきた通路だ。

　突き当たりまで進むと、明るく陽ひ当あたりのいい大きな部屋に入った。窓の近くには天蓋のかかった寝しん台だいがあり、風通しがよく、部屋は清せい浄じような空気に満たされている。

　白いカーテンや鏡きよう台だい、飾られた花がどことなく女性の部屋であることを感じさせたが、部屋の中央にあるテーブルには本が乱らん雑ざつに積まれていた。椅い子すが何なん脚きやくも出しっぱなしにしてあり、その上も開いたままの本に占せん拠きよされている。

　寝台の側には一人の召めし使いが腰こし掛かけていて、ライの姿を見ると黙もく礼れいして静かに退出した。

　ライは少しだけ開かれていた、寝台の天蓋を大きく開いた。

「会ってやってくれ。アニスだ」

　導かれ、寝台の側に来たモニカは目を瞬いた。

　白いシーツと羽う毛もうの掛かけ布ぬの、枕まくらが置かれているだけで寝台には誰も眠っていない。

　アレクとマーシュも訝いぶかしんだのか身を乗り出したとき、ライが掛布を捲まくった。

（……木……？）

　黄おう土ど色いろの枯かれ木が見えたモニカは、視線を辿たどった次の瞬間叫んでいた。

　枯れ木に見えたのは人の腕で、その先にあったのは眼がん窩かの落ちくぼんだ人の顔だったのだ。

　額ひたいから後こう頭とう部ぶに掛けては頭髪もまばらで、頭ず蓋がい骨こつそのままの形が浮うき彫ぼりになっている。ぼんやりと開かれた唇は削そぎ落としたように色も肉もなく、こけた頰ほおや鎖さ骨こつは浮き出るどころか、骨の上に皮が張り付いているようにしか見えない。

　それは例たとえるなら、白い清せい潔けつな布にくるまった骸がい骨こつだった。

　モニカに縋すがりつかれたアレクは言葉もなく、マーシュが震ふるえる声を上げた。

「この方は…………本当にアニス様なんですか？」

　以前のアニスを知っているなら、なおさら信じられないだろう。モニカにはアニスがどんな女性だったのか、想像することもできない。

「間違いなくアニス姫だよ。まだ生きている」

　ウィトスはいつもするかのようにアニスの口くち許もとに手の平をかざす。

「私がここに来たときは呼こ吸きゆうが止まることも多かった。レーム君に呼びかけをお願いしてから改かい善ぜんされたが、それでも時々息がないから私も驚おどろくよ」

　──なぜ生きていられるのか。

　モニカは心を落ち着け、もう一度寝台に目をやった。

　ヴァルダン筆ひつ頭とう公こう爵しやく家けの総そう領りよう姫ひめの面おも影かげは消え去り、意識もない状態でかろうじて息をしている。生きているのか、死んでいるのか。本当に判別がつかないほどだ。

　ライは天蓋を閉じた。

「アニスは毒どくを盛られた。二年半前からもうあの状態だ」

　五人は椅子から本をのけて集めると、円えん陣じんを組むように席に着いた。

「それはやはり暗殺、ということなのか？」

　平常心を取り戻したアレクが問うと、ライはあやふやにうなずいた。

「俺もそうだと思った。ただ、相手はモーリット家ではないはずだ。アニスを殺すなら体力を奪うような毒じゃなくて即そく死しさせるだろうし、シアも殺さないと意味がないからな。何よりおかしいのは、アニスが寝込みだしたのは四年ほど前なんだ」

　オデリージ、モーリット両公爵家の対立は、モーリット家の令れい嬢じようマルキアがサウルの子を身ごもったことから始まっている。

　マルキアの懐かい妊にんが知らされたのは去年のことだ。それより前となると、モーリット公爵が切り札もなくオデリージ家に戦いを挑いどんだということになる。

「マルキア嬢の懐妊を確実に予よ知ちしない限り、利り益えきよりも損そん失しつの方が大きい賭かけだ。俺も伯お父じ上うえもモーリット家は無関係と見ている」

　だがアニスはライの、次代の王太子の座に限りなく近い青年の婚約者だ。間接的な政せい争そうに巻き込まれたのかもしれない。

「もともとアニスは体が弱かった。いつものとおり寝込んでいるのだろうと思っていたが、どんな医者に見せても症しよう状じようが良くならない。そうこうするうちに目に見えて衰すい弱じやくしはじめ、食べることもできなくなり意識もなくなった」

　沈黙する一同を見渡し、ライはアニスの横たわる寝台に視線を向けた。

「さっき見たとおりだ。なぜ生きていられるのか分からないほど症状は悪くなった。そのときにやっと病気ではありえない、何か体力を奪うような毒なんじゃないかと考えた」

　確実に死んでもおかしくない状態なのに、生きている。

　話を聞いていたモニカは首を傾かしげた。

「あの、葬儀は半年前にすでに行われたと聞きました。では、そのときは偶ぐう然ぜん呼吸が止まってしまっていたんですね？」

「それか、アニス様を守るために死んだことにしたとか。暗殺者から逃げるならそれが一番いいですもんね」

　マーシュとモニカがうんうんとうなずき合うと、ライは淡たん々たんと続けた。

「半年前、伯父上のオデリージ公爵からアニスの呼吸が止まったと連絡があった。俺はクルラードを離れていて、急いで戻ったがその時にはすでに葬儀も埋まい葬そうも終わっていた」

（……埋葬が終わっていた？）

　モニカは、ひやりとした手で首くび筋すじを撫でられた気がした。

　言うまでもなく、埋葬とは棺ひつぎに入れられ墓ぼ所しよに埋うめられると言うことだ。

　ならば、なぜ埋葬の済んだアニスの体がここにあるのか。

「さっき魔導師長殿どのも言っていたが、アニスはたまに呼吸が止まることがあった。伯父上にそれを説明し、もう一度遺体を確認させてほしいと言ったが聞き入れられなかった。どうしても自分で確かめたかった俺は……墓はか守もりとジェラルド、シアに協力してもらってアニスの墓を暴いた」

「……！」

　息を凝こらすような沈黙が落ちた。

　誰もが身じろぎすら忘れた中、ややあってアレクはかすれた声で囁ささやいた。

「………生きていたんだな」

「ああ。思った通り墓の中で息を吹き返していた」

　モニカは悲鳴のように息を吸い込んだ。もしも誰にも気づかれずにそのままだったら──。

「伯父上に知られるわけにはいかない。アニスの息が戻ることを知っていても墓に入れたからな。故こ意いであれ過か失しつであれ、また同じことが起こらないとも限らない」

　このことは他た言ごん無む用ようにと念を押され、モニカ達はしっかりとうなずいた。

　ライはやっと安心したように肩かたの力を抜き、黙って聞いていたウィトスに目を向けた。

「魔導師長殿、もう診しん断だんはしてもらえたか？」

「した、というより一いち目もく瞭りよう然ぜんだったね。私では治なおせない」

　冷れい酷こくとも思えるほどのキッパリした口調だったが、ライはある程度覚かく悟ごを決めていたのか取り乱みだしたりはしなかった。

「そうか。魔導師長殿の知識でも無理だったのか……」

「ふむ。知識というか、この場合は魔道力だね」

　え、と全員が声を上げた。

「アニス姫には魔道がかかっている。私など足元にも及ばない強い魔道力だ。これを解かい除じよしたり新たな魔道をかけて治すことは私にはできない」

「魔道だと？」

　ライが目を見開き、マーシュは身を乗り出した。

「それはヴァルダンに魔導師がいるということなのですか？」

「そう。とてつもなく強い力だよ。間違いなく毒を飲んだはずなのに、死ぬことを阻そ止しされている。毒自体はレーム君の力で解とくことができるけど、その瞬間に死者に近いほど体力を奪われているアニス姫は死ぬだろう」

「駄だ目めだ！」

　瞬間的に叫び、ライは拳こぶしを握にぎり締めた。うろたえたように視線をさまよわせる。

「魔道だと……!?　どういうことなんだ」

　ウィトスは沈ちん鬱うつな表情で考え込んだ。

「もう少し早く……ここまでの状態になる前なら、レーム君に毒を解いてもらうだけで回かい復ふくしたはずなんだが」

「魔導師長、死なない魔道を掛けられたということは、アニス姫はこのままでも生き続けられるということですか？」

　どんな状態であれ、生きてさえいれば回復の方法を探す時間が持てる。

　だが、アレクの問いをウィトスははっきりと否定した。

「決してそうではないよ。自然の力は魔道では止められない。毒の成分が植物や生物だとすれば、基本的に意志の力は介かい入にゆうできないからね。意志の力で死を押しとどめたところで、生命は少しずつこぼれ落ちて消えていく。今のアニス姫はその間ま際ぎわまで来ているんだ。もう時間はないと見ていいだろう」

「先生、ちょっといいですか？」

　混こん乱らんしてモニカは右手を挙げた。

「それは毒を飲ませた人と魔道を掛けた人が別ということですか？　だって毒を飲ませたのに死なせたくないと思うのは変ですよね」

「モニカ、犯人は脅されてやったとは考えられませんか？」

「え？　あ！　そっか……」

　矛む盾じゆんしていると思ったが、アレクの考えならありえないことではない。

「でも、ウィトス先生以上に強い力を持った魔導師なんて……」

　ペンテレイアになら何人かいるかもしれない。だがモニカの思いつくウィトス以上の魔導師は、どう考えてもヴァルダンの公爵家の姫と結びつかなかった。ウィトスをはじめ、彼らはペンテレイアを離れることがない。

　しかしウィトスはあっさり言った。

「いいや、私はすでに二人見ている。どちらも女性で、力はあるが顕けん現げんさせていない。推すい測そくするに、アニス姫に毒を盛った方かたは顕現させているんだろう。いや、もしかすると自分では力に気づいていないかもしれない」

「顕現？」

　アレクの疑問に答えたのはマーシュだった。

「殿下、魔道は男女で違いがあるのですよ。男性は顕現といって魔道力が表に表れやすく、女性は反対に潜せん在ざい意識の中に魔道力を内ない包ほうします。そのため女性で魔道力を表に表している方は非常に珍しく、また、とんでもなく強い魔導師ということになるんですよ」

「そのとおり。説明ありがとう、マーシュ君。そう、多くの女性は自分が魔導師だと気づかずに一生を終えることが多い。魔導師は血の繫つながりが大切だからね、そういった女性が次の魔導師を産んでくれるんだが」

　ウィトスはしばし考え込んだが、やがて顔を上げた。

「カーライル殿下。殿下のご姉し妹まいでアニス姫と交流があるのはどなたかな？」

　突然話が飛び、ライは面めん食くらった。

「リディだが……？」

「では質問を替えよう。寝込みがちになったという四年前にオデリージ公爵家を訪れたことのある、もしくはアニス姫と接せつ触しよくのあった姫は？」

　ライは途と惑まどったが、やはり同じ答えを返した。

「リディだけのはずだ。降こう嫁かした四人とは私し的てきな付き合いはなかったし、四人とも結婚後は帰ってきていない。ディアは当然近づかないし、ロクサーナが茶会に呼んだこともあったがそれも随ずい分ぶんと前だったはずだ。ラティーナは貴族の姫どころか他の誰とも交流しない」

「断だん言げんできるかい？　接触は本当になかったと」

　重ねて尋ねられ、ライは言葉を切る。

　黙もつ考こうしたうえで顔を上げた。

「……妹達に確認を取ってみればいいか？」

「そうしてもらえれば助かるね。ミラ、オルディアーナ殿下はレーム君と対面したことはあるかな？」

「え？」

　不ふ意いの質問にモニカはきょとんとした。

「ディアと、ですか？」

「セリディアーナ殿下とレーム君は一度会っているだろう？　オルディアーナ殿下はどうだい？」

　モニカは考え込んだ。そういえばリディとレームはカゼルラ侯こう爵しやく領りようの古こ城じようで会っているが、ディアとは一度も会ったことがない。

「ないのなら、オルディアーナ殿下とレーム君を会わせてもらえるかい？　何もしなくていいよ。ただ近くで対面して、できれば話をしてほしい」

「はい、それは天蓋宮に戻ればすぐにできると思います」

　ディアは喜んでくれるだろう。

　急にレームを動員しだしたウィトスに、アレクは訝しげに眉をひそめた。

「魔導師長、それがいったい何に？」

「確認だよ。もしかすると、私では捉とらえきれていないかもしれないからね」

　答えを聞いても全く意味が分からなかったが、ウィトスはそれきり何も言わなかった。

「殿下、ライ様。ローレンシア様にも話を聞いた方がいいんじゃないですかね。お屋敷にきたお姫様がいないかとか」

　マーシュの提てい案あんは妥だ当とうだと思われたが、ライは複雑な顔をした。

「シアか……。俺の呼び出しで伯父上がすんなりと出してくれればいいけどな。恐おそらく警戒されてる」

「お前がオデリージ家に行けばいいんじゃないのか？」

　まさか婚約者の王子を門もん前ぜん払ばらいしたりしないだろう。

　アレクがもっともなことを言ったが、ライは首を横に振った。

「オデリージ家で会話はしたくない。どこから聞かれているか分かったもんじゃないからな。シアを天蓋宮に呼ぶ方向でなんとかしてみよう。上手くいったときは合図する」

　一同が了りよう解かいすると、ライはウィトスを見つめた。

「他にすることはあるか？」

「そうだね。残りの二人の姫君とレーム君を会わせることはできるかな？　何と言ったっけ、ロクサーナ殿下とラティーナ殿下？　だったかな」

　一瞬考えたライに、モニカが何気なく言った。

「私、ロクサーナ殿下からお誘いを受けたんです。また何かあるときにレームを小こ姓しようとして連れて行きましょうか？」

「やめておけ」

「やめた方がいいですね」

「モニカ様、それは危険ですよー」

　一いつ斉せいに反対されモニカが驚くと、男たちは口々に理由を言い出した。

「小姓じゃロクサーナには近づけないぞ？　話をするなんてもってのほかだ」

「ロクサーナがあなたをもてなすために誘っていると思ってるんですか？　そんな危険があると分かっている場所には行かせませんよ。どうしてもと言うならあなたがロクサーナを呼んで、あなたの部屋で私同席で集まってください」

「それにレーム君が何か粗そ相そうをしたとき、最悪俺達では庇かばいきれないかもしれないんです。レーム君の安全のためにも高位のヴァルダン貴き族ぞくには近づけない方がいいですよ」

「そこまで!?　ヴァルダンの貴族って小姓とはしゃべらないの!?」

　話には聞いていたが、厳きびしい身分差重視だ。

（ちょっと怖い……）

　ディアが苦労するのもよく分かる。

　ライは「とりあえず」と椅子から立ち上がった。

「茶も出さずに長話して悪かったな。用意させるから居間に戻ろう。ロクサーナは難しいが、ラティーナとは神しん殿でんに行けば会えるはずだからそっちを先に片付けるか」

　ライが召し使いを呼び戻し、各おの々おの立ち上がる。

　居間にいた侍じ女じよに案内されて部屋を出ていこうとしたモニカは、ふと部屋を振り返った。

　ライは召し使いと一緒に寝台に向かっていた。

　かすかに開いた薄い天蓋の中。身を屈かがめたライが優しく何かを囁き、アニスの頰に指先で触ふれる姿が見えた。
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　天蓋宮、北の大門。

　円形の城を取り囲む黒い水の堀ほりには古い石の橋が架かかっており、番ばん兵ぺいの立つ内門を抜ければ、そこは天蓋宮の北の一角を占める大神殿だ。

　大きな灰色の石を積み上げた回かい廊ろうはあちこちが崩くずれかけているが、見た目そのままにずっしりとした重おも々おもしさがあり、荘そう厳ごんさは失われていない。空中庭園に続く七段の階かい層そうも、この北側から見れば迫せまりくるような威い圧あつ感かんがあった。

　市し街がい観光を終えて、外から北門に入ったモニカ達は第四王女、ラティーナ・ハイネ・アディマーリ・ヴァルダンを訪ねるために大神殿へと足を踏み入れた。

　彼女は王女としての公務から離れ、祭さい事じと医い療りようを司つかさどる神しん官かんの一人としてここで暮らしている。




「どうぞこちらでお待ちください」

　神官に案内されたのは、美しい中庭の見える客間だった。

　喜んで庭に出ようとするレームを捕つかまえ、モニカはウィトスとの間に挟はさみ込むように座らせ行ぎよう儀ぎよくさせる。王宮や大事な場所に行くときには留る守す番ばんをしていることが多いレームは、大きな建物に興きよう味み津しん々しんだ。

　部屋に置かれた調ちよう度ど品ひんに贅ぜい沢たくな物は何もないが、みすぼらしい感じは全くしない。権けん力りよくと財ざい力りよくを持たない神殿の清せい貧ひんさが感じられる内ない装そうだった。どこからか水の流れる音が響き、空気も心なしか清すが々すがしい。

（……シレナの森の匂においがする）

　一角獣であるレームの故こ郷きよう、清浄さに満たされたペンテレイアの森。中庭の木や綺き麗れいな水の匂いがするせいか、懐なつかしい雰ふん囲い気きがした。

　盆ぼんを持って現れた若い神官は、澄すんだ薬草茶と菓子を並べながらライに礼をする。

「カルロ大神官はまもなくお越しになりますので」

「悪かったな、いきなり予定をねじ込んで。また地方に出るんだろう？　その前に会っておきたくてな」

　気心の知れた仲なのか、ライの軽い口調に驚くこともなく、神官は笑顔を見せる。

「大神官様もお喜びになりますよ。近頃は忙しくてライ様とお会いできませんでしたから」

　やはり大神官ともなればライも接する機会が多いのだろう。親しげな会話にモニカが納得していると、レームにぺしぺしと腕を叩たたかれた。

「モニカ、見て見て！　水！　水！」

「ん？　どうしたの、レー……っ!!?」

　茶器の前でやたらとはしゃいでいるレームに目をやり、モニカはぎょっとした。

　茶器の中の薬草茶が大小様々な球になってレームの周りに浮いていたのだ。ふわふわと薄い透とう明めいな水すい膜まくでできた球はレームが指でつつくとふよんとたわむ。

「レ、レーム！　めっ！」

　レームが何らかの力を使ったに違いない。

　神官に見られないうちにやめさせようとしたモニカだが、薄うす翠みどり色いろの水すい泡ほうに触れた瞬間、驚いて腕を引いた。

（え!?）

　水が、指先に吸すい付いてきたのだ。泡あわは球きゆう体たいから形を変え、膜まくのようにすっとモニカの人差し指全体を覆おおう。

　気味が悪くなって手を振り回すと消えてなくなったが、モニカはぞくりとした。

「おー、これが魔道か？　レーム、お前魔道が使えるんだな！」

「ライ様、これは魔道というほどのモノではありませんよ？　本物の魔道はもっとすごいですからね」

　のんきなライとマーシュもおもしろがって水泡に触れる。泡はかすかな音を立てて弾はじけて消えた。興味深げに水泡に手を伸ばしたウィトスの指が触れると、泡はやはりパチンッと音を立てて弾けてしまう。

「ほほぅ。ただの水じゃない。神官殿、この水はどこから汲くんできた物なのかな？」

　不思議な現げん象しように仰ぎよう天てんしていた神官はウィトスの声に我に返り、上ずった声で答えた。

「こ、これは内堀の黒い水です。神殿では生活用水として日常的に使いますので」

「!?」

　モニカはどきりとしてお茶から離れた。サウルから黒い堀は刑けい罰ばつに使われ、囚しゆう人じんが投げ込まれたと聞いていたからだ。

　そんなモニカを見て、ウィトスは首から下げていた首飾りを自みずからの茶器に浸ひたした。ウィトスの首飾りの青い宝石が、見る間に輝くような純じゆん白ぱくに変わっていく。

「完全に浄じよう化かされた水だ。何も怖がらなくてもいいよ」

「は、はい……先生。ありがとうございます」

　モニカの反応を当然のこととして、神官は申し訳なさそうに頭を下げた。

「失礼致しました、外からのお客様に配はい慮りよが足りず……外の水をお持ちしますね」

「あ、いえ！　大丈夫です。こちらこそ申し訳ありません」

　慌てて神官を引き止めたとき、穏やかな明るい声がした。

「おお、賑にぎやかですな」

　二人の神官に連れられて入ってきたのは、一人の背の高い老人だった。

　他の神官と何ら変わることのない白の法ほう衣い姿だったが、その顔がん貌ぼうを目にしてすぐ、モニカにはこの老人がカルロ大神官だと分かった。

　白くなった髭ひげは気品に、黒い瞳は慈じ愛あいに、しわの刻きざまれた顔は寛かん容ようと温おん柔じゆうに満ちている。まだ背も曲がっておらず健康そうだが、敬うやまうべき老ろう齢れいを感じさせた。

　一斉に立ち上がった客人達に、カルロは嬉しそうに歩み寄った。

「カーライル殿下、お元気そうで。おお、アレクシス殿下！　ご立りつ派ぱになられましたな」

「二年ぶりですね、カルロ大神官。今日は私の婚約者を連れてきたんです」

　紹介され、モニカは膝ひざを屈め頭こうべを垂たれた。

「はじめまして、大神官様。モニカ・ウェスタインと申します」

「はじめまして、モニカ様。おお、なんと可愛らしくお優しそうな姫君だ。あなた方のご結婚が今から楽しみですよ」

　アレクとモニカが笑顔で礼を言うと、ライはウィトスを呼んだ。

「ペンテレイア王国からの客人だ」

「ペンテレイアの……？」

　カルロが黒い目を少し見開き、ウィトスは鷹おう揚ように微笑んだ。

「はじめまして、カルロ大神官殿。ペンテレイア王国魔導師長のウィトスと申します。この子はシレナの森で生まれたレームです」

　カルロとウィトスは見つめ合い、レームはきょときょととそんな二人を見上げていたが、ややあってカルロが腰を折った。

「ようこそお越しくださいました。ヴァルダンのカルロと申します」

「ヴァルダンのカルロ殿。私はしばらくカーライル殿下の元に滞たい在ざいする予定です。あなたのご都合のよい時に少しお時間を頂きたいのですが」

　大神官を相手にかなり突然の申し出だ。簡単に話し合いの場は設もうけられないのではないかと思ったが、予想に反してカルロはあっさりうなずいた。

「私は五日ほど王都を留守に致します。戻り次し第だいお話をうかがいましょう」

　ウィトスが礼を述のべて退がり、ライはそのまま挨あい拶さつして部屋を出ようとしたカルロを止めた。

「カルロ、ラティーナはいるか？　モニカを会わせたいんだが」

「ラティーナに……？　中庭にいるとは思いますが、あの子が会うかどうか……」

「俺は会わない。美人だってアレクが言うから心配した婚約者が会いたがってるだけだ」

「ライ様、なんですかその理由！　違います大神官様、私は単純にラティーナ様とお会いしたいだけで！」

　必死で弁べん解かいすると、周りの神官もウィトスも笑いだした。カルロも笑顔を見せ、安心したようにモニカの手を取った。

「ありがとう。あの子に会いたいなんて嬉しいことだ。内気でなかなか人と付き合えない子ですが仲良くしてやってください」

　カルロはそう言い置くと、宗しゆう務むのために北門から出かけて行った。

　門まで見送りに出た一同は、神官の案内を断り関係者の居住区へと足を延のばす。

「さっきの俺は会わないってどういうことですか？」

　ライがラティーナと会うことにどこか気乗りのしない雰囲気のカルロだったが、会うのがモニカだと分かると自然な物言いになった。

　気になっていたモニカが問うと、ライは困ったように頭をかいた。

「昔は仲が良かったんだけどな。いつごろからか避さけられるようになったんだ」

　アレクは納得して一人うなずく。

「ラティーナ姫は男性嫌ぎらいなところがあるからな。お前が女性と遊んでばかりいるから嫌になったんだろう」

「ライ様が何かしたんでしょうねー、きっと。女の子の嫌がるようなことを」

「なんだと!?　女性に声を掛けるのは当たり前のことだろ！　俺は無実！」

　アレクとマーシュからたしなめられ怒おこるライを見て、モニカはふと気がついた。

（そういえば、ライ様も遊び人なんだよね。サウル殿下みたいな問題は起こしてないけど）

　ライが旅に同行すると聞いたモニカの父ロスターからも、出発前にさんざん気をつけるように言われたものだ。

（なんか繫がらないな……）

　墓を暴き、死者のようなアニスのために一いち縷るの望みをかけてペンテレイアを訪れたライ。

　先日、屋敷で眠るアニスに語りかけ、頰に触れたライ。

　彼のアニスへの愛情と行動がばらばらのような気がした。
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「さあ、どう行く？」

　中庭の大きな繁しげみの中に隠れ、ライが鋭するどい目で円形に集まった一同を見渡す。

「……ライ様。この体勢はいったい…………」

「なぜ隠れる？　神殿は別に男子禁きん制せいではないだろう」

　モニカとアレクの抗こう議ぎの声に、ライは「しっ！」と人差し指を立てた。

「ラティーナの人見知りを甘く見るな。人の姿を見つけるとさささと逃げるぞ。あれは野生動物と同じだと思え」

　二人の王子と姫と従じゆう者しやと魔導師と一角獣は、繁みにしゃがみ込んでこそこそと内ない緒しよ話ばなしをしていた。

　葉の隙間から遠くを見れば、一人の少女が椅子に腰掛け本を読んでいる。

　モニカは獲え物ものを狙ねらう狩かりゆ人うどのように目を細めた。

「白のドレスか。似合ってる。遠くてよく見えないけど、黒髪で色白の儚はかなげな美少女だね」







[image: ]







「よく見えてますね……。私、ラティーナ姫とあなたを会わせたくないですよ……」

「アレク、八人の王女様の中で一番美人って言ってたもんね」

「違う、違うんですモニカ！　あれはあなた以外の女性でという意味であって、決して私の一番が彼女だという意味ではなくて！」

「アレク、声大きい。ちょっと黙って」

「誤ご解かいです、モニカ──！」

「足が痺しびれるね。立ってもいいかな」

　ウィトスがよっこいしょと立ち上がりかけたので、モニカは慌ててローブを引っ張った。

「先生、一発で隠れてることがばれます！」

「お尻しりつけてすわったら？」

「おお、レーム君は賢かしこいなあ！　最近とみに知ち能のうの発達が見られる、と。おおっと書くものを忘れてきたね、ミラ、何か持ってないかい？」

「先生、大きい体でガサゴソしないでください！」

「ウィトス様、よろしければこの不ふ肖しようマーシュのペンとインクをお使いください。魔道の気け配はいを書き留とめるために日々持ち歩いているのです」

「おお！　魔道力のないマーシュ君、ありがとう！　君は魔導師になれないのに頑がん張ばるね！」

「俺の才能全否定!!」

「みんなうるさい！」

　たまらずモニカが一いつ喝かつした瞬間、ラティーナが本を閉じてこちらに目を向けた。

「しまった！　気づかれたか？」

　ライが舌した打うちし、モニカは小声でレームに合図を出した。

「仕方ない！　レーム、行っておいで！」

「はーい」

　あっという間に子馬に姿を変え、とことこと去って行ったレームを見送り、ライは不安げに眉を寄せた。

「おい、大丈夫か？　繁みから突然馬が出てくるとか怪あやしすぎるんだが」

「ライ様、もっと早く言ってください！　もう行っちゃったじゃないですか！」

「天下の天蓋宮なんですから不ふ審しんな馬ぐらいいますよ。ライ様、もっと自信を持って」

「マーシュ、お前の励はげましは本当に微び妙みようだな……お、接触したぞ」

　一同の心配に反して、遠目からでもラティーナが喜んでいるのが分かる。アレクはほっとしたように囁く。

「つかみは良いようですね」

「さすが私のレーム」

「引き上げはどうするのかな？」

　ウィトスが聞けば、ライは迷わずモニカを指した。

「面めんが割れてないしモニカでいいだろう。女同士だし、多少は話せるんじゃないか？」

「分かりました。私が飼かい主として登場し、ラティーナ様とお近づきになってきます」

　アレクはやや不安気にモニカの手を取った。

「……モニカ、レームの引き上げという本分を忘れないでくださいね？」

「大丈夫、完かん璧ぺきだよ！　ラティーナ殿下を間ま近ぢかで見られ」

「違います！　レームの引き上げです！　早く帰ってきてくださいね!?」

　妙みような心配をしているアレクをなだめ、モニカは登場の機をうかがうためにレームとラティーナの様子に集中した。
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　ラティーナは読んでいた本にそっと花の栞しおりを挟んだ。先ほどから繁みがガサガサと揺れているのだ。

　警戒して見つめていると、犯人が現れた。

「……まあ！」

　ラティーナは目を見開いた。

　どこから紛れ込んだのか、薄うす灰はい色いろの子馬がぱたぱたと尻しつ尾ぽを振ふりながら近づいてくる。

　毛並みの良い、美しい子馬だ。

　伸ばした指先に鼻はな面づらを擦り寄せられ、人ひと懐なつっこさにラティーナは驚いた。

「かわいい子。どこから来たの？」

　──あっちだよ。

　子馬は斜ななめ後ろを振り返りながら、そんなことを言う。

　素直な返事に微笑み、しばらく子馬を撫でていたラティーナはふと手を止めた。子馬の耳の根に近いところに、美しく透すき通る青い宝石がついていたのだ。

「綺麗な耳飾り……あなた誰かに飼われているのね？　ご主人様はどこにいるの？」

　──んーと……いまはいない？

　微妙に曖あい昧まいな言葉だが、見回しても人の姿はない。

　子馬はテーブルの上に視線を送る。ぱっとその目が輝いた。

　──リンゴだ！

「少し待ってね」

　ラティーナは硝子ガラスの器から小さく切られたリンゴを取り、手の平に載のせた。

　子馬は大喜びでぺろりとたいらげる。

　美お味いしそうなことは見れば分かる。嬉しくなって器に残っていた物を全てあげると、完食した子馬はラティーナの太ふと腿ももに顔を載せてきた。なんとも人に慣なれた子馬だ。

　綺麗な宝石のような紺碧の目がきゅるりと動き、ラティーナを見上げる。

　──元気がなさそう。なにかあった？

　尋ねられ、ラティーナは目を瞬いた。

「そう見える？」

　──みえる。

「……なんでもないのよ」

　──本当？

　素直な疑問をぶつけられ、ラティーナの黒い瞳が潤うるんだ。

「本当。少し疲れてしまっただけ」

　言葉にした途端、溢れたものが白い頰を滑すべり落ちてしまった。

　──だいじょうぶ？

　子馬はラティーナの腰掛ける椅子に前足を置き、背伸びをしてラティーナの頰にキスをする。涙を舐なめられ、驚いたラティーナは涙が止まってしまった。

「……ありがとう。慰なぐさめてくれるのね」

　腕を伸ばし、子馬を抱き締める。そう囁いたときだった。

「レーム！」

　聞いたことのない声が聞こえ、ラティーナはハッと立ち上がった。

　誰かがこちらへ走り寄ろうとしている。軽やかな足音の主を見るために、ラティーナは全身を向けて振り返った。




　目が合った、亜あ麻ま色いろの髪の少女の口から「はんぎゃー」という悲鳴が飛び出した。
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「ヴァルダンのお姫様ってどうなってんの!?」

　大神殿から戻ってきたモニカは開口一番叫んだ。

　ここは天蓋宮の六階、ライの私室である。首しゆ尾びよくラティーナと仲良くなり、その結果を話し合うために一同はこの部屋に集合していた。

「もう見なくても分かる！　お嫁よめに行った他の四人のお姫様も美人なんでしょそうなんでしょ!?」

　モニカはラティーナの容よう姿しを思い返し、わなわなと震えた。

「こ、この世にあんな美少女が二人も三人も四人も……！　しかも全員種類の違う綺麗さで存在してるなんて！　こんなの、誰か一人なんて選べないよ……！」

「落ち着いてください、モニカ。あなたが一人を選ぶ必要はありませんよ」

「じゃあアレクが選ぶの!?」

「私はあなた一いつ択たくですよ!!　とりあえず落ち着いて」

「落ち着けと言われても……！」

　あのとき大神殿の中庭でラティーナが振り返った瞬間、モニカは悲鳴を上げた。そして、足から力が抜けた。

　その少女があまりに美しかったからだ。

　肌はだは透き通るように白く、整った顔は大神官の孫まごに相応ふさわしい神聖さを感じさせる美び貌ぼうだった。純白の飾り気のないドレスは彼女を神しん秘ぴ的てきに見せ、癖くせのない艶つややかな漆黒の髪が鮮せん烈れつな対たい比ひを生んでいる。薄い翠みどりの葉を模もした髪飾りと、全身から発せられる「白」の印象が一輪の白しろ薔ば薇らを思わせた。

　短時間だったが、ちゃんとラティーナと話をして戻ってきたモニカにライは感心する。

「モニカ、ラティーナと話せたんだな」

「はい。私が腰を抜かしたため、人見知りだのなんだのが吹っ飛んだようです。同じ年ですね、とかレームについてとかお話ししました」

「そうか。すごいな、モニカは」

　怪我の功こう名みよう（？）である。だが、特に重大な会話はしなかったモニカはレームに尋ねた。

「レーム、私が来る前はどうだった？」

「リンゴおいしかった！」

「違──う！　そこは大事じゃない！」

「リンゴ、リンゴすっごくおいしかったよ！」

「うんうん、ちょっと待って今あげるから。それよりラティーナ様何か言ってた？」

　リンゴリンゴと騒さわぐので、ライの許しを得えてテーブルの上のリンゴを剝むいてあげたが何やら不満そうな顔をされた。

「ラティーナのくれたリンゴのほうがおいしかった」

「と言われても……これもいい品質だと思うよ？」

　なにせ第一王子の部屋に用意されているものなのだから。

　まぁ不ま味ずくはないという顔でリンゴを食べ、レームはモニカを見上げた。

「レーム、ラティーナとお話ししたよ」

「何かしゃべってくれたんだね？　アニス様と会ったとか何か言ってた？」

　しめた、とモニカは思った。相手が馬だと思って話をしてくれたのだ。

　しかしレームの答えはそれほど大たい層そうなことではなかった。

「元気がないから、なにかあった？　ってきいたら、なんでもないよって言ってた」

「あ、そういう話か……」

　日常会話だ。肩を落としたモニカだが、ウィトスは驚いて身を乗り出した。

「話をしたってそういう意味なのかい？　他には何の話を？」

　レームは少し考えてから、「なんにも」とふるふると首を振る。

「先生？」

　それきり黙ってしまったウィトスに、モニカは遠慮がちに声を掛けた。

　かすかに表情が険しい。だが、我に返ったウィトスはあっという間にいつもの穏やかな笑顔に戻った。

「いや、なんでもないよ。次はもう一人の姫君に当たってみてくれるかい？」

　ウィトスの常つねにない様子を怪け訝げんに思いながらも、モニカは素直にうなずいた。
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　麗うるわしの第二王女、ロクサーナ・ファリ・アディマーリ・ヴァルダン殿でん下かにはお気に入りの庭がある。

　庭園の東側を占め、大きな人工の池に面しているそこは庭師達が常つねに四し季き折おり々おりにあわせて植え替えをしており、花が絶たえることがない。毎朝その美しい庭を散歩するのがロクサーナの日につ課かだった。

　一緒に歩く取り巻きの令れい嬢じようは日替わりだ。美しい王女であり、オデリージ家に縁ゆかりのある彼女とお近づきになりたいと願う少女は後を絶たない。

　今日もロクサーナは姉し妹まいの中で一番多くの女じよ官かんを引きつれ、選ばれた五人の令嬢達と庭園をそぞろ歩いていた。

　いつもなら清すが々すがしい朝の空気。──それがこの日、絹きぬを裂さくような女官の悲ひ鳴めいによって破やぶられた。

「キャ──────────ッ!!」

「いや──っ！　誰か助けて！　誰か！」

「カエル！　カエルが大量に──!!」

　王女の前であることも忘れ、女官達は一いち目もく散さんに走り出す。

　どこから現れたのか、大小さまざまなカエルがぴょんぴょん跳はねながら向かってきたのだ。それも数匹ではない。両手で持てそうな巨大な土色のカエルを筆ひつ頭とうに、手の平ほどの緑のカエルから親指の爪つめほどの小さな黄緑色のカエルまで、総勢五十匹はいると思われた。

　それらが荒あれ狂くるう波のように不ふ規き則そくな跳ちよう躍やくを見せ、ロクサーナ達に向かってくる。

「お逃にげくださいませ──っ！」

　女官も姫ひめも甲かん高だかい悲鳴を上げ、主しゆ従じゆう入り乱みだれての逃とう走そう劇げきとなった。




（よしっ！）

　好こう機きと見て、池の近くに潜ひそんでいたモニカは素早く飛び出した。

　カエルに追われて怒ど濤とうのように向かってくる女性の波の中へ、真まっ向こうから飛び込む。必死で逃げる大おお勢ぜいの中から目当ての人物を探しだし、一気に腕うでを伸ばした。

「捕つかまえた！」

「きゃっ！」

　モニカに腕を捕まれロクサーナは悲鳴を上げたが、この騒さわぎの中では誰も立ち止まらない。我われ先さきにと逃げていく侍じ女じよに向かって叫さけぼうとする口を塞ふさぎ、モニカは足元を跳ねるカエルを踏ふまないようにロクサーナを近くの繁しげみに連れ込んだ。

「あ、あなたどうしてここに!?　なんなのよ一体これは!?」

　柔やわらかい草の上に腰こしを落ち着けた途と端たん、相手がモニカだと気づいたロクサーナは逆ぎやく上じようして叫んだ。

　あれ、とモニカは認にん識しきを改める。

（思ったよりも元気なお姫様だ）

　初対面のときと少し印象が違う。カエルに襲おそわれるという変則的な事じ態たいが、ロクサーナの本性を引きずり出したのかもしれない。……単に自や棄けになっているだけかもしれないが。

　ロクサーナはカエルが気になるのか、縮ちぢこまったまま周囲をビクビクと見回している。

「こ、ここにはいないでしょうね？」

「カエルですか？　みんな池に向かうのでここは大丈夫ですよ。さすがに夏の池はカエル取り放題で」

「あなたが自分で取ってきたの!?」

「もちろん。すごかったですよ、水に手を入れればカエルに当たる！　みたいな的てき中ちゆう率りつ」

「ギャ──────────────ッ!!」

「手は洗いました！　本当です！　大丈夫です！」

　先ほど塞がれた口くち許もとをレースのハンカチで拭ぬぐいまくるロクサーナに、モニカは慌あわてて注ちゆう釈しやくを入れた。脅おどしの道具は別にカエルでなくてもよかったのだが、手っ取り早く大量に集められる「一般的に見ると女性が逃げ出す」生き物がそれだったのだ。

「ロクサーナ様とお話がしたかったんです。あなたのお散歩の道みち筋すじを入にゆう念ねんに調査し、カエル達の池に戻ろうとする本能を利用してこの二者が交差または相あい対たいする地点を」

「どうでもいいわよっ!!　あなたもっと他に考えることないの!?　だいたい二人で話したいならもっと普通の誘い方をなさい！」

「だって、誘っても全然乗ってくれないし」

「当たり前でしょう!?　あなたと話すことなんて何もないわ！」

「ううっ、なんだろうこの矛む盾じゆんは……」

　アレクにモニカを誘うなら許可を取れ、と言われたのがよほど頭にきたのか、その後お誘いはぱったり来なくなった。こちらから呼んでもお断りの返事が来るだけで、偶ぐう然ぜんを装よそおって会おうとしても取り巻きが多くて近づけない。最後の手段としてアレクに呼んでもらったが応答もしないのだから、よほど怒おこっていたのだろう。

　だがそんな苦労も今日でおしまいだ。モニカは奥の繁みに向かって声を掛けた。

「レーム！　おいで！」

　呼ばれ、隠かくれていた子馬のレームが喜んで美少女の隣となりに現れる。

「馬────っ!!」

　尻しり餅もちをついたまま逃げようとするロクサーナを、モニカは慌てて捕まえた。

「大丈夫です、この子は賢かしこいから嚙かんだりしません！」

「動物の飼かい主ぬしはみんなそんなこと言うのよ!!　あたくしは動物が苦手なの！」

　ロクサーナに逃げられ、レームは不思議そうに首を傾かしげている。今までちやほやされてきたので、動物嫌ぎらいの人間に会うのが珍めずらしいのだろう。

「レーム、おすわり。舐なめたり寄ったりしちゃだめだよ？」

　レームはこっくりうなずくと、ロクサーナの隣におとなしく伏ふせる。ロクサーナは短い悲鳴を上げて身を縮めた。

「す、座ったわよ!?」

「座るように言いましたから」

「ひっ、首が動いて……！」

「………………分かりました。レーム、私の隣においで」

　レームが顔を向けたり尻しつ尾ぽをパタパタさせるだけで怯おびえる始し末まつだ。本当は近い方がいいのだが、仕方なく場所を替えさせた。

　レームが離れて安心したのか、ロクサーナは一息つくと琥こ珀はく色いろの髪をかきあげた。流し目でモニカの装いをちらりと見る。

「古い型の髪飾かざりね。安物かしら？　今日のドレスも白？　あなたその色しか持ってないの？」

「すみません、アレクがくれた物をそのままつけてるので値段や色は何とも」

「……っ！」

　引きつった笑顔で答えたモニカと、睨にらむロクサーナの間で火花が散った。

「ふん、アレクも趣味が変わったわね。あなたみたいな子を選ぶなんて」

「趣味は昔から変わってないと思いますよ。アレクは十年ほど前から私のことが好きでしたから」

「あら、趣味が悪いの間ま違ちがいだったのね」

「……っ！」

　今度はモニカの方が言葉に詰つまり、ロクサーナは勝利の高笑いで握にぎっていた扇おうぎを開いた。

「それで？　あたくしに何のお話があるの？　アレクのことかしら？」

　ロクサーナの機き嫌げんが良くなったようなので、モニカは言い合いはやめにして話を進めることにした。

「アニス姫のことを聞こうと思って」

　ロクサーナは虚きよをつかれたのか、しばらく群ぐん青じよう色いろの瞳ひとみでモニカを見つめる。

「……アニス？　どうしてあなたがアニスのことを？」

「ちょっとね。ロクサーナはアニス姫と最後に会ったのはいつ？」

「馴なれ馴れしいわね！　呼び捨てにするのはおやめ！」

　ぴしゃりと言われモニカは神しん妙みように口を閉ざしたが、つぎの瞬しゆん間かんくわっと口を開いた。

「ロクサーナロクサーナロクサーナロクサーナロクサーナ!!」

「おだまり──っ！　おじい様やお母様に言いつけるわよ!?」

「お好きにどうぞー？　ロクサーナ」

　呼び捨てにしたからといってカゼルラ公こう爵しやく家の姫を罰ばつしたりできるわけがない。子供の喧けん嘩かと程度が同じで「はいはい」と言われるだけだ。

　ロクサーナ自身、脅しで言っただけなので返す言葉もないらしい。真まっ赤かになって悔くやしがられ、モニカは肩かたをすくめた。

「いいじゃない、私も友達の一人にいれてよ。いっぱいいるみたいだし」

「あんなの……！」

　ロクサーナは勢いきおいよく何かを言おうとしたが、すぐに口をつぐんでおとなしく座りなおした。

「リディに見せびらかすために連れ歩いてるだけよ。あの人、友達少ないから」

「うーん、確かにリディは同年代より年上の人と付き合う方が落ち着けるみたいだね」

　言葉の奥に隠された本音を読み取ってくれるからだろう。王女として付き合いはこなすが、一歩踏み込んだ友人になるにはリディは守りが堅かたい。

　素直に同意するとロクサーナはちょっと警けい戒かい心しんを緩ゆるめた。

「アニスと最後に会ったのはあの子が寝込む前よ。四年近くも前かしら。よくあたくしのお茶会に招待したけど仲は普通。リディの数少ない友達だったから、取ってやろうと思ったけど上う手まくいかなかったし」

「殺さつ伐ばつとしてるなぁ！」

「うるさいわね！　あたくしはリディが嫌いなの！」

「だったら、かまわなきゃいいのに！　ふつう、嫌いな人には近づかないよ？」

　盛せい大だいに呆あきれて指し摘てきすると、ロクサーナは目を逸そらしてうつむいた。

「……いやなの。あの人に何か一つでもいいから勝ちたいのよ」

「別に負けてないじゃない」

　少なくとも美しさでは負けていない。モニカの目から見て、二人は甲こう乙おつ付けがたしだ。

　だがロクサーナは、あなたには分からないわとつぶやいた。

「あたくしが産まれたとき、母もおじい様もおばあ様も狂きよう喜きしたそうよ。もちろん、おじい様はベルナルド陛へい下かではなくてあたくしのお母様の方ね。オデリージ家直系のヘレナ妃ひ殿下ではなく、傍ぼう系けいの娘が選ばれた！　ってね」

　当時はこんなに次々と娘むすめが産まれるなど誰も予想していない。単純にヘレナ妃がサウルに疎うとまれ、別の女性を選んだと思われただろう。それが同じオデリージ家の直系と傍系の娘なら、なおさら。

　ロクサーナは自じ嘲ちようした。

「それなのにあたくしが産まれもしないうちにトルビア侯こう爵しやく家のご令嬢が懐かい妊にん、あたくしが産まれたらカルロ大だい神しん官かんのお嬢じよう様さまが懐妊……。そんなことが何回も続いてついには下働きの娘まで懐妊。あたくしは小さくて覚えていないけど、さぞかし王おう宮きゆうは大騒ぎだったでしょうね」

「……今またモーリット公爵家のマルキア様が懐妊か……。どうしてサウル殿下はそんなに子供を欲しがるんだろう」

「あなた馬ば鹿かなの？　子供なんて欲しくないのよ、あの男は。その証しよう拠こに娘ができたら全て捨てて見向きもしないじゃない。マルキア様なんてまだ産んでもないのに無む視しされてるわよ」

「男の子が産まれたら違うのかな？」

「一緒よ。カーライルお兄様がいらっしゃるじゃない」

「でもライ様とリディのお母様だけ二人子供を産んでるよね？」

「正せい妃ひだから気を遣つかったのではなくて？」

　もうこの話は終わりとばかりにそっぽを向かれ、モニカは考え込んだ。

（……なんだろう）

　何かが引っかかる。

　あのサウルがそんな気を遣うとも思えない。

　思し考こうの世界に沈んでいると、ロクサーナはぽつりと言った。

「アニスが生きていれば、サウル殿下は殺されていたかもしれないわね」

「ええっ!?」

　とんでもない発想だ。しかしロクサーナは驚おどろくモニカの方に驚いていた。

「当然じゃない。貴き族ぞく間の争いはみんなサウル殿下が原因のようなものよ？　それにこれだけ妾めかけや娘を作っているんですもの、国民も噂うわさをするし他国からの印象も良くないわ。アニスが妃きさきになるならカーライルお兄様を王にして、オデリージ公爵が王佐を務つとめたはずよ」

「あ！　な、なるほど……」

　ペンテレイアのような小国ならともかく、こんな大国の王としてライは若すぎると思ったモニカは納なつ得とくした。ありえないどころか、このままサウルが王になることに不安を感じている貴族がいることを考えれば、ライが王になる方が安定した政治体系になりそうだ。

「でもアニス様はお亡なくなりになったけど、まだレオ……シアがいるよね？　なんでアニス様が生きていればなの？」

　話を聞くほどに不思議なのだが、皆アニスにこだわっている。アニスが生きていれば、アニスさえいれば、と。

　もちろん愛情は大事だが、政せい略りやくのみを考えればアニスとシア、どちらがライの妃になってもオデリージ派の貴族には同じことのはずだ。

　ロクサーナは感心したように眉まゆを上げた。

「あなたローレンシア姫とも仲が良いの？　すごいわね」

「あれ、驚くところそこ？　えーと、ちょっとした縁えんで」

「あたくし、姿も見たことがないわ。アニスから元気な妹がいると聞いたことはあるけど」

　妙みようなことに感心されたが、ロクサーナは扇でモニカを指した。

「あなた、この国の結婚の作法を知っていて？」

「うん。たしか、宣せん誓せいだったよね」

　神官の前で結婚を宣せん言げんしさえすれば、身み分ぶんの上下も性別の区別もなく結婚することができる。先頃の旅の途と中ちゆうで、アレクとルドルフが教えてくれた話ではそうだった。

　ロクサーナはうなずいた。

「そう、宣誓よ。神官の前で。カーライルお兄様の結婚なら大神官と他の神官も揃そろって、神しん殿でんで盛大に行われるでしょうね。それが好きな人同士ならいいでしょうけど、政略結婚、しかも嫌いな人に嫁とつぐ場合どうなると思って？」

「どうって……あきらめて宣誓する。それか宣誓しないのどっちか？」

「宣誓を拒きよ否ひするとどうなると思う？」

「…………」

　そこまでの説明は聞いていなかった。

（……レオは結婚から逃げてるんだよね？）

　モニカはオデリージ公爵がさっさとライとシアを結婚させてしまわなかったことを考え、顔を上げた。

「もしかして、その相手と結婚できなくなる、とか？」

　はたしてロクサーナは言った。

「当たり。生しよう涯がいにわたってその相手とは縁が結べないの。だから嫌いな相手と政略結婚させたい親は子供の弱みや命を握ることを徹てつ底ていするわ。それでもやっぱり拒否する人はいる。逃げる用意をしたり死ぬ覚かく悟ごで結婚式に臨のぞむのよ」

　絶ぜつ句くしてしまった。

　愛し合う者同士にはなんの問題もない法律だが、確かに政略結婚は難しい。家のためとあきらめない限り、思いの丈たけをぶつけるかのごとく宣誓を拒否されるだろう。

「だからオデリージ公爵はシアを簡単に結婚させられないのか」

「そのようね。おとなしく言うことを聞くような子じゃないらしいじゃない？　神殿で断られれば公爵はもう後がないんですもの。アニスならお兄様もアニスも喜んで宣誓したでしょうから、誰もが惜おしんでいるのよ。あの子の体が弱かろうがなんだろうが、正妃にさえなればそれでよかったの。アニスはオデリージ公爵が大たい層そう可愛かわいがってらしたし」

「オデリージ公爵が？」

　初耳だ。疑うような声音になってしまったからか、ロクサーナはむっとしながら続けた。

「本当よ。エドム伯はく爵しやくなんて、身の程知らずにもカーライルお兄様に自分の娘を差し出そうとしてお家断だん絶ぜつよ」

「エドム伯爵？　断絶って爵しやく位いもなくなったってこと？　それ本当？」

「表向きは収しゆう賄わいで罰されたそうだけど、あれは絶対に娘のせいよ。エドム家はオデリージ公爵家の傍系ですもの、伯爵も行けると踏んだんでしょうね」

「それはいつの話？」

　ロクサーナは考え込むように首を傾げる。

「去年、だったかしら。アニスの病気がどんどん悪くなって、エドム伯がお兄様にアニスはもう死ぬから自分の娘はどうかって持ちかけたのよ。それがオデリージ公爵に伝わったんでしょうね、その次の月にはベルナルド陛下の宣せん旨じが下って爵位剝はく奪だつよ」

　ロクサーナもエドム伯とその娘は気に入らなかったのだろう。おかしそうに笑った。

（……確かに、収賄って家を断絶させるほどの重罪じゃないよね）

　時と場合によるかもしれないがやや強引だ。オデリージ公爵なら同じ一門の不ふ祥しよう事じぐらい平気で握り潰つぶしそうだが。

（それとも、口こう実じつ……？）

　──エドム伯爵家を潰さないといけない何かがあったか。

　ふとエドム伯がアニスに毒どくを飲ませたのかと考えた。

（でも、そんなことオデリージ公爵やライ様だって考えるはずだ）

　これはロクサーナだけが知っている情報ではない。誰もが考えつくし、公爵やライならもっと踏み込んで調査しただろう。

　すぐに考えを打ち消し、すっかり話し込んでしまったモニカは、とりあえず切り上げることにした。

「ありがとう、ロクサーナ。よく分かったよ」

「そう？　何がよく分かったのか分からないけど感謝すればいいわ」

　つんと細い顎あごを反そらして言われ、モニカは笑いながら素直に礼を言った。

「うん、ありがとう。ねえ、秋まで天てん蓋がい宮きゆうにいるからまた会おうよ」

「あ、あたくしが暇ひまなら会ってあげてもよくってよ。……それより、誰も迎えに来ないのはどうなってるのかしら」

「アレクに頼たのんで女官を止めてもらったから。ごめん、一緒に帰ろう。あっ、レーム寝ないで！　起きて」

　隣を見ればレームがうとうとと舟ふねをこいでいる。起こすために優しく頭を撫なでると、よけいに気持ちよさそうに眠られてしまった。

「レームー！　今寝ると夜寝られなくなるよ？　起きて……」

「あたくしがどうしてルドルフと婚約を解消したか教えてあげましょうか？」

「え!?」

　突とつ然ぜん言われ、モニカは必要以上に驚いてしまった。

　びくっと振り返ったモニカをどう思ったのか、ロクサーナは静かに扇を閉じた。

「アレクがリディとの婚約を嫌いやがったからよ」

　モニカがぽかんとすると、ロクサーナは急に気落ちしたように目を伏せた。

「ベルナルド陛下はご存ぞん知じだったのかもしれないけど、あたくしはあなたの存在なんて知らなかった。リディが選ばれなかったから、アレクはあたくしを選ぶつもりなんだと思ったわ。母やおじい様も同じことを考えたでしょうね。だからすぐにルドルフとの婚約を解消したの。……思えばあの件もモーリット家の恨うらみを買う一因だったんだわ」

　モーリット公爵の甥おいである、オークハルト侯こう国こくの侯こう子しルドルフ。モニカとアレクがヴァルダンに到とう着ちやくするまで一緒に旅をした仲だ。

　旅の間のルドルフの言葉を思い出し、モニカは微ほほ笑えんだ。

「ルドルフはもう一度あなたと婚約したいと思ってるよ」

「オークハルト侯爵家のためならそれが賢いわね」

「家のためだけじゃなくて」

「なに？　気の強い女が好きなの？　あたくしルドルフを引っ叩ぱたいたこともあるのよ？」

「それだ！　目覚めたんだ！」

「……目覚め……？　別にルドルフが寝ていたときじゃないわよ」

「ロクサーナ。この世には別の目覚めもあるんだ」

　一人うなずくモニカをロクサーナは半はん眼がんで見ていたが、なげやりな口く調ちようで言った。

「別にもう、誰と結婚したってかまわないわ。誰もあたくしのことなんて好きにならないでしょうし」

「なるよ。そんなに美人なのに何言ってるの」

　ロクサーナほどの美び姫きなら愛されるに決まっている。出会いは最悪だったが、ここまで話してみたモニカは、ロクサーナがそれほど悪い性格だとは思わなくなっていた。

　ロクサーナは群青色の瞳を伏せる。

「……アレクとの婚約話が出たときは、リディに勝ったことが嬉うれしくて嬉しくて。ルドルフのことなんて思い出しもしなかった。オークハルト家から解消受け入れの返事はなかったけど、あちらはあちらで縁えん談だんがあったみたいだし」

「まとまらなかったけどね。カゼルラのカヴァルカンティ侯爵家のお嬢様とは」

「そうみたいね。そうしたら次はあたくしがアレクから婚約拒否されて、あなたが現れて、そうこうするうちにマルキア様がご懐妊なさって、今度はオークハルト家から正式に婚約解消したいって返事が来た」

「うーん……」

　カヴァルカンティ侯爵がオークハルトを指して「ごたごたしている」と言った意味が分かった気がした。娘を嫁よめに出すには少し周辺事情に難なん有ありだ。

「だからルドルフを引っ叩いたの」

「いきなり話が飛んだ！　なんでルドルフ殴なぐられたの!?」

「失礼ね、殴ってないわよ！　引っ叩いたの！　オークハルト家から婚約解消の返事が来て、会いに行ったのよ。あなたはそれでいいの？　って聞いたら、仕方がありません、ですって。腹が立って思いっきり引っ叩いたわ」

　うわぁ、とモニカは引いた。

「それはヒドイ。最初にオークハルトに婚約解消を申し入れたのはそっちなのに、なんてことを……」

　ぎろりとものすごい目め力ぢからで睨まれたが、ロクサーナ自身もわがままは承しよう知ちしているのだろう。反はん論ろんはしなかった。

「だからルドルフはあたくしのことなんて好きにならないの」

「そうでもないです」

　突然第三者の声が聞こえ、モニカとロクサーナは驚いて頭上を見上げた。

　目の前の繁み越しに、茶色い髪の背の高い青年が立っている。

「ルドルフ！」

「お久しぶりです、モニカ姫。なかなかお会いする機会がありませんでしたが、お元気でしたか？」

　オークハルト侯国侯子、ロクサーナの元婚約者であり諸事情によりディアの元婚約者でもあるルドルフは、繁みをかき分け入ってくる。

　その背はい後ごを見ればアレクもいて、モニカに手て招まねきしていた。いつの間にか目覚めていたレームと一緒に退さがり、ルドルフのために場所を空ける。

　ルドルフはロクサーナの正面で片かた膝ひざをついた。

「ロクサーナ殿下。私はずっと後こう悔かいしていました。あなたにそれでいいのかと聞かれたとき、私は正直な気持ちを言っておくべきだったんだんです。──よくない、私が結婚したいのはあなたですと」

「おお──っ！」

「よく言った、ルドルフ。それでこそ男だ」

「申し訳ありませんモニカ姫、アレクシス殿下。今私の人生でとても大事な場面ですのでお静かにお願いします」

　心の声を全く抑おさえない観かん衆しゆうに、ルドルフは引きつった顔で注意を促うながす。

　気を取り直すと、じっと黙もくしているロクサーナに語りかけた。

「アレクシス殿下とモニカ姫のおかげで、モーリット公爵は私とオルディアーナ殿下という切り札をなくしました。ローレンシア姫がお戻りになられたからには、ライ様の立りつ太たい子しはほぼ決まったも同然でしょう。伯お父じ上うえは……モーリット公爵はあなたと私の婚約を再度考えるはずです」

「モーリット公爵……！　やりたい放ほう題だいだね！」

「モニカ、それが政治というものです。矜きよう持じにこだわり機を逃のがしては流れから置いていかれます」

「モニカ姫、アレクシス殿下……っ！」

　ルドルフの額ひたいに青筋が見えた気がしたので、二人は慎つつましく口を閉じる。

　と、ロクサーナがぽつりと言った。

「あなた、あたくしのことまだ好きなの？」

　直球だ。だがルドルフは怯ひるまなかった。

「はい。殿下をお慕したいしております」

「引っ叩くような女でも？」

「なぜ殿下がお怒いかりになったのか、私は理解しているつもりです」

　それはモニカにも分かった。ロクサーナはきっと引き止めてもらいたかったのだ。

「ですから、あのとき引っ叩かれて私は……」

　ルドルフは息を吸すい込む。やや辛つらそうに逡しゆん巡じゆんし、覚悟を決めて告つげた。

「嬉しかったです……！」

「ルドルフ、やはり君は!!」

「被ひ虐ぎやくのオークハルト侯子！　まさか生で見られるとは……!!」

　どよめいた観衆に、ルドルフは頭を抱かかえて苦く悩のうした。

「ああっ突っ込まれると分かっていながら言うしかなかった!!　お二人とも本当に黙っていてください！　あなた方がしゃべると話の収しゆう拾しゆうがつきません！　お願いしますからこの後だけは黙っていてくださいね!?」

　息を荒あらげて懇こん願がんされ、アレクとモニカは爽さわやかに微笑んだ。

「もちろんだ、ルドルフ。君を呼んだのはロクサーナを片付……上手くいってほしかったからだ。邪じや魔まするわけにはいかない」

「うん、私ももう満足だよ。見たいものは見られたから」

「なんという利り己こ主義だ!!」

　ルドルフはもっと嘆なげきたかっただろうが、その暇はなかった。ロクサーナがいきなり立ち上がったからだ。

「殿下！」

「ロクサーナ！」

　モニカの呼びかけも無視して、歩きだす。

　ルドルフがすぐに追ったが、アレクはロクサーナの細い背中に向けて声を掛けた。

「ロクサーナ。私のことが好きだったか？」

　モニカとルドルフが驚いて動きを止める中、ロクサーナはくるりと振り返る。

　心外そうに眉を上げた。

「全然」

　キッパリと言い切った。

「あたくし、きっとカゼルラの王太子でリディの元婚約者と婚約するっていう状況に恋をしたのよ。あなた個人のどこが好きかなんて、考えても出てこないもの」

　現在の婚約者であるモニカの前でも容よう赦しやなしだが、アレクは満足そうに笑った。

「安心したよ。幸せになってくれ」

「気が早くてよ！　ルドルフ、部屋まで送りなさい。女官も早く呼び戻して！」

　ぷりぷりしながら命令され、ルドルフは嬉しそうにその小さな手を取る。

「はい、ご命令通りに」
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　ここでからかうと怒るだろうとモニカが我が慢まんして見ていると、歩きかけたロクサーナがふいにつぶやいた。

「悪かったわね」

「え？」

　なんのことか分からず目を瞬まばたくと、ロクサーナはモニカの足元に視線を向ける。

「あなたが現れたせいで、私の運命の何もかもが変わってしまった気がしたのよ」

　やっと足を踏まれたことかと思い当たり、モニカは微笑んだ。

「たいしたことなかったよ。大丈夫。また会おう」

　ロクサーナはわずかに頰ほおを染そめてふんっとそっぽを向く。ルドルフがこっそりこちらに目もく礼れいし、二人は十分仲が良さそうに庭園を去って行った。

「ほら。だから言ったでしょう？　ロクサーナが私を好きなのは恋ではないと。納得してくれましたか、モニカ？」

「うっ！」

　やや得とく意い気げにアレクに諭さとされ、モニカは言葉に詰つまった。

　足を踏まれたことで、ロクサーナはアレクのことが好きなのではないかと考えていたのだ。モヤモヤしていたこともお見通しらしい。

「まったく、そんなことで悩まなくても……」

　アレクは嬉しくてたまらないという顔でモニカを抱き寄せ、唇くちびるを近づける。モニカは慌てて平手を差し込んだ。

「いま外！」

　ぺちりと唇に平手をくらい、レームにも怒りの蹴けりを入れられ、アレクはがっくりと肩を落とした。

「……ふぁんほいうほとは」

　言葉は恐おそらく「……なんということだ」だと思われる。

　しょんぼりしたアレクはモニカの手を取って歩き出した。

「仕方ありません、キスはあきらめます。ローズのところに戻りましょう。行くぞ、レーム」

　キスを阻そ止しして嬉しそうなレームが、素直に歩き出す。

　その瞬間。強く手を引かれよろめいたモニカの唇が、温かく柔らかいもので塞がれた。

「……！　アレク！」

　誰も見ていなかったか赤くなって周囲を見渡すモニカに、アレクは微笑んだ。

「ありがとうございます。正直に言うとあなたにやきもちを焼かれるのは嬉しい。でも、あなたが不安な気持ちになったり悩む姿は見たくないんです。──それが、ほんの少しであっても」

　モニカは目を見開いた。

（アレク……！）

　薄く残っていた灰色の心の靄もやが、何か別の、色を変えた感情に変わった気がした。

　二人に気づいたレームの頭突きを受け、アレクはいたずらっぽく笑った。

「ロクサーナは王子様に恋をしただけで、アレクシスに恋をしたわけではありませんよ」
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　モニカやアレクがロクサーナやルドルフと東の庭園で話していたその頃、南では別の令嬢達による朝食会が開かれていた。

　ライ、リディ、ディアは当然のごとく、アレクやモニカの名での招待もオデリージ公爵に阻はばまれたライは、友人の女性に助じよ力りよくを乞こいローレンシアを天蓋宮に呼び寄せたのだ。

　今、彼女は南の庭園にいる。

　──私はモニカとロクサーナを見ておく。ローレンシア姫のところへは、お前が一人で行ってきてくれ──。

（……って殿下、分かって言ってるんだろーな）

　アレクに命じられて派は遣けんされたマーシュは、複雑な気持ちのまま南の庭園で目当ての人物を探していた。

　アレクの前で「シアを部屋に入れていた」と言われたのはまずかった。挙あげ句くに合あい鍵かぎを渡したことまで暴ばく露ろされたのだ。

　アレクはモニカに関しては奇き行こうが目立つが元がん来らい賢い男だし、マーシュがアレクを理解しているように、アレクもマーシュの性格を熟じゆく知ちしている。

　少ない情報でも、それがいかに普段のマーシュらしからぬ行動か分かったはずだ。

（仕方ないか）

　いまさらじたばたしても遅い。うやむやにできる段階は過ぎてしまった。

　マーシュはため息をついて思考を切り替えた。

　南は見事な噴ふん水すいと木々のある涼すずしげな庭園だが、その木こ陰かげの一角で五人の着飾った女性と一人の飾り気のないドレスの女性がテーブルを囲んでいる。明らかに五人は盛もり上がり、一人はつまらなさそうに一言も発さずに座っているだけだ。

　若い令嬢の話についていけなさそうにしているのは、レオことオデリージ公爵家のローレンシア姫である。

（そりゃ、無理やり呼ばれたらなー……）

　なるべく早く助け出してやろうと、マーシュは急ぎ足で座に近づいた。

「まあ、マーシュ様！」

　すでに朝食は終わり、お茶とおしゃべりに興じていた一人の令嬢が、いち早くマーシュに気づき歓かん声せいを上げた。

「あら！　本当！」

「どうかなさったの？　アレクシス殿下もご一緒？」

　きゃあきゃあと嬉しそうな姫君達に反して、所しよ在ざいなさ気にスプーンで茶をかき回していたシアはぎょっとした。

「どうして君がここにいるんだ!?」

　助けに来たと言うのに、ものすごく嫌そうな顔をしている。体が逃げているシアに目め配くばせし、マーシュはまず丁てい寧ねいに礼をした。

　マーシュは一応貴族の子し息そくであり、アレクの腹ふく心しんとして顔を知られている。こういった令嬢と言葉を交わしても罰されない侍じ従じゆうだ。顔を上げると、にこやかに挨あい拶さつをした。

「おはようございます、お美しい姫君方。本日は私の主あるじの命めいにより、所しよ用ようで」

「申し訳ないが私は失礼する！」

　挨拶の途中だというのに、シアはガタンと盛大に椅い子すを鳴らして立ち上がった。呆あつ気けにとられる面めん々めんを振り返りもせず駆かけ出す。

　──が。

「うわっ！」

　一歩踏み出した瞬間にドレスの裾すそを踏んで、つんのめってこけた。よほど焦あせっていたのか、顔面から石いし畳だたみに突っ込む。

「シア様っ！」

　マーシュは急いで駆け寄った。

「大丈夫ですか、シア様！」

　シアは起き上がるまではしたが、地面に視線を落としたまま顔を上げようとしない。心が折れたのか、座り込んだままぷるぷると震ふるえていた。

「まあ、ローレンシア様……」

　ぷっ、と堪こらえきれずに誰かが吹ふき出し、次いでどっと笑い声が上がった。

「ホホホホ、まあ大変！」

「そんなに慌てるからですわ！」

「さあさあ、早くお立ちになって！　ドレスが汚よごれますわよ！」

　シアの耳が真っ赤になったが、ここで令嬢達を怒るほどマーシュは単純ではない。さっとシアの傍かたわらに膝をつくと、痛ましげに告げた。

「何ということだ、ローレンシア姫はおみ足を痛められてしまったようです」

　令嬢達は皆扇で口許を覆い、気き遣づかわしげな顔をする。

「まあ、大変。すぐに手当てを」

「もうご退たい席せきなさってはいかが？」

「どうぞ、お大事になさってね」

　言葉は優しいが誰一人駆け寄ろうとしない令嬢達に、マーシュは我わが意いを得えたりとうなずいた。

「ありがとうございます、では失礼して退がらせて頂きますね」

　これ幸いと、座り込んだままのシアのひざ裏と脇わきの下に手を差し入れる。

「なっ!!」

　シアが何かを言うより早く、そのまま軽かる々がると抱き上げたのだ。

「わ────っ！」

　叫んでもがかれ、マーシュは身を屈かがめて耳打ちした。

「静かに。早くこの場から出たいでしょ？　このままおとなしくしていてください」

　目を剝むいたのはシアだけではない。令嬢達も慌てて引き止め始めた。

「マーシュ様！　あなたはここにいても……」

「そうですわ、いま私の侍従を呼びますし、ローレンシア様のことは他の方にお任まかせを」

　しかしマーシュはにっこりと微笑んだ。

「申し訳ありません、所用とはアレクシス殿下がローレンシア様をお呼びですのでお連れすることだったのです。なのでこのまま退がらせて頂きますね。皆様、失礼致します」

　優しい声で言いつつ、マーシュはさっさと背を向けて歩きだした。

　後ろから何か声がしたが、聞こえないふりをしてずんずん進む。

　やがて令嬢達から完全に離れ、従じゆう者しやの姿も見えなくなると、シアはじたばたともがいた。

「もういいだろう!?　落ちる！　怖こわい！」

「失礼な。いくら力のない俺でも、あなたみたいに細い人なら抱っこできますよ」
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「抱っこって言うな！」

「お姫様を抱き上げてますからね。まさにお姫様抱っこ。シア様、こういう時は男性の首に腕を回すんですよ。モニカ様なら抱き上げられると分かった時点で回してます」

「モニカ姫と比べられても困る！」

「まあ、そりゃそうですが」

　彼女ほど愛され慣なれた女性はそうそういない。誰もが好きな人に対して思う「これをしたら嫌われるかも……」という概がい念ねんが存在しないのだ。

　これは決してモニカが自信満々な女性だからではなく、相手の男性の愛が異常なだけである。

　仕方なく、マーシュはこれ見よがしにガクンと腕を下げた。

「あー落ちそうだ、大変だー」

「うわ──っ！」

　シアは悲鳴を上げ、とっさに細い腕で首にしがみついてくる。

「はい、ご協力ありがとうございます」

「だ、騙だましたな!?」

　まんまと引っかかったシアは真っ赤になって嚙み付くが、この方が自分も安定すると分かったのだろう。腕は解ほどかなかった。

　マーシュは歩きながら視線だけで周囲を確認する。

「シア様、侍女は？」

　不思議と誰もついてくる気け配はいがない。少し落ち着いてきたのかシアはふてくされたような声で言った。

「ついてきたら天蓋宮から飛び降りるって言って部屋に置いてきた。うちの侍女は私がやると言ったらやることを知ってるからな。それに、天蓋宮の庭なんて案内はいらないし」

「おお。めちゃくちゃですがバッチリですよ、シア様」

　好こう都つ合ごうだ。マーシュは部屋には戻らず、先ほどの庭園とは別の庭に入っていく。

「どこに行くつもりだ！」

「殿下が呼んでいるというのは噓うそです。こちらの四阿あずまやにお茶の用意をさせているんで、少しお散歩しましょう」

　春と秋にはバラの咲く庭園は、今は緑しか見えない。城の二階とは思えない広大な敷地を歩きながら二人はなんとなく沈ちん黙もくした。

　やがて、シアが気まずそうに顔を上げた。

「君は……ずっと私が誰だか気づいていたんだろう？」

「気づいてましたねー。アニス様と似てるし」

　お互いに「君は私を知っているのか？」「あなたはローレンシア様ですよね？」などと確認したりはしなかったが、マーシュはシアを目上の女性として扱あつかうことを忘れなかった。

　シアは姉に似ているという返答に驚く。

「そんなこと初めて言われた。似てないと言われたことはあるが」

「それは性格でしょう？　俺が言ってるのは外見です」

「姉様の方が美人だろう」

「あなたの方が可愛らしいですよ」

「君は本当に口から先に生まれてきたような男だな」

　顔色も変えず、どこか怒ったように返されマーシュは噴ふき出した。

「本心で言ってますが？」

　シアは鼻で笑い、話題を変えた。

「ディアはロベルト殿どのと婚約できたんだろう？」

「うちの親にはまだ言ってませんがね。まあ、反対する理由は何もないのでほぼ決定です」

「そうか」

「寂さびしいですか？」

　シアは驚いて顔を上げる。だが、肯こう定ていした。

「……そうだな、寂しい。寂しいけど……嬉しい。私はディアに幸せになってもらいたいから」

「…………」

　急に抱く腕に力がこもったのを不思議に感じたのか、シアが青い目を瞬いた。

「どうした？　重くなったのか？」

「いいえ。あなたがあまりに素直なので」

「素直だと力が入るのか？」

「入ってしまうんですよ、これが」

「ふーん？」

　変な男だな、という声が聞こえた気がしてマーシュは苦笑した。

「まあ、ディア様と兄さんが幸せになるのは俺も嬉しいです。そうなればいいとずっと思っていたので」

「ああ。私もだ。君は好きな人とかはいないのか？」

「えっ!?」

　ギクリとすると、シアもびっくりした顔になった。

「それほど驚くことか？　流れで聞いただけだが」

「いえ……あなたが聞きますか、と思って」

「どうして私が聞いてはいけないんだ？」

「え──…………」

　困った。

（言ったら逃げるだろうなー……）

　行動が手に取るように分かり、迷った末にぼかすことにした。

「気になる姫君はいますよ」

「好きじゃないのか？」

「好き、というか、とにかく印象に残りましたね。綺麗だったし、登場も普通の姫君と一ひと味あじ違って木から飛び降りてきましたし」

「君はそんな姫が好きなのか。変わった趣味だな」

「…………まあ、否ひ定ていはしません。いろんな女性とお付き合いしましたが結局」

「気になる女性がいるのに他の女性と付き合っていたのか!?　最低だ！」

「その方と俺がどうこうなるのは考えられなかったので」

「君はなんてあきらめが早いんだ！　しっかりしろ！」

「……俺、あなたの中では散さん々ざんな男ですね。まあ、有あり体ていに言えば身分違いでしたんで」

　そこでシアは怒ることをやめた。上うわ目め遣づかいにマーシュを見上げる。

「相手の身分が高かったのか？」

「ええ、それはもう。王子様のお嫁さんになるんだろうなーっと思ってたらズバリ」

　シアは黙った。今度は痛ましそうな顔をする。

「……君は……そんな気持ちでアレクシス殿下とモニカ姫の側そばにいたのか……」

「はい、誤ご解かいされるだろうなと思いつつ言ったんですが見事に誤解しましたね。俺が好きなのはモニカ様ではないですよ」

「そうなのか？　そんな姫君とどこで知り合ったんだ？」

「この天蓋宮ですよ。四年ぐらい前になりますね」

「その方は君をどう思ってたんだ？　ただのアレクシス殿下の侍従か？」

「いえ、たぶん俺のことは目に入ってなかったです。再会しても無反応でしたから」

「再会したのか！　よかったな」

「予想外でしたね。けっこう仲良くなって俺の部屋の鍵を渡すぐらいになりましたから」

「そうなのか……あっ！」

　シアが目を見開く。立ち止まったマーシュは注意深く、ゆっくりと尋たずねた。

「どうしましたか？」

「鍵で思い出した！　君から部屋の鍵を借りっぱなしだ！　後で君の所へ届けさせよう、持ってきているんだ」

「…………………………」

「どうした？」

「俺、告白してるんですが」

「なにを？」

　海色の瞳が訝いぶかしげに揺ゆれ、マーシュはうなだれる代わりに空を仰あおいだ。

「なんだこれ……」

　ぼかすつもりが、ついついハッキリ言ってしまったというのに──。

　急に気力が尽つきて、歩き回っていたマーシュはとぼとぼとバラ園の四阿に向かった。

「…………ちょっと座りましょう」

　四阿に設置された白い華きや奢しやな椅子にシアを下ろす。

「よっこいしょ」

「重かったのか!?　重かったんだな!?」

「重くない重くないー、軽い軽い」

「言い方が適当だ！」

「小動物が可愛いと言う兄さんの気持ちがちょっと分かりますねー」

「君の話は脈みやく絡らくがなさすぎるぞ！」

　シアの喚わめく声を聞き流しながら、テーブルの上に揃えられた茶器を手に取る。すぐに小こ姓しようが出てきて、汲くみたての冷たい水を持ってきてくれた。

「リュセのお茶です。冷たいのも美お味いしいですよ」

「持じ参さんしてきたのか？」

「ヴァルダンのお茶は苦にがいですからね。モニカ様の気が滅め入いらないように」

　ちゃんとカゼルラを通過するときに補給してきた。味以外にも、この王宮ではモニカを打ちのめすことが起こっても不思議ではない。

　茶を淹いれる手つきを神妙な顔で見つめるシアに、マーシュは首を傾げた。

「リュセのお茶はお嫌いですか？」

「嫌いじゃない、苦手なだけだ。……淹れるのが難しいからな」

　シアが従者に身をやつしていたことを思い出し、マーシュは笑った。

「これはある方にはとても簡単なお茶ですから」

「モニカ姫のためにアレクシス殿下が作ったという話は聞いた」

「はい。モニカ様は甘い物がお好きで、殿下がモニカ様のために甘さを追つい求きゆうした末にできたのがこのお茶なんですよ。開発したとき殿下は十四歳でした」

「…………いい話だと思うが怖い」

　十四歳で開発に成功ということは、それ以前から研究していたということだ。それほどの頭脳と執しゆう念ねんがモニカ一人に向けられているかと思うと震えずにはいられない。

　硝子ガラス細ざい工くのグラスを受け取り、シアは紅に透すき通る茶を見つめた。

「……アレクシス殿下は、どうしてそんなに他人のことを好きになれるんだろうな」

「俺にも理解不能ですねー。そこまで恋愛に一いつ生しよう懸けん命めいになるのは無理だ」

　だからこそマーシュはアレクを尊そん敬けいできて興きよう味みをそそられるのだが。

　一口飲み、シアは目を見開いた。

「おいしい。私が淹れるのと全然違う……」

「まあ、俺も本職なので」

「君も座れ」

　マーシュは躊ちゆう躇ちよした。

　ここはカゼルラではなくヴァルダンなのだ。しかも相手は王族に匹ひつ敵てきする姫君だ。

　その迷いを理解したのか、シアは不機嫌そうに片手を振ふった。座らなくていい、という意志表示だろう。無理に座らせたところで立場が悪くなるのはマーシュの方だ。

　感謝のために頭こうべを垂たれればそれにも嫌そうな顔をされたが、マーシュは菓子を並べながら本題に入った。

「シア様。お姉様が生きているのをご存知ですよね？」

　シアはさっと表情を消して目を眇すがめた。

「なんの話だ」

「先日ライ様からちゃんと事情を聞きました。隠さなくても大丈夫ですよ。あなたが病気を治なおす魔ま道どうを探していたのは、アニス様のためだったんですね」

　それでもシアは用心深く口を閉ざしている。マーシュはかまわず話を続けた。

「ライ様も同じ結論をだし、今ペンテレイアから魔ま導どう師し長ちよう様が来ています」

「治るのか!?」

　立ち上がろうとしたシアを制し、マーシュは声を落とした。

「セリディアーナ様以外でアニス様と会ったことのある王女様を知りませんか？　あるいは王女様と親交がある方に接せつ触しよくがあったとか、通っていた場所とか」

「リディ以外で？　ロクサーナ殿下の話なら姉様から聞いたことはあるが、他は誰も……。通っていた場所なら神殿だが、私の見る限りラティーナ殿下と話すことはなかったし……」

　シアは口許に手をやり、少し考え込む。

「姉様は社交的だったから、交友関係が広い。屋や敷しきに帰ったら調べてみる」

「ありがとうございます。シア様はいつアニス様が生きていたと知ったんですか？　例の……お墓はかの件のときにはライ様と一緒だったんですよね？」

「そのことも知っているのか」

　シアは驚いたように目を瞬いたが、すぐに唇を嚙んだ。

「……最初から父上には抗こう議ぎした。呼こ吸きゆうが止まっても数日は様子をみさせてくれって。父上もそういうことがあるって知っていた。でも墓に埋うめた」

　青い瞳に怒りと哀かなしみの色が走る。

「──それは姉様を殺したということだ。父上は、あの男は姉様を生き埋めにするつもりで葬そう儀ぎを急がせたんだ。ライ兄様が帰って来る前にって。私はあの男を止められなかった。だから、ライ兄様が墓を暴あばくと言い出したとき私も協力しようと思ったんだ」

「…………」

　しばし沈黙がおり、マーシュは静かに尋ねた。

「ライ様はそれだけアニス様を愛しながら、どうして他の女性と遊ぶんですか？」

「…………姉様のためだ。姉様は体が弱いから……」

　シアは言い淀よどみ、だが続けた。

「子供が産めないって言われてきた。だから兄様は妾を選んでるんだ。姉様を尊そん重ちようし、妾として常に一歩下がれる女性、姉様の地位を脅おびやかすような野や心しんを持たない女性、実家や周囲に正妃の座を奪うばえと命じてくるような輩やからのいない女性。だけどヴァルダン王宮で生きていけて、貴族達の干かん渉しようをはねのけられる身分を持つ女性。そんな人を探しているんだ」

「……それは……」

　マーシュにも難しいと思えた。

　目の前にこの大国ヴァルダンの正妃の座が見えれば、どんな女性でも野心を抱くのではないだろうか。それだけ慎ましい心を持って妾になっても、その心を持ち続けることは難しい。また、本人が清せい廉れんであっても周囲もそうとは限らない。

（──いるとすれば）

　いまマーシュの目の前にいる女性、シアだろう。

（────!!）

　そう考えた瞬間、目の前の靄が晴れた気がした。

（だから逃げたのか！）

　ライのことを嫌っているようには見えない、むしろ好こう意いを抱いているように見えたシアが、なぜ彼との結婚から逃げたのか。実はアニスが生きていたからだと納得していたマーシュは、今になってシアの気持ちを理解した。

　アニスはいずれ死ぬ。生きたとしてもあのままの状態かもしれない。

　ならばライが選ぶのはシアだけだ。シアが選ばれれば、そこでライとアニスの関係は完全に終わってしまう。アニスが生き残ったところで、姉妹で妃と妾など外がい聞ぶんの悪いことを臣しん下かは許さない。

　──ライとシアは足あ搔がいているのだ。ライはアニスのために、シアはライのために。互いの想い人のために、最後の最後まで逃げ切ろうとしている。

　シアはそのことに気づいているのかいないのか、おかしそうに笑った。

「人ひと柄がらはモニカ姫がいいと思えたんだがな。やはりカゼルラの公爵家の姫では権けん威いが強すぎる」

「……直系ではありませんけど、一応うちの王家の遠とお縁えんですからね。カゼルラがモニカ様を送り出すとすれば正妃に、となるでしょう」

「アレクシス殿下も怖いし」

「はい、これは殿下がいなかったときにのみありうる話ですね」

　仮にライの妾にモニカを……などという話が来たら、カゼルラの王侯貴族国民の誰もが即そくお断りをするだろう。どう考えてもヴァルダンが滅ほろびる。

　笑えみを消したシアに、マーシュは尋ねた。

「どうしてあなたはアニス様を応援するんですか？」

　シアは質問されるのが意外という顔をした。

「どうしてって……。姉様とライ兄様に結婚して欲しいからに決まってる」

「このままいればあなたがライ様の花はな嫁よめになれるのに？」

　シアは柳りゆう眉びを逆さか立だてた。

「そんなこと望んでいない」

「なぜですか？　あなたはライ様のことが好きなのに」

　シアが束つかの間ま息を止めたのが分かった。それを打ち消すように語調が強くなる。

「変な想像するな。私は兄様のことは好きじゃない！」

「いいえ、俺はずっとあなたが何のためにカゼルラに逃げてきたのか考えてたんです。やっと分かった。あなたがライ様のことを好きだからだ」

「好きじゃない！」

「好きじゃないなら結婚してるんです。このままいればライ様は確実にあなたを選んでしまう。だからあなたは結婚を嫌がるふりをして逃げたんだ。ライ様のことが好きで、ライ様を想う方と結婚させてあげたいから」

「そんな気持ちじゃない！」

「いや、そういう気持ちなんです」

「しつこい！」

　椅子を蹴って立ち上がったシアは繊せん手しゆを振り上げた。

　パンッと小こ気き味みよい音がして、マーシュの頰に見事な平手打ちが入る。

「いたたた」

　力は強くないが、鋭するどい痛みにマーシュがよろめいた。

　当たってしまったことに驚いたのはシアの方だった。動どう揺ようのままに怒ど鳴なる。

「避よけろ！　なにを当たっている！」

「そんなめちゃくちゃな。避けるなんて普通の人はできないですよ。俺はそういう方面はさっぱりなんですから」

　頰を擦さするマーシュに、シアは拳こぶしを握って震える声で言った。

「……兄様のことは好きじゃない」

「まだ言いますか」

「……！」

　キッとシアが青い瞳でマーシュを睨みあげたとき、遠くから声が聞こえた。

「マーシュ！」

　見れば、モニカとローズがこちらへ向かってくる。

　まだモニカと話したくないのか、途端に逃げだそうとしたシアの腕をマーシュは素す早ばやく摑つかんだ。

「何をする！」

「どういう種類の好きなのか、ローズに聞いてみてください。あなたがライ様を想う気持ちはローズと同じだ」

「なに……！」

　うろたえたシアに、マーシュは言い聞かせる。

「ライ様に幸せになってもらいたい。とっても綺き麗れいでいい想いですね。好きではないと言うのなら、その感情が何なのかを知って、俺の言いたいことをよく考えてください」

　言うなり、シアの返答も聞かずに四阿を出た。




　シアが来ていると聞いて駆けつけたが、当の本人が逃げようとしたのを見てモニカはそれ以上四阿に近づくことを止めた。

　マーシュとシアがどんな話をしていたかまでは分からない。ただ、単純にアニスの交友関係を聞いていたわけではないことは分かった。

　シアだけを残してこちらに戻ってきたマーシュは、モニカが口を開くより早くローズに指示を出す。

「ローズ、君はシア様のお相手をして。モニカ様は俺が送るから」

「え、私がですか？」

　驚くローズに、理由を考えるよりも先にモニカは促した。

「いいよ、ローズ。行ってきて」

「は、はい、では……」

　ローズが途と惑まどいながらシアの元へ向かうと、マーシュはすぐに手を差し出してきた。

「行きましょう、モニカ様。アニス様と接触した姫については調べてくださるそうです」

「うん、それはいいけど」

　モニカは振り返りかけ、だが、結局止めた。

　四阿にいるシアが一度もモニカと目を合わせようとしなかったからだ。

「あんまり詮せん索さくされたくないんだね、レオは」

　ある程度の事情はディアから聞いているが、きっと、なぜ、どうして、だけでなく「驚いた」と言われるのも嫌なのだろう。

　並んで宮殿内に戻り、マーシュはちっちっと人差し指を振った。

「誤解しちゃダメですよ？　モニカ様に会いたくないわけじゃなくて、どういう顔をして会えばいいのか分からないんです。一言目に何を言えばいいのかも考えてしまうんでしょう」

　理解のある言葉に、モニカはマーシュとシアがよく行動を共ともにしていたことを思い出した。

「マーシュはいつレオのことに気づいたの？　最初の頃だって言ってたけど」

　よく四年越しに再会して分かったものだ。顔や体つきも変わるだろうし、現にロベルトは気づいていなかったのだから。

「俺も最初は分からなかったんですよ。てっきり従者で男だと思ってたし。でもなんとなく変だなーと思って」

　マーシュは思い出すように言った。

「従者として仕し草ぐさがたどたどしい。新人なのかなと思いましたけど、たまにディア様のことを呼び捨てにする。男なのに仕つかえている姫君であるディア様との距きよ離りがやけに近い。あとはミラ様と同じ感じがしたんですよ」

「私と？」

　モニカが目を瞬くと、マーシュは大おお袈げ裟さに両手を開いて肩をすくめた。

「ほら、男ってむさ苦しいじゃないですか。体は硬かたいしごついしでかいし髭ひげは生えるし。──だけどミラ様とレオ様はそういうことを感じさせない。エリオ様も華奢だけど、あの方はまだ少年らしい硬さがある。ミラ様とレオ様は、男のはずなのに雰ふん囲い気きが柔らかいんですよ」

　モニカは無言で聞いていた。

「たまにディア様とレオ様で引っ付いてるときがあるんですけど、それを見ても違い和わ感かんがないんです。男女ですよ？　普通に考えればおかしいと思いませんか？」

「──思う」

　だが、モニカだけでなくカゼルラ王宮の侍女や侍従も、ディアとレオが親しくするのを何とも思わずに見ていた。従者と姫なのに、まるで兄きよう妹だいを見るような目でしか見なかった。

（レオが男を感じさせなかったからだ）

　マーシュの話を聞いた後でならそう思える。

「なんか変だな、っていう気持ちが積もって考えてたら……ディア様がミゼリア城に来てすぐの頃、兄さんに告白して倒れたじゃないですか」

「うん、私とアレクが隠し部屋に閉じ込められた事件の時ね？」

「そうです。そのとき、レオ様が倒れたディア様を受け止めようとして受け止められなかったんですよ。それではっきり分かりました。あー、そうか女の人なんだって」

　モニカは絶句して立ち止まってしまった。

　つられて立ち止まったマーシュは苦笑した。

「そこからレオ様が誰なのか、するする解とけました。ディア様が一緒にいたのも思い出すきっかけになりましたし」

　背の高い優やさ男おとこと向き合い、モニカはしばし言葉をなくした。

（──なんて観察眼だろう）

　きっとこの人はモニカが思う以上に賢い。

「まあ、なんか事情があるんだろうなーと思いましたが」

　行きましょう、と手を引かれ、モニカは歩きだした。

「どうしてレオと喧嘩してたの？」

「喧嘩に見えましたか？」

「うーん、見えた」

　モニカは素直に答えた。

「ライ様のことを好きじゃないって言い張るから、自覚するように言いました」

「……ライ様のことが好き？　レオが？」

「そうですよ。だからライ様との結婚を嫌がってるんです」

　思わず頭の上に「？」を三つほど浮かべてしまった。

　そのはてなが見えたかのように、マーシュはおかしそうに笑った。

「俺はよく分かりますけどね。だからそれを、シア様自身にも分かってもらいたかったんです」

　そのために喧嘩をしていたのかと思うと不思議な気がして、モニカはマーシュを見上げた。

「珍しいね」

「珍しいですか？」

「珍しいよ。むきになるなんて」

「…………」

「どうして叱しかったの？」

「叱る……」

　マーシュはちょっと情けなさそうな顔をしたが、すぐに気を取り直して答えた。

「叱ったわけじゃなくて、恋なのかどうかを考えてくださいって言っただけですよ。……だって、あきらめも嫉しつ妬とも感じないなんて、なんか、そんな恋おかしいなーと思って……」

　仕方ない、とも許せない、とも思わず純じゆん粋すいに想い人の幸せを願うのは、恋という段階を通り過ぎているか、到とう達たつしていないかのどちらかだ。

「好きなくせに好きじゃないとか言って、恋でもないって……あ──、ちょっとどうして叱ったのか聞かれると、どう言ったらいいのか分かんないんですが」

「なるほど」

　眉み間けんにしわを寄せて唸うなるマーシュに、モニカは適した感情の名前を教えてあげた。

「マーシュは腹が立ったんだね」

　マーシュがぴたりと足を止めた。

　モニカはマーシュの空そら色いろの目が真ん丸になったのを見て、思わず笑った。これだけ賢い男がこんな簡単な単語が出てこずに頭を抱えているのがおかしかった。

（そうか、だからアレクはあんなにびっくりしてたんだ）

　モニカはアレクほどマーシュのことを理解していない。部屋にいれたり鍵を渡すという、シアを懐ふところに入れる行為がどれだけ特異か気づけなかった。

　マーシュはシアに苛いら立だちを感じているのだ。

　立ち尽くしてしまったマーシュを促し、モニカは柔らかく微笑んだ。

「レオのことはローズに任せてていいのかな？　じゃあアレクのところに戻る？」

　降こう参さん、というようにマーシュは眉を下げて笑った。

「ここで深く突っ込んでこないのがモニカ様ですよね」

「突っ込んだら否定するの？」

　──シアのことを好きなのか？　と聞いたら。

　マーシュは曖あい昧まいに笑おうとして、やめた。

「──しませんね」

　思いのほか、真ま面じ目めな顔で言った。
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　去って行ったモニカとマーシュを見送り、なんとなく置いて行かれたような気持ちでシアとローズは立ち尽くしていた。

「その……ミゼリア城ではすまなかった。私はあなたにもモニカ姫にも失礼なことを言ったから」

「まあ」

　話の糸いと口ぐちを摑むために昔のことを持ち出すと、ローズは緊きん張ちようを解いたように微笑んだ。

「私の方こそ。てっきり侍従だと思ってましたので……、あ、いえ！　侍従でも姫君の侍従と私みたいな平民の侍女では違いがありますけれど」

「身分差というのは私の一番嫌いな言葉だ。気にしなくていい」

　少し沈黙が流れ、シアは勇気を出して言った。

「君は……その、好きな異性とか、そういった人はいる……のか？」

「ええ!?」

　飛び上がるほど驚いた顔のローズに、シアは慌てて両手を振った。

「いいっ、いや！　いい！　いま言ったことは忘れてくれ！」

「は、はあ……。あの、好きな人はいません」

「そ、そうか……」

（あんの噓つきめ！）

　心の中でマーシュに悪あく態たいをつくためうつむいたシアの耳に、ためらいがちな声が聞こえた。

「恋、ではなくて……好きな人ならいますが」

「は？」

　混こん乱らんしたシアが顔を上げると、ローズは頰を染めて視線を逸らした。

「その方かたとどうこうなりたいというわけではありません。ただ見ていたいだけです。なんというか、その……。私、その方がその方の愛する方と一緒にいる時が一番好きなんです」

　シアは考えた。

「えー……。君の想う方には相そう思し相そう愛あいの女性がいる、と？」

「はい。私、そのお相手の女性が大好きで、その女性を大切にしているあの方だからこそ好きなんです。だからその女性以外を選ぶようなら大っ嫌いになります」

「──!!」

　目からうろこが落ちたような気がして、シアは思わずローズの手を取っていた。

「分かる！　何をよそ見してるんだと怒りたくなる！」

「そう！　そうなのです！　己おのれの価値を思い知るがいい、と思うのです！」

「そ、そこまでではないんだが……、でも分かる！」

「とにかく！」

　二人は声を揃えて叫んだ。

「他の人を好きになるようなら大っ嫌い!!」

　ぴたっと言葉が重なり、シアとローズは手を取り合ったままぴょんぴょんとその場で飛び跳ねた。

「まさにそれですわー！」

「私も！　私も同じ気持ちだ！」

　シアは確認するように声に出した。

「ライ兄様にはアニス姉様がいいんだ！　私を選ぶなんて、そんなのは私の好きなライ兄様じゃない。それにライ兄様が私に優しいのは、私がアニス姉様の妹だからだ。そんなことぐらい私は分かってる」

「ええ、私も心得ておりますわ。だって私、あの方のお優しい一面を好きなだけ。他の顔を見せられたら逃げたくなります。怒りや哀しみまで受け止められるほど、私その方のことを好きではありません」

「確かに！　理り不ふ尽じんに怒られたりしたら、そんなの兄様じゃないとか言ってしまいそうだ」

　興こう奮ふんのままにほぅっと息を吐はいたシアに、ローズは笑顔で尋ねた。

「ローレンシア様はカーライル殿下のどんなところがお好きですの？」

「うーん……姉様に頭が上がらないところかな。姉様は押しが強いから、結局ライ兄様に言うことを聞かせてしまうんだ」

「あら！　意外ですわ。お強い方なのですか？」

「強い。優しいけど強い。そんな姉様にほいほいとうまく動かされてしまう兄様が好きだ。君は？　ローズの好きな人はどんな方なんだ？」

「私の好きな方ですか？　そうですわね、最初はフォークで刺さしてやりたいほど嫌いだったのですが……あ、いえ、今のは聞かなかったことに。努力ですわね。あの方の努力を認めました」

　ローズはまるでその男を値ね踏ぶみするかのように鋭く目を細め、バラ園を見み据すえる。

「愛する方のために自己の欠点を見つめなおし、克こく服ふくしたのです。変わりましたわ、とても。まだまだなところもありますけど、お相手の女性の素晴らしさに近づきつつあります」

　とても上から目線な彼への評価だったが、素直なシアは感動した。

「そうか。一歩一歩進む男なんだな、君の想い人は」

「美しい花に付く虫のように執念深く、踏まれても立ち上がる雑草のように根性のある方ですわ」

「褒ほめ言葉と受け取ろう」

　お互い彼を好きな理由はろくでもなかったが、二人は顔を見合わせ含ふくみ笑いをする。

「恋じゃないな」

「恋ではありませんわ。ただ好きなんです」

　人に言えば「それも恋だ」と言われてしまうかもしれない。

　だが二人にとっては違った。他人が何と言おうと、これは恋ではないのだ。

「君と話せてよかった。これからもよろしく」

　公爵家の姫に手を差し出されローズは驚いたようだが、すぐに応こたえてくれた。

「嬉しゅうございますわ、シア様」

　心強い友ができたようで、シアは清々しい気持ちで庭園を望んだ。

「私達もいつか、違う人を好きになるんだろうか」

「あら。シア様はお美しいですもの、きっとすぐです。シア様のことをお好きになる男性なんてたくさんいらっしゃいますわ」

「まさか」

　シアはとんでもない、と首を振る。

　満まん面めんの笑顔で、ハッキリと言った。

「私は生まれてから一度も告白なんてされたことないからな！」
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「さて」

　その日の夜、再びライの部屋に集合した面々を見渡し、ウィトスはゆっくりと口を開いた。

「これでクルラードに残っている姫君と、レーム君を会わせることができたね」

　第二王女のロクサーナ、第四王女のラティーナ。

　ディアとは天蓋宮に戻ってすぐレームと対面してもらい、面めん識しきのなかった二人の姫とも接触することができた。

「先生、ロクサーナもアニス様が寝込む前に会ったことがあるそうです」

　レームを王女達に対面させるという使命を果たしたモニカは、報告をした。

「でも……ロクサーナはアニス様のこととは無関係に思えました」

　単なる主観だが、あのロクサーナがアニスに毒を飲ませたなど考えられない。モニカがロクサーナに対して抱いた印象は、「素直で裏表のない女性」だった。誰かを殺そうとしたり、毒を飲ませて平へい然ぜんとその女性について会話するなどできないだろう。

　ライは先ほど侍従から受け取った書類を読み切り、顔を上げた。

「天蓋宮の記録と地方の領りよう主しゆ、国こつ境きようの報告を見ても嫁に行った王女達は帰ってきていないな。密みつ入にゆう国こくしていれば話は別だが、まあありえない。本人達には念のために確認の手紙を送っているが、ほぼ確実にアニスとは接触なしと見ていいだろう」

　他国やヴァルダンの地方に嫁した姫君達の返事を待っていては遅い。ライは手っ取り早く国境や門の通過者を調べたようだ。

「シア様が言うにはセリディアーナ殿下の他に親交があるなら、やはりロクサーナ様になるそうです。ただ、神殿には通っていたそうで、会う可能性があるとすればラティーナ様だとか」

　マーシュの報告に、ライが唸った。

「アニスとラティーナなぁ。確かにシアとアニスは薬をもらいに神殿に通ってたから会うこともあったろうけど、何の話すんだか分からないんだよな。俺が側についてれば大たい抵ていの人とはしゃべるのに、アニスとだけは無理だったし……」

　モニカは少し意外だった。　

「ライ様、そんなにラティーナ様と仲が良かったんですか？」

「あー……まぁ、今じゃ嫌われてるけどな」

　ライは昔を懐なつかしむような顔をした。

「知っての通り、うちの姉妹の仲は壊かい滅めつ的てきだろ？　その中でラティーナは人一倍綺麗なくせにおとなしくて、子供の頃はよく気に掛けていたんだ。カルロと陛下が会うときはついてきてたから、本当に小さな頃からな。そのせいか俺には懐いてくれていた」

　ライはライなりに、長ちよう子しとして妹達に気を配っていたようだ。年の近い妹八人の仲が壊滅的とは、考えるだけでも気苦労が多そうな立場である。通常なら無関心を貫つらぬいてもおかしくないところだ。

「ですが魔導師長、王女達とアニス姫の繫つながりを調べてどうする気ですか？」

　しばらく無言で報告を聞いていたウィトスは、アレクの問いかけについと顔を上げた。

「そうだね……。その結論を出す前に、レーム君にも聞いてみようか」

　部屋の隅すみで絵本を読んでいたレームに手招きをする。

「おいで、レーム君。ここまで四人のお姫様に会ったね。どの姫君が一番気になった？」

「ラティーナ」

　即答だった。どこがどう気になるとも言わない、曖昧かつ抽ちゆう象しよう的てきな質問にレームは迷いもしなかった。

　ますます訝しむモニカ達に、ウィトスは厳おごそかに言った。

「アニス姫に毒を飲ませた人物は分かったよ」

「え？」

「なにっ！」

　ライは険けわしい顔で立ち上がったが、ウィトスは片手を上げてそれを制せいした。

「だがまだ憶おく測そくの段階だ。私が直接会ってみよう。……そのときにはきっと、確信が持てるはずだから」

　ライもモニカも、誰もそれ以上は踏み込めなかった。

　ウィトスの表情の中にあったのが興奮と、──紛まぎれもない恐きよう怖ふだったからだ。
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　エリオの回かい復ふくを待って開かれた歓かん迎げいの宴うたげは、モーリット公こう爵しやく令れい嬢じようマルキア主しゆ催さいのお茶会から始まった。

　天てん蓋がい宮きゆうを並んで歩きながら、モニカはまだ本調子ではないエリオを覗のぞき込む。

「エリオ、気分悪くなったらすぐ言ってよ？　今日は晩ばん餐さん会かいもあるし」

「だから、大丈夫だって言ってるだろ？　心配しすぎだ！」

　何度も同じことを聞かれ毛を逆さか立だてていたエリオだが、少し落ち着くと説得するような口く調ちようになった。

「サウル殿でん下かとゆっくりお話しするなら、こういう私し的てきなお茶会の方がいいんだ。ただでさえご挨あい拶さつが遅れているのにみんなに迷めい惑わく掛けられないよ」

「エリオ……！」

　モニカとリディがきゅんときて両手を組めば、背はい後ごから男泣きの声が聞こえた。

「おお、エリオ！　あんなに小さかったお前がこんなにも大きな男に……！」

「私の殿下……！　なんとご立りつ派ぱに！」

　なんだかんだで弟大事なアレクと、エリオ命なアーノルドが二人で目め頭がしらを熱くしている。

　それを見つめるエリオの視線はうんざりに冷れい気きを足したようなものだったが、廊ろう下かの先から聞こえた騒さわぎが皆の表情を即そく座ざに変えさせた。

　お茶会の会場となる部屋の扉とびらは大きく開かれ、貴き族ぞくや召めし使い達が大おお勢ぜい集まっている。彼らは一いち様ように緊きん張ちようした面おも持もちで、扉の前で言い争う一組の男女を見つめていた。

「最初から顔見せだけっていう約束だっただろう」

「サウル様！」

　女性の悲ひ鳴めいのような呼びかけに、モニカは緊張した。

（サウル殿下──！）

　女性の方に見覚えはないが、男性の方はヴァルダン王国王太子サウルだ。

　モニカはサウルとこの城の最上階である空中庭園で出会い、「君さえいなければ」という不ふ穏おんな言葉を投げかけられている。警けい戒かいしていたがそれ以降は何事もなく、今日が二度目の顔合わせになるはずだった。

　無意識にアレクに寄り添そうと、すぐに腰こしに腕うでが回る。

　力を込めて抱き寄せられ、驚おどろいて見上げると薄うす紫むらさきの瞳ひとみがわずかに微ほほ笑えんだ。

（……アレク！）

　怖おそれを感じ取って励はげましてくれたアレクに感謝し、モニカは落ち着いた気持ちでサウルを見つめた。

　ライとよく似た赤みのある茶色い髪と瞳。背はそれほど高くないし、彼の娘むすめ達のように神かみ憑がかり的な美び貌ぼうでもない。それなのに不思議と目を惹ひかれる。四十七歳にして三十歳前後の青年にしか見えない、恐おそろしいほど若々しい男だ。

　サウルは苛いら立だちを隠かくそうともせずに、腕に縋すがる女性の手を払はらう。

「僕は忙しいんだ。君の体面を守るためか知らないけれど、こんなところへいちいち連れ出さないでくれ」

「サウル様！　私はそんな……！」

　マルキア嬢じようです、とアレクに囁ささやかれモニカはうなずいた。身ごもっているとは思えないほどほっそりとした、気き位ぐらいの高さを思わせる女性はサウルの妾めかけであるモーリット公爵令嬢マルキアだ。

　青ざめたマルキアを無む視しして部屋を後にしたサウルは、だが、思い出したようにくるりと振ふり返った。

「あとさ、何を期待してるのか知らないけど次も女だから」

「え？」

　ぽかんとしたのはマルキアだけではない。

　モニカ達も含ふくめ騒ぎに見入っていた人々の前で、サウルはマルキアの腹ふく部ぶに向けて人差し指を突きつけた。

「子供」

　言葉の意味を理解した時には、サウルはすでに背を向けていた。

「サウル様！」

「サウル殿下！」

　呼びかけるマルキアや呆あつ気けにとられて見送る人々には目もくれず、モニカ達など存在しないかのように脇わきを通り過ぎていく。

　その後ろ姿を見て、エリオは忙せわしなくアレクに小声で告つげた。

「兄上、リディをお願いします。少し失礼します」

「エリオ！」

　リディが止めたが、アーノルドがさりげなく随ずい従じゆうし、二人はサウルを追って行く。

（エリオ！）

　モニカもとっさにエリオを追おうとしたが、すぐに強い力で引き戻された。振り返れば、アレクが真しん剣けんな顔でモニカの手を摑つかんでいる。

「アーノルドがついているなら大丈夫でしょう。何があってもエリオを守る」

　まだ心配そうな顔をするモニカを、アレクは睨にらむような強さで見み据すえた。

「あなたを公式の場以外でサウル殿下の元に行かせるわけにはいきません」

　モニカは言葉に詰つまった。

　サウルはモニカに愛人としての興きよう味みは持っていないだろう。だが不穏な言葉を投げかけられたことで、アレクはサウルを敵視していた。

「……うん」

　反はん論ろんできなくなり、モニカはおとなしくアレクに従したがった。




　エリオは足早にサウルの背中を追いかけた。

　婚約に反対しているだけあって、サウルは積極的にエリオと会おうとはしない。予定を調整しようと何度か会食や茶会の申し込みをしたが、全て理由をつけて断られていた。

　今日は願ってもない機会だったのだ。

「サウル殿下！」

　失礼にならない程度の位置まで追いつき、声をかける。側そばにいた従じゆう者しやがサウルを引き止めてくれたが、振り返った彼はとても不ふ機き嫌げんそうだった。

　怯ひるみかけたが、ここで逃にげては何のためにヴァルダンに来たのか分からない。

　勇気を出して、エリオは丁てい寧ねいに一礼した。

「初めてお目にかかります。カゼルラ王国サンテオーレ家のエリオットと申します」

　名前は覚えてくれているだろうか。娘達に関心がないことはエリオも聞き及およんでおり、若じやつ干かん不安だった。

「エリオット……？」

　どう見ても「初めて聞いた」という顔をされたが、エリオはめげずに繰くり返した。

「はい。ご挨拶が遅くなり申し訳ありません。カゼルラ王国のエリオットです」

　だが、サウルは突然叫さけんだ。

「カゼルラのエリオット王子！」

　不機嫌だった表情が輝かがやかしいほどに一いつ変ぺんし、エリオは思わず後あと退ずさる。その間を詰めるようにサウルは満まん面めんの笑えみでエリオの眼がん前ぜんに迫せまった。

「君がそうなんだ！　よく来てくれたね！」

「は、はい、あの」

「なんて良い出会いだろう！　僕は本当に運がいい！　ああ、もっと早く君に会いたかったよ！」

　意味不明の歓迎を示され、エリオは本能的に身を引いた。

「あの、申し訳ありません、体調を崩くずしてしまいご挨拶が遅くなって……」

「うん、分かるよ！　体が丈じよう夫ぶではなさそうだね！」

「あ、いえ、最近はそれほどでもないのですが」

　リディに相応ふさわしくないと思われてはいけない。急いで訂てい正せいしたが、サウルは上機嫌なままエリオの首くび筋すじに指先を当てた。

「血の巡めぐりが悪い。胸の病気なんだね」

　言い当てられ、驚いた。まるで医師か何かのようだ。

　サウルは鼻先が触ふれ合うような距きよ離りまで顔を突き出し、エリオと正面から目を合わせる。

「君がエリオット。リディの婚約者。カゼルラの第二王子」

　エリオは息すら止めて、サウルと見つめあった。

　サウルの赤茶色の瞳は第一王子カーライルと同じ色だ。

　だが雰ふん囲い気きは全く違う。ライの人間味を感じさせる温かさはどこにもなく、代わりに透とう過か率りつの高い氷のような美しさがあった。

　視線を合わせたまま、サウルは薄い唇くちびるを開いた。

「僕は馬ば鹿かなことをして遠回りしてしまったみたいだ。もっと早く君と会い、リディとの婚約を認めるべきだったんだね」

　礼も返事も謙けん遜そんも言いあぐねたエリオに、サウルはぱっと顔を離して笑った。声に出して笑いだしそうなほどの、これ以上ないような嬉うれしそうな笑顔だった。

　親しげにエリオの肩を抱き、歩き出す。

「素晴らしい出会いだ！　さあ僕の部屋においで、一緒にお茶をしよう。もちろん後ろの従者も一緒でいいよ！」

「あ、いえ！　その……」

　ありがたい申し出に迷ったが、ここでサウルの招待を受けるのはマルキアやリディに礼れい儀ぎがない。

「とても嬉しいのですが、リディを待たせているのでマルキア様のお茶会に戻らせて頂きたいと思います。今日はご挨拶だけしておきたかったので……」

「えー、残念。じゃあ明日とかどう？」

「は、はい……！　ぜひ。ありがとうございます！」

　挨拶を終え、そしてありがたいことに気に入られるところまで達たつ成せいできた。

　肩かたの荷が下りた気分で、エリオは笑顔になると謹つつしんで翌日の招待を受けた。
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　それから数日後、モニカは大だい神しん殿でんを訪れていた。

「で、結局リディもサウル殿下とお茶をして、エリオは気に入られたみたいなんだけどね」

　あのサウルに気に入られるというだけで不安が募つのるが、エリオが喜んでいるので水を差すわけにもいかない。

「ラティーナはサウル殿下とよくお話しする？」

　尋たずねれば、モニカの隣となりに腰を下ろしていたラティーナはゆるゆると首を振った。

「いいえ。私も、あの方の前に出るのはなんだか怖いの。物心ついたときにはもう遠くからお見かけするだけだったし、きっとこれからもお話しすることはないと思うわ」

「そっか……。ライ様とラティーナは仲が良かったんだよね？」

　何気なく聞くと、ラティーナの表情がかすかに強こわ張ばった。

「…………ええ、昔は。子供のときの私って本当に怖がりで……ろくに口を開くこともなかったの。でもお兄様だけは根気よく側にいて、お相手してくださったわ。明るくて、優しくて、強くて……どんな方でもお兄様を軽かろんじることは出来なかった」

　モニカは先日聞いたライの言葉を思い出していた。幼いときのラティーナがいかにライの庇ひ護ご下かにあったか、分かる気がしたのだ。

「じゃあ──」

　どうして今は──と言いかけ、モニカは寸すん前ぜんで言葉を変えた。

「アレクがライ様のこと好きなのもそのせいかな。性格が違うのに仲がいいんだ」

「そうね。アレクシス殿下はとても冷静そうな方だし、正反対に見えるわ」

　冷静─？　と大おお仰ぎように驚いて見せると、ラティーナはくすくすと笑う。

　表情をほころばせたラティーナを見つめ、モニカは内心胸をなでおろした。

（よかった……）

　なぜ今、ライから離れているのか──。それを尋ねることはできなかった。ラティーナの表情が無む機き物ぶつのように冷たくなったからだ。

　それはまるで、少しだけ開いていた扉がすっと閉ざされたような感覚だった。

（聞かれたくない……？）

　それでも踏み込むほど、自分とラティーナの間に信頼関係は築けていない。

　モニカは質問をやめにし、ラティーナの膝ひざの上に目をやった。二人は中庭の木こ陰かげに敷しき物ものを広げてお茶を飲んでいるのだが、ラティーナの膝にはレームがのんびりと首を載のせている。先ほどまで手ずから果くだ物ものをもらったりと、すっかり彼女に懐なついているようだ。

「ううっ、レームがラティーナに懐いてしまった……！　ちょっと寂さびしい！」

「まあ。そんなことはないわ。レームの一番好きな人はモニカよ。ねえ、レーム」

　呼ばれて、レームが青い目でラティーナを見上げる。

　ラティーナはしばし耳を傾かたむけ、優しく目を細めた。

「ふふ、そうよね。……私？　ええ、不思議でしょう？」

（え……!?）

　何なに気げなくレームとラティーナのやり取りを見ていたモニカは、硬こう直ちよくした。

（え？　え？　今のって……!?）

　ラティーナはレームからモニカに視線を戻し、表情を和やわらげる。

「モニカは特別な人なのですって。だからそんな心配しないでって言っているわ」

「ラ、ラティーナ……！」

　まさかと思い、モニカは息を吞のんだ。

「ひょっとして、レームの声聞こえてる!?」

「あ……！」

　ラティーナは我われに返ったように口くち許もとに白い指先を当てたが、やがてうなずいた。

「……ええ。あの、変に思わないでね？　今では珍めずらしいのだけど、昔の神しん官かんの中にはこういう不思議な力を持つ人がいたの。だから私は先せん祖ぞ返りではないかと言われたわ」

　がんっと頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきがあった。

（レームが話をしたってこういう意味だったのか！）

　なぜ最初にレームが報告してくれた時に気づかなかったのか。「元気がない、何かあった？」など、馬のレームが身振りだけでできる会話ではなかったのに。

「やっぱり……モニカも私を変だと思う……？」

「ま、まさか！　全然変じゃないよ！」

　ペンテレイアが第二の故こ郷きようであるモニカにとっては、特に驚くべき能力ではない。……のだが、やはりペンテレイアから遠く離れた場所で目まの当あたりにすると驚いてしまう。

　そんなモニカの心情には気づかず、ラティーナはほっと息を吐はいた。

「よかった……」

　はにかみながら、レームの額ひたいを撫なでる。

「他の動物たちはなんとなく考えが分かるだけなのだけど、レームの声はハッキリと人の言葉で聞こえるの。すごく不思議ね」

（それはレームが一いつ角かく獣じゆうだから！）

　恐おそらく理由はそれである。

　モニカの脳のう裏りに、ペンテレイアのシレナの森の番人であるドルチーノの姿が浮かんだ。かの老人も森の動物の声を聞ける魔ま導どう師しだった。

（ひょっとして、神官と魔導師って似た存在だったのかな……？）

　古代ペンテレイアは大陸全土を統一した魔ま道どう王国だ。末まつ裔えいがヴァルダンに残っていてもおかしくはない。

「ミラ！」

　神殿の中から声が聞こえ、モニカとラティーナは振り返った。

　中庭に続く小さな木の扉を潜くぐり、ウィトスとカルロ大神官がこちらに向かってくる。今日モニカと一緒に神殿を訪れていたのは、ライではなくウィトスだった。地方での仕事を終えたカルロ大神官が戻ったと聞いたからだ。

「ウィトス先生、もうお話は終わったんですか？」

「ああ。帰る前にラティーナ殿下にご挨拶をしたくてね」

　ウィトスは穏おだやかな声でそう言い、ラティーナの前に出る。

　ウィトスの後ろにいるカルロは、ラティーナの人見知りを心配してかどことなく不安そうだ。

「はじめまして、ラティーナ殿下」

　ウィトスは黒いローブに包まれた大きな体を折った。

　ラティーナは何も答えない。視線はウィトスに注そそがれているが、表情は強い警けい戒かいに強こわ張ばっていた。逃げなかったのは、ひとえにカルロとモニカが側にいたからだろう。

　黙ったままのラティーナに、ウィトスはゆっくりと言った。

「私はペンテレイア王国の魔導師でウィトスと言います。ある人に呼ばれ、オデリージ公爵家のアニス姫ひめを殺した毒どくを調べるためにヴァルダンに来ました」

（先生!?）

　ここで出す必要があるのか疑問な話に、モニカの方が途と惑まどった。

　──だが、その途惑いは振り返ったラティーナの顔を見た刹せつ那な、恐きよう怖ふへと変わった。

（────!?）

　ラティーナの白く透すき通るようだった頰ほおが青黒くなり、輪りん郭かくが肉を剝はぎ取ったかのように鋭するどく尖とがり出す──。その漆しつ黒こくの瞳がゆっくりと巡り、モニカを見据えた。

　お前が手引きをしたのか──！

　そう言わんばかりの恐おそろしい形ぎよう相そうだった。

　黒い瞳が憎ぞう悪おを感じさせる強さでぎょろりと飛び出て、色のない唇が戦慄わななく。怒いかりに歪ゆがんだ感情を、そのまま目に見えるように表したかのような表情だ。

　モニカはラティーナの顔から目を逸そらすことができなかった。

　錯さつ覚かくかと何度も目を瞬まばたいて見つめたが、清せい楚そで儚はかなげだった少女はもうどこにもいない。印象の全てが一変している。全身から放たれる神こう々ごうしい美しさも消え去り、そこにいたのはまるで黒衣のような靄もやにまとわりつかれた見たこともない女性だった。

　衝撃に立ちすくむモニカを置いて、ラティーナは身を翻ひるがえす。

　一言も発さずに、神殿の中へ駆かけ去って行った。

「……先生!?　いまの、ラティーナはいったい……！」

　何が起こったのか理解できずうろたえるモニカを制せいし、ウィトスは全身から大きな息を吐いた。

　呼こ吸きゆうを整えるかのように目を閉じ、そしてラティーナを追おうとしなかったカルロを振り返った。

「カルロ殿どの。あなたが知っていて私が知らないことがあり、私が知っていてあなたが知らないことがあります。後日またお話しさせて頂きますので、ラティーナ殿下が自じ決けつしないようにだけ気をつけて監かん視ししていてください」

　カルロは何も答えなかった。ウィトスを見てもいない。

　血の気けの失うせた白い顔からは汗が流れ、杖つえをつかずとも元気に見えた体は小こ刻きざみに震ふるえていた。
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　夜に紛まぎれて、静かなライの領りよう地ちの屋や敷しきに一台の馬車が停とまる。

　目立たない箱馬車から降りてきたのは、二人の令嬢と一人の侍じ女じよ、そして一人の青年だ。令嬢達の装よそおいは華はなやかに美しく、これから夜会に行くかのように見えた。

　召し使いの案内を受けて玄げん関かんに入ってきた客人に、出迎えたモニカは両腕を広げた。

「いらっしゃーい、ロクサーナ、シア、ルドルフ！」

　その両腕をぺしっとはたき、豪ごう奢しやなドレスのロクサーナは眉まゆを吊つり上げた。

「モニカ！　あたくしを使うってどういうことなの!?」

「ごめん、助かったよロクサーナ。ありがとう」

　ロクサーナの頰ほおに感謝のキスを贈おくり、背後に立つシアの手を取った。

「久しぶり、シア。ちゃんとここに来られてよかった」

「モニカ姫……」

　屈くつ託たくのないモニカにシアは途惑う。隣で、ロクサーナの部屋からシアに付き従ってきたローズが手荷物を掲かかげた。

「シア様、先にお荷物をお部屋に置いて参りますわ」

　ローズが去り、玄関から先に入ろうとしなかったルドルフは一礼した。

「ではモニカ姫、私と殿下はこのまま予定通り夜会へ行きますね」

「うん、ごめんね二人とも。全部話すことができなくて……」

　シアをこの屋敷に呼ぶために協力してもらったのに、事情を明かすことはできない。

　ロクサーナはふんっとそっぽを向いた。

「興味なくってよ。夜会の後はローレンシア姫もあたくしの離宮に滞たい在ざいするという予定だから、一週間後にもう一度ここに寄るわ」

「うん。本当にありがとう」

　ルドルフとロクサーナは離宮でモーリット公爵と密ひそかに会談することになっているのだ。

　数人の護ご衛えいに守られ去って行った馬車を見送り、モニカはまだ立ち尽つくしているシアを促うながして歩きだした。

「びっくりした？　ロクサーナから誘いが来て」

「……かなり」

「オデリージ公爵は、ロクサーナと私達に繫つながりはないと油ゆ断だんしてると思って。お誘いが続いてるから疑われるかとも思ったけど、出てこられてよかったよ」

「誘いは毎日どこかしらから来るから、連続になるのは気にしなくていい。ただ、ロクサーナ殿下からは驚いた。……ローズが招待状を届けに来たのでなければ、私は断っていただろう。あなたとロクサーナ殿下がこれほど仲が良いと知っていれば、父も止めたはずだ」

　賭かけに近かったが、モニカはロクサーナの使者と一緒にローズをオデリージ家に遣つかわせたのだ。文面に迂う闊かつなことは書けないし、シアも信用できるライの側そつ近きんとなるとオデリージ公爵家の者も気づく。だが、ローズならオデリージ家の使用人とほぼ面めん識しきがない。

　ようやく以前のように話し始めてくれたシアに、モニカは微笑んだ。

「本当はディアも呼んであげたかったんだけど、今日はちょっと難しくて」

「──姉様に毒を飲ませた犯人が分かったというのは本当か？」

　呼び出しと予定はロクサーナに任まかせ、ローズには状況説明をお願いしてきた。すでに今日の集合の目的は聞いたのだろう、シアはずっと険しい顔をしている。

　モニカは答えず、居間の扉を開けた。

「シア！」

　中にいたライが立ち上がる。他に部屋にいたのはアレク、マーシュ、ウィトスだけだ。

「ライ兄様！　姉様に毒を飲ませた犯人が分かったって……！」

　駆け寄ってきたシアを受け止め、ライは無言で向かいに座していた人物を手で示した。

　ウィトスはゆっくりと立ち上がり、シアに向けて礼をする。

「はじめまして、ローレンシア姫。私はペンテレイア王国の魔導師、ウィトス。カーライル殿下に呼ばれて来た者だ」

「…………あなたが！　ディアからも話は聞いている。初めまして、ローレンシアだ」

　挨拶を交わし席に着くと、ウィトスは集まった面々に視線を巡らせ口を開いた。

「まず、私は毒を飲ませた人物と魔道を掛けた人物は同一だと思っている」

　アレクは重おも々おもしくうなずいた。

「そうでしょうね。アニス姫の体力をこれほど落とそうと思うなら、毒は定期的に飲ませないといけない。なのに身近にそんな真ま似ねができるような人物がいないとなれば」

　本当ならその場で死んでいたはずなのに、魔道で引き延のばされていたということだ。猛もう毒どくを与え、別人がその間ま際ぎわに魔道を掛けるのはかなり難しい。

「それは一体誰なんだ？」

　気の急せいているシアの言葉に、ライもアレクもマーシュもモニカも黙り込んだ。

　一同はまだ犯人が誰なのか聞いていない。だが今までのウィトスの行動を見て、各おの々おの予想はしていた。

　ウィトスはシアを見つめ、真剣な顔で言った。

「ローレンシア姫。君はラティーナ殿下を美しいと思っているかい？」

「は？」

　シアは青い目を瞬く。

　質問の意味を捉とらえきれないうちに、ウィトスはアレクに目を向けた。

「アレクシス殿下は美しいと思っている」

「そうですね。ヴァルダン王家の姉し妹まいの中では一番でしょう」

「人間離れしているかい？　他の姉妹と比べて」

　アレクは少し迷い、いいえ、と言った。

「人間離れしていますが、それを言うならあの姉妹は全員ですね。ラティーナ姫は確かに美しいですが、そこから大きく離れているかといえばそうでもありません」

「では、カーライル殿下はどう思っている？」

「……綺き麗れいだと思っている。人ではありえない美貌だし、他の妹達でも比べようがないほどだ。今まで見た女性の中でラティーナを抜ぬく美しさは見たことがない」

「何が美しいものか！　あの女ほど醜みにくい者はいない！」

　シアは吐き捨てるように答えた。

「私にはなぜあの女が美しいと言われるのか分からない。それならリディやディアの方がとてつもなく美しいし、アニス姉様の方が綺麗だ。誰も彼も目がおかしい！」

「ふむ」

　ウィトスは一つ息をついた。

「ローレンシア姫はラティーナ殿下を美しくないと思っている。アレクシス殿下は綺麗だが、他の姉妹も十分に美しいと思っている。カーライル殿下はこの世のものと思えないほど、誰も及びもつかないほどラティーナ殿下を美しいと思っている」

「………………」

　シアもアレクもライも、誰もが口を閉ざした。

「人の審しん美び眼がんはいろいろだ。心や好このみに左右されるからね。だけど圧あつ倒とう的てきな美は違う。私はヴァルダンの姫君は皆、その圧倒的な美に属ぞくすると思っているよ。彼女達を好みではないと言う人はいても、美しくないと言う人はいない」

「ではなんだ？　私がおかしいのか」

　ふてくされたようなシアの言葉に、ウィトスは首を横に振った。

「彼女はね、自分が好かれたいと思う人には自分を美しく、嫌きらいな人には醜く見せることができるんだ。────魅み了りよう、という魔道だ」

　部屋の中が静まり返った。

　誰もが息をすることも忘れて聞き入っている。ライの顔からは血の気が引いていた。

「綺麗に見せたいと思い、綺麗に見せる、美お味いしいものを食べさせたいと思うと、美味しくなる。彼女は無意識のうちに意志の力で物質を変化させ、または変化したように見せてしまうんだ。ミラ、君の感じたラティーナ殿下の印象を語ってくれ」

「はい……」

　モニカはごくりと息を吞んだ。

「私は最初アレクの婚約者としてラティーナと出会い、次にアニス姫のことを調べるために来たウィトス先生の知り合いとして会いました」

　あのとき──。目の前で起こった容よう貌ぼうの変化に、モニカは皮ひ膚ふが粟あわ立だつのを感じた。

「────彼女は……私の見ている前で顔が変わったんです」

　眉、目、鼻、口、輪郭、個々の配置は何も変わっていないのに、全体の印象だけが劇的に変わった。

　儚く、内気な少女から、敵対心も露あらわな怒れる鬼き女じよへ──。

　それは同一人物とは思えないほどの、凄すさまじい変化だった。

「即そく死しさせるような毒を、意志の力で止めてしまう人物など彼女をおいて他にない」

　ウィトスは興こう奮ふんと恐怖を抑おさえるように声を震わせた。

「──彼女は恐るべき力を持った魔導師だ……！」
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「噓うそだ!!」

　間かん髪はつを容いれず、ライは叫さけんでいた。

「ラティーナが魔ま道どうの力を持ち、アニスに毒どくを飲ませただと!?　そんなこと……！」

　カチャリ、と居い間まの扉とびらの開く音がする。

　細い隙すき間まをすり抜ぬけるように一同の前へ現れた少女を見て、ライは愕がく然ぜんとした。

「──ラティーナ……！」

　白い、質しつ素そなドレスのラティーナがカルロに連れられ部屋に入ってくる。足取りは幽ゆう鬼きのようにふわふわと頼たよりなく、その漆しつ黒こくの瞳ひとみは虚うつろだった。

　ラティーナの青白い頰ほおが動き、色の消えた唇くちびるが小さく開く。

「申し訳ありませんでした」

　聞き取れないほどの弱々しい声が、その口から漏もれた。

「アニス様を殺したのは、私です」

「貴き様さま……っ！」

　手を振ふり上げたシアを止めたのは、マーシュだった。

「何をする！　離せ!!」

　しかしマーシュは離さなかった。無言のまま、もがくシアの腕うでを摑つかんでいる。

「離せ！　兄様！　ライ兄様！」

　シアは悲ひ鳴めいのように叫んだ。まだ立ち尽つくしているライを正気に返らせるように、懸けん命めいに呼びかける。

「どうして！　どうして、兄様？　どうして怒おこらないんだ？　この女が姉様を殺そうとしたのに！」

　ウィトスはシアを制せいしながら、ラティーナとの間に入った。

「ローレンシア姫ひめ、あなたの怒いかりはもっともだ。だがアニス姫がまだ生きているのは、やはりラティーナ殿でん下かの力でもある」

「詭き弁べんだ!!　それで殺そうとした事実がなくなるのか!?　助かったとしても姉様の二年半の時間は消えた！」

　だが二人のやり取りに驚いたのは、ラティーナとカルロの方だった。ここ数日でやつれた感のあるカルロは、シアとウィトスを交こう互ごに見つめる。

「ローレンシア姫、魔ま導どう師し長ちよう殿どの。アニス姫が助かったとか、二年半の時間とはいったい何の話ですか？」

「なにをいまさら……！　毒を飲ませたのはお前達のくせに！」

　シアの叫びに、ウィトスは息を詰つめて話を聞いているラティーナに目を向けた。

「聞いた通りだ、ラティーナ殿下。アニス姫は死んではいない」

　カルロが瞠どう目もくし、ラティーナも弾はじかれたように顔を上げた。

「…………死んで……いない？」

　恐おそる恐る繰くり返したラティーナに、ウィトスはうなずいた。

「そう、死んでいない。葬そう儀ぎは行われたが生きているんだ。あなたがどんな毒薬を飲ませたかは分からないが、アニス姫はまだ命を繫つないでいる」

「なぜ姉様に毒など飲ませた！」

　遮さえぎるように叫ばれたシアの詰きつ問もんは、誰もが知りたかったことだろう。

　ラティーナは怯おびえながら、シアから逃にげるように身を引く。

「五年前、よく神しん殿でんに来ていたエドム伯はく爵しやくのご令れい嬢じように……。……私がアニス様のことを好きではないと言うと、自分もだと言って薬をくれたのです。少し具合が悪くなるだけだと言って」

　エドム伯爵──。昨年オデリージ公こう爵しやくの告こく発はつによって領りよう地ちと爵しやく位いを剝はく奪だつされた伯爵だ。

「寝込んでしまえばいいと思ったのです……！　まさかお亡なくなりになるなんて思わなかった!!」

　五年前ならラティーナは十二歳だ。猛もう毒どくを手渡したのがエドム伯の令嬢だったと知り、モニカは戦せん慄りつした。画かく策さくしたのは当然令嬢ではなくエドム伯爵だろうが、子供を使って毒を手渡し、飲ませるなど常じよう軌きを逸いつしている。

　ウィトスは納なつ得とくしたように眉まゆ根ねを開いた。

「なるほど。死ぬなという意志ではなく、寝込んでしまえという命令だったのか。カルロ殿はこのことを？」

「……存じておりました。この子の様子がおかしくなって、事情を聞いたのです。はじめはただの偶ぐう然ぜんだと思いました。定期的に飲ませているわけでもないのに、徐じよ々じよに体力を奪うばえる毒などありはしないのですから」

「カルロ。お前は、この話を信じたのか……？」

　今まで微び動どうだにしなかったライが初めて反応した。カルロは沈ちん痛つうな面おも持もちで答えた。

「半年前、アニス様の葬儀の折にオデリージ公爵が私とラティーナの元を訪れたのです。アニス様がお亡くなりになったのは、ラティーナが〝シアンカート〟という毒薬を飲ませたからだと。エドム伯爵がそう白はく状じようしたというのです。エドム伯はご息そく女じよをライ様の婚約者にしたいと望んでおられた。そこでご息女を使って毒を渡し、直接手を下すのはラティーナに任まかせようとしたのです」

　神殿で暮らすラティーナに侍じ女じよはつかず、王女であっても基本的に身の回りのことは自分でする。エドム伯爵は毒見役のいない場所でアニスに毒を飲ませ、さらにその罪つみを押し付けるのにラティーナが最適だと思ったのだろう。

「私はその話をしたオデリージ公爵にありえないと言いました。シアンカートは猛毒です。何年も経たってから効果が出るはずがない。しかしラティーナは信じたようで……」

　ふむ、とウィトスは思し案あんした。

「ラティーナ殿下、あなたはその薬がシアンカートだと知っていたのかい？」

「いいえ！」

　ラティーナは激はげしくかぶりを振った。

「誓ちかって、知りませんでした。はじめは……アニス様が具合を悪くされたことも知らなかったのです。結局何の効果もなかったのだと安心して……！　でもそれからしばらくして、エドム伯のお嬢様が私の元にきて、私を責せめたのです……」

　まるでエドム伯の娘むすめが目の前にいるかのように、ラティーナの漆黒の瞳が慄おののいた。

「──なぜ薬を飲ませなかったのだ、と」

　ラティーナは考えたのだろう。

　自分は確かに薬を飲ませた。それなのに、なぜエドム伯の令嬢はラティーナがアニスに薬を飲ませていないと思ったのか。なぜ、ハッキリと断定して責めるのか。

「私の『飲ませた』という言葉は、ついに信じて頂けませんでした。アニス様に飲ませたお薬は、本当は即そつ効こう性せいのある物だったのではないか？　そう思った私は自分で薬を調べました。色と香りと粘ねん度どしか手掛かりはありませんでしたが、該がい当とうする物を探したのです。そしてオデリージ公爵様が神殿に来られたとき……、私はもう疑いませんでした」

　飲ませた薬は、猛毒のシアンカートだと──。

「……父はあなた方に何を言った？」

　突然、怖ろしいほど静かになったシアに問われ、困こん惑わくしたラティーナは口を閉ざした。

　先ほどまで激げつ高こうに紅こう潮ちようしていたシアの頰は、今は青白く変わっている。

「飲ませたものが本当に作用したかはどうでもいい。大事なのは、あなたとエドム伯がアニス姉様を殺そうとした事実だ。父は……あの男は誰かを脅おどす以外にそんな話を持ち出したりしない。何を言われた？」

　答えたのはカルロだった。

「アニスは毒で死んだ。エドム伯の証しよう言げんがあればラティーナ殿下を人殺しとして捕つかまえることができる。これは王家と神殿双そう方ほうにとってよくないことだ。だからこの秘密は自分一人の胸に収め、記き録ろくも処しよ分ぶんする。その代わり──カーライル殿下とローレンシア姫の結婚を認めろと」

　意味が分からず眉をひそめるライとシアに、カルロ大神官は嚙かみ砕くだいて要点を述のべた。

「あなた方を、宣せん誓せいなしで結婚させるのです」

「──────!!」

　シアの体がぐらりと揺ゆらいだ。

「シア様！」

　とっさにマーシュが抱きかかえたが、シアは震ふるえながらうめいた。

「だから……！　だからあの男は姉様を殺さないといけなかったのか……！」

　なぜ生きながら墓はかに埋うめたのか。

　シアとライを結婚させるために、大だい神しん官かんの弱みを握にぎる必要があったからだ。

　話を聞いていたライは、ゆっくりとラティーナに視線を合わせた。

「ラティーナ。俺の質問に答えてくれ。──なぜアニスにその薬を飲ませた」

　それは先ほどシアがした質問の繰り返しだ。

　しかし、ラティーナはいま初めて問われたかのようにはっとした。

「五年前、俺がアニスと婚約したことは関係してるか……？」

「いいえ……！」

　震える唇がそれ以上何も答えないのを見ると、ライは静かな声で言った。

「──俺が、原因だったのか？」

「いいえ、違う……！」

　ラティーナがその先に何かを叫ぼうとした。だが、それは声にならず、部屋は静まったままだった。

「ここまでにしよう。事情は一通り分かったね」

　ウィトスはラティーナの表情を見て、ライとの間に立った。

「カーライル殿下、ローレンシア姫。思うところはあるだろうが、一度ラティーナ殿下にアニス姫を任せてもらえないだろうか？」

「馬ば鹿かなことを言うな!!」

　シアは即そく座ざに叫んだ。憎ぞう悪おを込めてラティーナを睨にらみ付ける。

「お前を姉様の側そばに寄らせるなんて私が許さない！　出て行け！　すぐにだ!!」

　当たり前の反応だろう。シアがそう思わないはずがない。大切な人を殺そうとした人物と同じ場所にいて、同じ空気を吸すうだけで我が慢まんならないはずだ。

　ウィトスもうなずいた。

「ローレンシア姫、あなたがそう言うのは当然のことだ。ただ、これだけは分かってほしい。アニス姫にもう猶ゆう予よはなく、治なおせるのはラティーナ殿下をおいて他にいない。ここで殿下を拒きよ絶ぜつすれば、アニス姫のために打つ手はなくなってしまう」

「それなら私の見ている前でやれ！　この女が姉様を殺さないように、私が側にいる!!」

「いいや、ローレンシア姫。あなただけは来てはいけない。あなたがラティーナ殿下を監かん視しすることによってアニス姫の命は尽つきるだろう」

「なに!?」

　シアは衝しよう撃げきに身を震わせた。

　ウィトスは話の間じっと黙もくしていた二人に手て招まねきする。

「アレクシス殿下、ミラ。君達が一緒にアニス姫の寝室に来てくれ」

　呼ばれるとは思わず、アレクとモニカは驚おどろいて顔を見合わせた。この先は関係者だけで話し合った方がいいと思い、ずっと部屋を出る機会をうかがっていたのだ。

「君達は中立だ。監視がいるというなら君達にお願いしよう」

「でも先生……」

「いいや、かまわない。行ってくれ、モニカ、アレク」

　許可を出したのはライだった。小さく息を吐はき、シアの手を取る。

「シア。俺はアニスがどれだけ危険な状態で、どれだけ打つ手がないかよく分かっているつもりだ」

「そんなこと私だって……！」

「悪い。そうだな、お前も分かってるな」

　泣き出しそうに顔を歪ゆがめたシアの髪を撫なで、ライは息を吸い込んだ。

「……俺は、ペンテレイアに行くことになったとき、決めたんだ。アニスが死ぬまでに、できることは全てする。少しでも可能性があるならそれに縋すがって、絶対に後こう悔かいしないようにアニスの最さい期ごを看み取とろうって。──それが、アニスの墓を掘ほり返した俺の償つぐないだ」

「──！」

　シアは息を詰めてライを見守った。

「あんなことにつき合わせて……怖こわい思いをさせて悪かった」

　ライはそう囁ささやくと、シアの手を離しウィトスに向き直った。

「魔導師長殿、後を頼たのむ。ラティーナ、アニスを診みてやってくれ」

　うつむいたままの、ラティーナの体がびくりと震えた。
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　ライは、そんなラティーナを見つめ、静かな声で言った。

「──俺に、お前を許させてくれ」

　今はまだ許すことはできない。

　だが、許そうと努つとめるライの心からの言葉だった。

　ウィトスは安あん堵どしたように大きく息を吐いた。

「ありがとう、カーライル殿下。マーシュ君、カルロ殿とローレンシア姫を頼むよ」

「了りよう解かいです」

　マーシュが敬けい礼れいし、アレクとモニカはウィトスに連れられて長い廊ろう下かを進んだ。

　誰も追ってくる様子はなく、居間からも人が去って行く気け配はいがする。

　ウィトスはアニスの寝室の扉を開き、感かん嘆たんのため息をついた。

「驚いた。カーライル殿下は見かけからは想像もつかないほど落ち着いた人だね。アニス姫とラティーナ殿下の対面が許されないなら、時間を置くしかないと覚かく悟ごしていたんだが」

　アレクとモニカは何も答えなかった。

　ラティーナの前でライの話をするのが憚はばかられたからであり、また、アニスの時間がないことを確認するのは、ラティーナに罪を突き付ける気がしたからだ。

「ラティーナ殿下、こっちへ」

　ウィトスは横たわるアニスの前にラティーナを誘う。

「──！」

　掛かけ布ぬのをのけ、横たわるアニスの姿を見たラティーナは短い悲鳴を上げた。

　細い肢し体たいがふらりとよろめき、モニカはとっさに背を支える。

「ラティーナ！　しっかりして！」

「あ……っ！」

　意識を失いかけたラティーナはすぐさま気を取り戻したが、顔面は蒼そう白はくだった。椅い子すに座らせたが、自分の体を抱くように小さくなったまま震える。

　ウィトスは椅子の側に身を屈かがめ、落ち着いた声で言った。

「ラティーナ殿下。これからあなたにしてもらいたいのは、アニス姫に薬を飲ませることだけだ。普通の栄えい養よう剤ざいだよ。ただ飲ませるときに、体が元気になるように願いを込めて飲ませ続けてほしい。時間はかかるだろうが、あなたの掛けた『寝込め』という命令を『回復しろ』という命令で覆くつがえし、解毒が可能になる体力まで戻すんだ」

「無理です。できない……！」

　ラティーナはうつむきながら首を振った。

「だって、魔道とは心のままに効果が出てしまうのでしょう？　私にはできません……！」

　声が震える。か細い両手で口くち許もとを覆おおい、漆黒の目を見開いた。

「怖い……！　今度こそ……今度こそアニス様の死を願ってしまうかもしれない！」

「ラティーナ」

　ウィトスは敬けい称しようを付けずに呼びかけた。椅子の正面に膝をつき、優しくラティーナの両手を取る。

「聞きなさい、ラティーナ。君の力でアニス姫は生き延のびた。それを忘れてはいけない」

「いいえ、毒を飲ませたのは事実です」

「君は毒だと知らなかった」

「体に悪いものだとは知っていました」

「だが死ねとは思わなかった」

「起き上がれないほど寝込めばいいと願った。だって、死なれては私が穢けがれる！」

　ラティーナはヒュッと音を立てて息を吞のんだ。その言葉で初めて自分の気持ちに気づいたかのように、涙の流れ落ちる顔を上げる。

「──そうです、私は汚きたない人間だから。アニス様が死ぬと私が悪わる者ものになるから。だからアニス様が死なないように願っただけなのです」

　モニカは悲鳴を上げかけ、寸すん前ぜんで堪こらえた。

　ラティーナの周りに黒い靄もやが見えたのだ。薄い煙けむりのように、彼女の全身にまとわりつき囲んでいく。

　モニカだけに見えているわけではない。アレクも確実に靄を目で追っている。

「ラティーナ！」

　何も言えることがなくて、だが、モニカは叫んだ。このままではいけない。白いドレスが黒こく衣いのように見えてしまう前に、ラティーナの思し考こうを止めないといけない。

（でも……！）

　そんなふうに思わないで、とは言えない。しっかりして、頑がん張ばって、大丈夫だよ──。

　どんな言葉も薄っぺらく不適当で、ラティーナの靄を取り去ることはできないと感じた。

　ウィトスの顔にも一瞬だけ焦あせりの色が走ったが、さすがにそれをラティーナにぶつけるような人物ではない。ローブの袖そでで優しくラティーナの頰を拭ぬぐい、穏おだやかに語りかけた。

「ラティーナ。魔道は意志の力、言葉はその最さいたるものだ。人は言葉にすることで気持ちを制せい御ぎよするが、魔導師として力を持つ君はそれを形として顕けん現げんさせてしまう。まずは考えることを止め、深しん呼こ吸きゆうしなさい」

　ラティーナは言われた通り素直に、しゃくりあげながらも大きく息を吸い、吐く。

　瘦やせた胸に手の平を当て、呼吸を整える。

　その姿を見て、アレクがふいにつぶやいた。

「姫。私も、あなたと同じことを考えました」

　ラティーナは途と惑まどいながらアレクを見上げた。

　アレクはラティーナの傍かたわらに静かにひざまずく。

「あなたはライが大好きだったんですね。本当に。でもそれは恋ではないとわかっていて……ただ好きなだけで、結婚できないことも恋人になれないこともちゃんと知っている。だけど、他の誰かのものになるのを見るのは嫌いやだ」

　ラティーナの涙が止まった。驚きよう愕がくのままにアレクを見つめる。

「私は子供の頃、モニカを振り向かせようといろいろな物を奪いました。私のものにならないのなら、誰のものにもならないように、友人も場所も時間も奪った。でも全然満たされなかったし、幸せではなかった。モニカの気持ちも私からどんどん離れた。そしてモニカが目の前から消えて、やっと、自分のしたことは間違いだったと知ったんです」

　アレクは自じ戒かいの気持ちを込めて微ほほ笑えんだ。

「いま大人になって、モニカのことを第一に考え、与えて、彼女が自由であるように努めたとき、初めて自分が満たされ、幸せなことに気づきました」

　与えることは、奪うことよりもはるかに自分を富とませる。

　アレクは真まっ直すぐにラティーナと目を合わせた。

「ライのことが好きなら、奪ってはいけないし、縛しばってはいけない。逆に与えることや放すことが、あなたとライを近づける」

「……！　アレクシス殿下……」

　泣き止んだラティーナの肩に、モニカは励はげますように手を置いた。

「ラティーナ。私はラティーナが誰かの死を願うような女の子には見えないよ」

　いざその時になれば、ラティーナはきっとアニスが生きるように願うだろう。

　見上げられ、モニカは言い聞かせるように笑った。

「じゃなきゃ、レームはあんなに懐なつかないよ？」

「モニカ……」

　呼吸はすでに落ち着いている。ウィトスは優しさの滲にじむ声で、もう一度問うた。

「ラティーナ。少しでもアニス姫に生きていてもらいたいと思えるかい？」

「……私は……」

　迷うラティーナに、ウィトスは心を込めて告げる。

「言葉は意志の力だ。君は口にしたその通りのことをできる」

「私は……」

　ラティーナは寝しん台だいに眠るアニスを見つめた。

「アニス様に生きてほしい、です」

　黒い瞳が涙で潤うるみ、星を浮かべた夜空のように密ひそやかな光を宿した。

「──お兄様のために」

　いつの間にか靄は消えていた。

　ラティーナの周囲は澄すんだ気配に満ち、ウィトスは微笑みながら立ち上がる。

「心を制御できる人間などいない。君はとても優しい女性だ。そのまま素直にアニス姫が生きることを願いなさい。誰の声も聞かなくていい。私の言うことだけを信じるんだ」

　ウィトスはラティーナの手を取り、立ち上がらせた。

「──私を信じなさい。君は人の死を願わない優しい女性だ」

　それは一種の暗示だった。

　意志の力が強い分、大きく左右される。

　アニスの枕まくら元もとに立ったラティーナに、ウィトスはグラスを差し出す。アニスの意識がないいま、口移しになるが、ラティーナは意を決して薬を口に含ふくんだ。

　ウィトスの助けを借りて、アニスに薬を飲み込ませる。

「アニス様……！」

　ラティーナの呼びかけに、アニスのまぶたが少しだけ震えた。

　その変化は、側で見ていたアレクやモニカにも感じられるほどハッキリとしたものだった。かすかだった呼吸が強さを持ち、整うのが分かる。

「アニス様」

　安堵のためにへたり込んだラティーナの目から、涙がこぼれた。

「──本当に、申し訳ありませんでした……」




　モニカに呼ばれ寝室に入ったシアとライは、まっしぐらに寝台に駆かけ寄った。

「アニス！」

「姉様！」

　アニスはまだ目も開いていないし、意識もない。

　それでも確かに生せい気きの違いは感じられたのだろう、二人のアニスを呼ぶ声が涙で滲んだ。

「もう心配いらないよ。ラティーナは思った以上の力を発はつ揮きしてくれた。アニス姫は必ず元気になるだろう」

　励はげますようなウィトスの言葉に、ライは目を赤くしたまま深く頭を下げた。

「魔導師長殿。ありがとう、あなたのところへ行って本当によかった……！　ありがとう」

「治す手立てがあってよかったよ。カーライル殿下、あなたやローレンシア姫の意志の力がアニス姫を救ったんだ」

　遠い異国へ薬や医者を探すために奔ほん走そうし、最後は到とう底てい許すことのできない人物の手に大切な人を委ゆだねた。助けたいという強い意志がなければできないことだ。

　ウィトスは一人涙を拭うカルロに目を向けた。

「カルロ殿。アニス姫を全快させるには時間が必要だ。ラティーナをペンテレイアへ同行させてもらってもかまわないだろうか？　ラティーナにはアニス姫を治すことと共に、彼女自身のために魔道を学ぶ必要がある」

　ラティーナの力は野放しにしていいものではない。魔導師として顕現してしまっている以上、制御せずに放出し続ければ危険なことも起こるだろう。

「ラティーナ。私と一緒にペンテレイアに来なさい。アニス姫に君の力は必要不ふ可か欠けつだし、君は意志の力を制御できるようにならないといけない」

　ウィトスは優しく微笑んだ。

「私が指導しよう。あなたはペンテレイアの歴史に名を残すような魔導師になる。アニス姫以外にも、あなたに救われる人は大おお勢ぜいいるだろう」

　ラティーナはうなずく祖そ父ふとウィトスに目を向けていたが、やがて頭を下げた。

「魔導師長様……。よろしくお願い致します。──お兄様、ローレンシア様。申し訳ありませんでした。どれだけ言葉を尽くしても、お二人やオデリージ家の皆様には償いきれません。この先はアニス様のお体の回かい復ふくに尽くし、改めて謝しや罪ざいを申し上げたいと思います」

　無言のまま聞いているライとシアに、もう一度頭を下げる。

「私は必ず、お兄様とローレンシア様にアニス様をお返し致します」

　ラティーナは涙に震えていたが、一言一言、自身に言い聞かせるように言葉にした。




　アニスをラティーナ達に任せ、アレクとライ、マーシュは別室に移った。ソファにも座らず、ライは扉を閉めた途と端たん深く頭を下げる。

「アレク、ありがとな」

「私は何もしていない。お前の努力だろう」

「いいや、俺だってお祖じ父い様さまから話を聞かなければペンテレイアに行こうとは思わなかった。それにお前とモニカがいたから、すんなりペンテレイアに入ることができたんだ」

「……ベルナルド陛へい下かがペンテレイアの話を？」

　アレクが訝いぶかると、ライは打ち消すように「いや」と手を振った。

「とにかく、よかった。俺は明日にも天てん蓋がい宮きゆうに戻らないといけないんだが、アレクも伯お父じ上うえの城で夜会があるんだろう？」

　露ろ骨こつに話を変えられたが、アレクは不ふ承しよう不ぶ承しよううなずいた。アレクとモニカは公こう務むとして、ライの領地より東に進んだオデリージ公爵領りように招かれている。領地の視し察さつも兼かねているので、夜会の当日に行けばいいというわけではない。明日にも出なければいけないだろう。

　ライはアレクとマーシュを見つめ表情を引き締しめた。

「それで、シアのことなんだが……。アニスと一緒にペンテレイアに向かわせてくれないか？　俺も実際に滞たい在ざいしてよく分かったが、本当に平和な国だ。二人をかくまうのにこれ以上の国はない」

「まあ、カゼルラが前に構かまえてますからね」

　マーシュも同意する。

　カゼルラは大国だけあって入国審しん査さもそれなりに厳きびしく、他国の大だい貴き族ぞくや軍隊が理由もなく通り抜ぬけられる国ではない。ライはそこまであてにしていないだろうが、オデリージ公爵がシアを追ってカゼルラに入れば、すぐペンテレイアに連絡することもできるのだ。

　黙って考え込んでいたアレクは、すっと薄うす紫むらさきの瞳を細めた。

「ペンテレイアが一番安全だろうが、レオとして性別を偽いつわって逃げても居場所を突き止められたほどだ。いずれオデリージ公爵には見つかると思っておいた方がいい。それならいっそ、ローレンシア姫を価値のない者にした方がいいんじゃないか？」

「え!?」

　ぎょっとしたマーシュとライを見て、アレクは訂てい正せいした。

「いや、要するにローレンシア姫をお前の妃きさきにできないように結婚させてしまえばいい」

「誰とですか」

　すかさず挟はさまれた鋭するどい声に目を向ければ、笑顔のマーシュがアレクを見ていた。

「偽ぎ装そう結婚ということですか？　それでも相手は考えた方がいいでしょ」

「誰でもいいだろう。どうせ偽装だ。私とライで選ぶ」

「あのシア様が納得しますかね。いくら偽装でも好きでもない男と結婚なんて」

「姫ならきっと納得してくれる。いや、私が納得させる」

「殿下が納得させる？　殿下、あの方の性格分かってますか？」

「やけに絡からむな。お前に何か関係あるのか？」

「お、おい、俺の意見も……」

「黙ってろ、ライ！」

「俺はライ様のために言ってんですよ!?　あなたの大事な従妹いとこがわけのわからん男と結婚なんて嫌じゃないですか!?」

　二人がかりで怒ど鳴なられ、シアの正当な婚約者であるライはすごすごと引き下がる。

　大声を出したことで箍たがが外れたのか、アレクとマーシュは真まっ向こうから睨み合った。

「さっきからなんなんだお前は！　そんなに文もん句くを言うならお前が結婚しろ！」

「できるわけないでしょーが、そんなの！」

「なぜできない!?　お前は先に考えすぎだ！　できるかできないかまずはやってみろ！」

「俺は領地なしの貧びん乏ぼう男だん爵しやく家け、それも次男なんですよ!?　結婚したってその後どうやってシア様守れって言うんですか!?」

　やっと出た本音に、アレクはマーシュの胸むな倉ぐらを摑むと引き寄せた。

「お前、モニカにあきらめも嫉しつ妬とも感じないなら恋じゃないと言ったらしいな」

　マーシュが言葉に詰まる。アレクは襟えりを摑む手に力を込めた。

「じゃあ今のお前はなんだ!?　ローレンシア姫に対して行動を起こせないなら怒るな！姫が誰と結婚しても黙って見てろ！　口出しするな！」

　完全に吞まれたマーシュに向かって、アレクは叩たたきつけるように叫んだ。

「黙ってられないなら、動け!!」

「────！」

　二人は瞬まばたきもせずに見つめ合っていたが、やがてマーシュが先に視線を逸そらした。

「……俺に大たい公こう家けのお姫様連れて逃げろって言うんですか？」

　オデリージ公爵は簡単に出し抜ける男ではない。どこへ逃げても突き止められるだろうし、連れて逃げる相手は生活能力に溢あふれたモニカでもディアでもなく、世せ間けん知しらずの姫君であるシアなのだ。

　部屋に沈ちん黙もくが落ち、ふいにライの笑い声が聞こえた。アレクはムッとして目を向ける。

「……なんだ？　ライ」

「いやいや。従じゆう者しや思いだと思って」

　笑いを嚙み殺しながら言われ、アレクはふてくされたようにマーシュの襟から手を放した。そして、おもむろに口を開く。

「要するに、ローレンシア姫の相手がお前だと思われなければいいんだ。それならいい案がある。成功するかどうかは分からないが」

　マーシュとライが同時に顔を上げると、苦く渋じゆうの決断を迫せまられたかのようにアレクの顔が歪んだ。

「──ただ、レームの命が危険に晒さらされる」

「なんだと!?」

「殿下、それはモニカ様が許さないんじゃ……」

　いや、とアレクは二人の抗こう議ぎを手で制した。

「今までそんな必要もなかったし、発想もなかった。というか、しようと思う方がおかしい。だが逆に考えればできるのかもしれない」

「もったいぶりますねー」

「いいから早く言え！　どんな案だ？」

「モニカはカゼルラ人だ」

　いきなり真顔で始まった周しゆう知ちの事実に、ライとマーシュは「はぁ」とうなずく。

「まあ、そうだが？」

「そうですね。カゼルラ人です」

「モニカはペンテレイアの魔導師でもなく、特別な力を持たない愛らしく可か憐れんな史上最高の美少女だ。いや、もうすぐ十八歳、美女といってもいいだろう」

「おい、それ返事がいるのか？」

「俺は否ひ定ていはしませんよ。モニカ様は可憐な美女ですね、ハイ」

　アレクは真っ直ぐにマーシュを見み据すえた。

「そのモニカにできるんだ。お前にもできるかもしれない」

「モニカ様にできて俺にも…………？」

「……純じゆん潔けつの乙女おとめじゃない時点で失敗するかもしれないが、レームは一いつ角かく獣じゆうとして異例だ。もしかすると成功するかもしれない」

　眉をひそめて考えていたマーシュは、弾かれたように顔を上げた。

「殿下、まさかあれを俺にもやってみろと……!?」

　アレクはゆっくりとうなずいた。

「幸いにも今は魔導師長が側にいる。あとはお前のやる気次し第だいだ」

「なんだ？　どうした？　別人になれんのか？」

　いまいち話の分からないライに、アレクは心の中でレームに詫わびながら力を込めてうなずいた。

「試してみる価値はある──！」
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　それから数日後。ヴァルダン王国筆ひつ頭とう公爵であるオデリージ大公家では、盛せい大だいな夜会が開かれていた。

　王おう都とクルラードの屋敷ではなくオデリージ公爵領の城で行われた宴うたげの主しゆ賓ひんは、カゼルラ王国の王太子とその婚約者だ。宴は三日間続き、カゼルラと繫がりを持ちたい人々が大勢集まり、オデリージ家の城は大変な賑にぎわいを見せていた。

　挨あい拶さつを済ませ、ようやく人々から解放されたモニカはバルコニーに出た。公爵が一人で出ていくのを見たからだ。

　従者を遠ざけ、一人で欄らん干かんの前に立つ公爵にモニカも一人で近づいた。

「こんばんは、オデリージ公爵閣かつ下か。素敵な夜会ですね」

「……モニカ姫か」

　モニカは微笑んだ。城に招かれ五日ほど過ごしたが、公爵と二人だけでゆっくり話す時間などなかったのだ。この機を逃のがしてはいけない。

「お話しできて嬉うれしいです。明後日あさつてにはシアとも会えるんですね」

　ロクサーナの離宮に招かれている……という設定のシアは、明後日このオデリージ家に戻ってくる。夜会には出ないだろうが、会わせてもらえることになっていた。

「公爵様が天蓋宮にお帰りになった日以来ですから、楽しみです」

「素直に戻ればいいが。あれがロクサーナ殿下と夜会に行くというから、逃げるのではないかと思って後をつけたが途と中ちゆうでまかれましたよ。予想通り何か企たくらんでいるらしい。ロクサーナ殿下の離宮からはシアも一緒にいるという返事がきましたが、どこまで本当だか」

「まあ……！」

　この場合「まあ」以外に何を答えればいいのか、モニカは内心冷や汗をかいた。なぜこんなぶっちゃけた話をモニカにするのか。

　かくまわれている場所を知っているだけに、何を言っても噓くさい気がする。しかし黙っているのも変なので無ぶ難なんな言葉を絞しぼり出した。

「ロクサーナ殿下が仰おつしやるなら本当でしょう。きっと明後日はお帰りになります」

　動どう揺ようを隠かくしてにっこりと微笑むが、オデリージ公爵は視線を逸らさない。

　シアよりも灰色がかった青い瞳はなんの感情もなく、ただじっとモニカを見つめている。

　逸らしたら負けだ！　と踏ふん張ばったがどうにも笑顔がひきつる。

（これは、どうすれば……っ！　目を逸らして扇おうぎとか開いた方が自然!?）

　無言の圧力だ。もしやロクサーナを使ったのがモニカであるとか、実はライがアニスをかくまっていることや、シアがライの領地の屋敷にいることなど何もかも知っているのではないかと思えてくる。

　内心どころか本当に冷や汗が出てきたとき、公爵はふっと息を吐いた。

「アレクシス殿下はかなり暴あばれたそうだな。気き性しようが激しいのは知っていたが」

「え？」

　うっかり素すで返事をしてしまい、コホンと咳せき払ばらいをした。

「私達が天蓋宮に入ったときのことでしょうか？　暴れたというわけでもないのですが……」

　モニカが暗あん殺さつ者しやに斬きられかけたときのことだろう。

　アレクは剣けんを抜いていないし、動いたのも一歩二歩だ。暴れたという表現は違うような気もするが、そう噂うわさになってしまうのも仕方がない気もした。

「あなた方が本当に想い合っているという、いい演出になっただろう」

　演出？　と目を瞬くモニカに、公爵は少し笑った。

「アレクシス殿下がリディではなくあなたを選んだことで、カゼルラとヴァルダンの間に戦いくさが起こると考える貴族がいる」

「まさか！　アレクはヴァルダンを軽かろんじたわけではありません。私を選んだのはアレク個人の感情からです」

　政治的な事情など皆かい無むだ。

　しかしオデリージ公爵は笑えみを消した。しばらくモニカの言葉を待つが、何も言わないと見ると露骨に叱しかるような顔になった。

「あなたは本当に王おう妃ひになる人間か？　あなたと殿下個人がどう思っているかなど、我われ々われの知ったことではない。あるのは殿下がヴァルダンの王女ではなく、自国の将しよう軍ぐんの娘を選んだという事実だ」

　あっ、と思い当たった時には背はい後ごから腰に腕が回っていた。ぐいと抱き寄せられる。

　いつの間にかアレクが後ろに立っていた。

「公爵。私はロスターの娘だからモニカを選んだわけではない。その噂をしている貴族達は、今のカゼルラが人ひと質じちに頼たよる国かどうかも分からなくなっているのか？」

「人質!?」

　アレクが何を言っているのか分からず反応すると、公爵はますます呆あきれた顔をした。

「モニカ姫、こういう場で分からないことを素直に分からないと言ってはいけない。自分で何の話をしているか察さつせられるまで黙っていなさい。侮あなどられるばかりか、私が敵方なら利用する」

「す、すみません！」

　教育的指し導どうまで頂いてしまった。

　若じやつ干かん腕の力を緩ゆるめたアレクは、優しく説明してくれた。

「モニカ。将軍の娘や血けつ縁えんの女性は王家にとってとても大切なんですよ。軍事を束たばねる人物の近きん親しん者しやは妻や側そく室しつ、養子にして、そのまま人質にもできる。主おもに政情が不安定な時代に王位についた王や、地方に軍ぐん事じ力りよくが分ぶん散さんされていて王位を狙ねらわれそうな王、臣しん下かの忠ちゆう誠せい心しんが薄い王がこの手を取ります。ヴァルダンで噂している貴族達は人質とまではいかなくても、カゼルラが王家と軍の繫がりを密みつ接せつにしたと考えたのでしょう」

「──！　なるほど！」

「だから、私とあなた……いえ、私とロスターの関係に亀き裂れつが入った時、父は恐れたんですよ。軍の統とう率そつ者しやの心が離れるのは、王家にとって一番危き惧ぐすべき事じ態たいです。子供だった私はそんなことも考えずあなたを追いまわしていましたが、今ではロスターの思し慮りよに助けられたと思っています。あの人はあれだけあなたを愛しながら、軍人としての立場を忘れなかった」

　公こう私しを混同しないのは当然のことと思われるが、実際には難しいことだ。自分の娘を襲おそった男に忠誠を誓えるかを考えると、やはりロスターは立りつ派ぱだったと言わざるを得えない。

　アレクの懇こん切せつ丁てい寧ねいな説明を聞いていたオデリージ公爵は、もう叱る気力もなくしたようだ。ぐったりしながら頭に手を当てている。

「……モニカ姫にもお分かり頂けたか？」

「はい、勉強になりました。ありがとうございます」

　モニカが真剣な顔で頭を下げると、オデリージ公爵はバルコニーの欄干にもたれ盛大にため息をついた。

「素直すぎる」

　一言言い捨て、バルコニーから出て行こうとした。

「待ってください、公爵様！」

　迷ったが、モニカはオデリージ公爵に深い考えはない人物だと思われている。どうせそう思われているなら、と開き直って切り出した。

「なぜアニス様をお墓に入れたのですか？」

　公爵は唇を引き結んだまま何も言わなかったが、すぐに答えなかったのは動揺しているという証しよう拠こだろう。

「私、先ほど公爵夫人とお話しさせて頂いたんです。夫人はアニス様のことを後悔されていて、ご自分を責めておられました」

　夫人はシアと同じ、白金プラチナの髪と青い瞳の穏やかな女性だった。やつれ、瘦せ細っていたが、その優しさや微笑みがモニカに元気だったころのアニスの姿を教えてくれた。

「自分の心が弱いばかりに、アニスを見ていられなかった。もう見たくないと願ってしまった。私の体調や心までがアニスの姿に耐たえられなくなり、だから夫は娘の命を終わらせることにしたのだ、と仰っていました。……公爵様はアニス様をお墓に入れてしまうことに反対されていたんですよね？」

　きっと、ライと同じぐらい手を尽くしただろう。

　夫人の悔かい恨こんを目まの当あたりにしたモニカは、アニスが生きていることを告げたくなった。

　だがまだその時ではなく、モニカが口にしていいことでもない。そう思って、夫人を励ますにとどめたのだ。

　公爵は平へい静せいを取り戻したのか、モニカにアニスのことを話したのが誰かを聞こうともせず、皮ひ肉にくな笑いを浮かべた。

「好こう都つ合ごうだったよ。あの子は体が弱かったから、最初からシアを婚約者にしたいと思っていた」

「ではなぜそうしなかったのですか」

「シアが結婚の宣誓を拒きよ否ひするからだ」

「そうでしょうか？　アニス様はあなたに、ライ様の婚約者をシアにしてはどうかと言ったことがあるそうですね。むしろアニス様は最初からそのつもりで、ライ様もそれを知っていたと夫人は仰っていました。だけど、あなたがアニス様に婚約者の座を降りることを許さなかった、と」

　ロクサーナは、オデリージ公爵がアニスを大たい層そう可愛かわいがっていたと言っていた。

　それほど正せい妃ひの座が大事ならシアの説得ぐらいするし、もっと早くにアニスを見捨てればよかったのだ。

　公爵は無言でモニカを見つめる。

　モニカも見つめ返した。

　公爵の本心が知りたかった。本人の口から言葉が欲しかったのだ。

　──本当に政治のことだけを考えてアニスを墓に入れたのか。

　見つめあい、モニカは心の中で問いかける。

　やがて、視線は公爵の方から逸らされた。

「……本当に、できることはもう尽きていたのかと私も後悔するよ」

「……！」

　その言葉だけで十分だった。

「……ありがとうございました！」

　頭を下げたモニカを一度だけ見て、公爵は無言のまま広間の明かりの中へ戻って行った。

　その背中を見送り、モニカはほっと息をついた。

「よかった……。本心かどうかは分からないけど……」

　モニカの欲しい言葉を先読みして言っただけかもしれない。

　だがアレクは、優しくモニカを抱き締めた。

「いいえ、本心ですよ。あれは、あなたの心があの人に言わせた本当の言葉だ」

「気持ちが通じたのかな？」

「ええ」

　アレクは笑った。

「公爵は、あなたになら言ってもいいと思ったんでしょう」





[image: ]






　寝室の扉を出た途端、シアはぎょっとした。

　あまりの驚かれ具合に、外で待っていたマーシュの眉が下がる。

「失礼な。そんなに俺の顔を見て驚かなくても」

「驚くに決まってる！　アレクシス殿下について私の家に行ったんじゃなかったのか!?」

「いえいえ、残らせて頂きました。あなたに同行しようと思いまして」

「供ともなんていらないぞ、私は」

「ロクサーナ殿下がお待ちですよ。もう出ないと、明後日の夜会に間に合わなくなります」

「夜会には出ない！　帰るだけだ！」

　そうは言っても、足を動かそうとしない。

　後ろ髪を引かれるようなシアに、マーシュは優しく言った。

「心配ですか？　ラティーナ殿下に任せて離れるのが」

「当たり前だろう」

「ウィトス様とレーム君がついています。大丈夫ですよ」

　穏やかな声に、シアは少し肩かたを落とした。

「……知ってる……。心配だが……ラティーナ殿下を疑ってはいない」

　あれから一週間。アニスは目に見えて状態が良くなった。

　まだ話したりはできないが、ちゃんと目を開け、意識がはっきりしていることを自分で示している。記き憶おくもあるようで、ライやシアと意思の疎そ通つうもできていた。

　ライが天蓋宮に戻ったあと、残されたシアとラティーナはまだ一言も言葉を交わしていない。だが今はアニスの回復が第一と判断しているらしく、シアが大声で罵ののしったり一方的に攻こう撃げきすることはなかった。

「……姉様は、父様は悪くないって言ってた」

「え、もう話せたんですか？」

「違う。私が父上のことを言ったら、姉様がちょっとだけど首を振ったんだ。そうじゃないって顔して」

　シアは潤んだ目でマーシュを見上げた。

「父上が、私とライ兄様を結婚させる以外に姉様を殺す理由はあるのか？」

「……俺が何を言っても推すい測そくにしかならないですね。お父上ご本人か、アニス様に聞くのが一番ですよ。アニス様が元気になったら聞いてみてください。いや、必ず聞いた方がいいでしょう」

　アニスは父母の心情を理解していたのではないか。

　そうマーシュは思った。苦しませて申し訳ないと、父母に悲しみを与える自分自身に苦く痛つうを感じていたのかもしれない。

「姉様を墓から出したとき、──怖かった」

　シアは自身の両手を見つめた。

「あのとき、なぜ怖いと思ったのか兄様に言われてやっと分かった。魔道だと知った今は、墓から出して本当に良かったと思っている。だがこれが魔道というからくりもなく、本当に治る可能性のない病やまいだったら……。私はライ兄様にもうやめようと言ったかもしれない」

　アニスを無理やり生かすことが正しいのか。

　もう眠らせてあげた方がよかったのではないか。

「……シア様」

　自然と腕が伸びそうになり、マーシュは自じ制せいした。うつむいたシアのつむじを見つめる。

「結婚しませんか？」

「はっ!?」

　ぎょっとして顔を上げたシアに、マーシュは真剣な顔をした。

「皆で相談していたんです。アニス様が元気になるまであなたは逃げた方がいい。でもオデリージ公爵から逃げるなら、あなたが結婚してしまうのが一番早いんじゃないかって。もちろん完全な偽装結婚ですよ」

　面めん食くらっていたシアだが、意味を理解し鼻で笑った。

「いい案だが誰とだ。君か？　父は君みたいな男はひねりつぶすぞ」

「それは困りますねー。まあ、俺では顔が知られすぎているので、別の方をご用意いたします。その方と宣誓をして逃げてください」

「いつ紹介してくれるんだ？」

「当日。すぐに分かるはずです。あなたのよく知る方ですよ」

「……知る男なら父に追われるぞ」

「お父上は知らない方です。俺にお任せください。ただ、ヴァルダンの法では五年間離り婚こんできないと聞いていますが、その間だけ我慢できますか？　あなたを脅したり無む体たいなことをする者ではありませんが」

　しばらく考えていたシアだが、多少元気になった様子で顔を上げた。

「分かった。相手は誰でもかまわない。君が選んだんだろう？」

　マーシュを見上げ、にっこりと微笑んだ。

「君を信じる」

「…………！」

　思わず、息が止まった。

　シアは照れたように目を逸らすと、マーシュの脇わきを通り過ぎていく。

「君やモニカ姫、アレクシス殿下には世話になったからな。大丈夫だろう。ロクサーナ殿下は部屋か？　もう出るか……らっ！」

　気がつけば、マーシュはシアの腕を摑つかんでいた。

　突然引き止められ、歩みを止めたシアは不思議そうに顔を上げる。

「どうした？」

「──いえ」

　マーシュは動どう揺ようを抑え、静かに手を離した。

　二の腕を摑んだのに、自分の手がすっかり回ってしまうことに今更ながら心臓がはねる。

　衝しよう動どうで動いてしまった自分が無む性しように腹立たしくて、マーシュは誤ご魔ま化かすように大きく息を吐はいた。

「偽装結婚して逃げて、その後はどうする気ですか？」

　表情だけでシアが何も考えていないことが分かったが、マーシュは返事を待つ。

「それは……考えてない。だが」

「どうにかなる？　あなた本当にお姫様ですね。誰かを頼ればいいと思ってる。頼れなくてもどうにかなると思ってる。甘いですね」

「なんだと!?」

　あまりに幼おさない。さすが社しや交こう界かいにも出なかった箱入りの公爵令嬢だ。

「ローズと話をしてくれましたか？」

　ゆっくりと回り込み、怒り出したシアの行く先をさりげなく塞ふさぐ。鈍どん感かんなりに不ふ穏おんな空気を感じ取ったのか、シアはわずかに後あと退ずさった。警けい戒かいしながらうなずく。

「話はした。確かに私はライ兄様が好きなんだと思う。でもそれは姉様がいてこそで」

「……それはいいです。俺の言いたいことが分かりましたか？」

「言いたいこと？」

　シアは海色の目を瞬く。

「兄様のことをどう思ってるのか、か？」

　はああああぁ……とこれ見よがしにため息をつけば、シアは眦まなじりを吊つり上げた。

「言いたいことがあるならハッキリ言え！」

「ハッキリ言わないと駄だ目めなんですか!?」

「なぜわざわざ遠まわしにする！　男らしくないぞ！」

「叶かなえるつもりのない恋なら、もっと周りを見てくださいって言ったんですよ！」

「はあ!?」

「だから！」

　マーシュはシアの真正面に立った。

「こっち向いてくださいっつってんですよ!!　なんで分からないんですか!?」

「は…………!?」

　シアは目を見開いたまま固まった。

　言葉を頭の中でなぞり、やがて真まっ赤かになった。

「ぜ、全然分からない！　君の思考回路はわけが分からない!!」

「あなたが鈍にぶいんですよ!!」

「君が回りくどいんだ!!」

「じゃあハッキリ言いますよ！」

　頭をかきむしりたくなったが堪えてマーシュは叫んだ。

「俺は、あなたのことが好きだって言ってるんです!!」

　なぜここまで言わないと分からないのか──！

　苦労したが、シアはようやく全てを理解してくれたようだ。一定の距きよ離りを保たもちこちらの動どう向こうを窺いながら、怯えた表情でじりじりと後こう退たいしていく。

「み、身み分ぶん違いの姫って……！」

「間違ってますか？」

「ど、ど、どうこうならない相手だって！」

「俺はあきらめが早い男ですけどね、手が届きそうになれば伸ばすぐらいはする！」

「恋愛に一生懸命になる性格じゃないって言ったじゃないか！」

「言いましたよ、言いましたけどね……！」

　細い腕を摑んで抱き寄せた。

「──相手による！」

　簡単に倒れ込んだシアを抱きすくめ、片手で顎あごを捕とらえて上向かせる。

「……ち……っ!!」

　唇が近づくのを感じたシアは思いっきり仰のけ反ぞり──。

「近寄るな────────っ!!」

　体たい勢せいを戻した反はん動どうで、勢いきおいよく相手の額ひたいに額を打ち付けた。

「いだっ!!」

「君なんか！」

　頭突きを受けて仰け反ったマーシュの腹めがけ、固く握った拳こぶしが迫せまる。

「大っっ嫌きらいだ────っっ!!」

「ゴフゥッ!!」

　どたんと音を立てて倒れると、すぐさまアニスの部屋の扉が小さく開いた。ラティーナがびくびく震えながら顔を出す。

「ど、どうかなさったのですか……？」

　シアはぜえぜえと肩で息をしながら、転がったマーシュに指を突き付けた。

「この男は置いて行く！　私は今から家に戻るから姉様を頼むぞ!!　ロクサーナ殿下ー！　どこだ、ロクサーナ殿下!?　早く！　今すぐここを出よう!!」

　狂くるったように叫びながら走り去るシアを見送り、マーシュは這はいつくばったままうめいた。

「で……っ、殿下に、は助言でき、た、の……に……………………ぐふっ」

　腹も目もぐるぐる回って、ばったりと廊下に倒れ伏ふした。

　頭を縦たてに並べて見学していたレーム、ラティーナ、ウィトスは恐る恐る凶きよう行こうの現場に近づく。意識の薄れたマーシュの耳に、それはそうだよ、というウィトスの声が聞こえた。

　自分の恋は上う手まくいかないものなのだ。
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　天てん蓋がい宮きゆう、六階にあるライの部屋は、今夜の舞ぶ踏とう会かいに向けて上を下への大おお騒さわぎだった。

　貴き族ぞくは皆、オデリージ家のローレンシア姫ひめが戻ってきたことを知っている。またカゼルラの第二王子とリディの出席する宴うたげに、婚約を反対している王太子サウルがお出ましになるということで、更さらに注目されていた。

　広いライの部屋では、普段は優ゆう雅がな女じよ官かん達が慌あわただしく行ったり来たりしている。

「早く、靴くつの寸すん法ぽうを先に見ないと！」

「ドレス到とう着ちやくしました！」

「髪結いの女官はまだなの？　誰か呼んできなさい！」　

　男性であるライに支し度たくはそれほどない。なのになぜ忙しいかというと、ライが今朝になって突然今日のパートナーだという女性を連れてきたからだ。

　女性は正せい装そうのドレスを一着も持っていないと言う。そのため髪かみ飾かざりや靴、装そう飾しよく品ひんに至いたるまで手配しなければならなくなり、女官達はてんやわんやになってしまった。

　なんとか必要品を揃そろえ、女性を着替えに入らせたライの女官長はこめかみを揉もみながら部屋から出てきた。居間のソファでは部屋の主あるじがのんきに脚を組んで座っている。

「殿でん下か」

　怖こわい顔の女官長に呼ばれ、ライはそそくさと組んでいた脚を戻した。

「おー。どうだった、ばあや？　なんとか間に合いそうか？」

「殿下……！」

　ますます顔が怖くなり、立ち上がったライは乳う母ばでもある女官長の頰ほおにキスを贈おくった。片目を閉じて手を合わせる。

「ごめん。これで最後だ」

「まったく……。今度はどちらのお嬢じよう様さまですか」

「モーリット公こう爵しやく縁ゆかりの令れい嬢じようだ。な、公爵？」

　ライが向かいに座っていた細ほそ面おもての紳しん士しを指差せば、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔でモーリット公爵がうなずく。

「私の祖そ父ふの姉の義あ兄にの姪めいの娘むすめです。城の舞踏会に参加してみたいと今朝いきなり押しかけられたのです。女官長殿どののお手を煩わずらわせ、大変申し訳ありません」

「俺からも謝るよ、ばあや。ごめん。だから綺き麗れいにしてやってくれよ。美人だろ？」

　女官長は着替え部屋を振ふり返り、しぶしぶ同意する。

「まあ、それは……。ですが今日はローレンシア様のお相手ではないのですか？」

「それもあるさ。シアは公爵と来るから、途と中ちゆうで交代する」

「…………ライ様」

「ごめん。な？」

　呆あきれ果てた女官長は、ため息をつきつつ着替え部屋に戻って行った。

　それを見送り、ライは公爵の隣となりに移動する。

「やー、参った参った。ドレスってすぐに合わないもんなんだな。マルキア嬢に礼を言っておいてくれ」

　ディアやリディ、シアやアニスの手持ちのドレスでは今日のパートナーの寸法が合わせづらく、一番手直しが少なかったのがマルキアだったのだ。

「今日はドレスだけじゃなく後ろ盾だても使わせてもらうぞ。架か空くうだがな」　

「カーライル殿下」

「まーまー、これで貸し借りなしだ。面めん倒どうなことにはさせないから、仲良くやってこうぜ？　どうせオデリージ公爵にロクサーナとルドルフの婚約を頼たのむんだろ？」

「……今となってはそうするしかありませんから」

「昨日の敵は今日の友ってな！」

　機き嫌げんよく肩かたを組まれ、モーリット公爵はますます苦にがい顔つきになる。

「さすがに今日、オデリージ公爵にその話を出す気はありませんよ」

「そりゃそうだ。なんせ今日は恨うらまれる役だからな」

　頼むぜと肩を叩たたかれ、モーリット公爵は聞かせる気がないような声でつぶやいた。

「あなたは大物だ」

　そしてふと振り返り、艶あでやかに部屋から登場した美女に目を向ける。

「ところで、あの女性は一体どなたなのですか」

　ライはニッと笑ったきり何も答えなかった。
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　天蓋宮二階の大広間では、その日、珍めずらしい人物が姿を現した。

　法ほう衣い姿すがたのカルロ大だい神しん官かんだ。純じゆん白ぱくの足まで届く長ちよう衣いの上に、深しん紅くの布に金の刺し繡しゆうで飾られた祭さい服ふくを重ね、頭には大神官位を表す白しら絹ぎぬの冠かんむりを被かぶっている。

　高位の聖せい職しよく者しやとしての権けん威いを表す錫しやく杖じようを持ち、王族の席に近い場所へ恭うやうやしく案内されていく姿を見て、貴族達は密ひそやかに言葉を交わした。

「珍しい、大神官様が舞踏会にご出席とは」

「カーライル殿下がお呼びになったそうだ。オデリージ公爵閣下の姫君とのご結婚に」

「では今日この場で宣せん誓せいを行うという噂うわさは本当なのか？　大神官殿が礼れい装そうをお召めしなのでもしやと思ったが」

「だがローレンシア姫はお越しになるのか？　今まで一度も……」

　ローレンシアはもう十九歳になるが、社しや交こう界かいに出たことは一度もない。そのためオデリージ家に繫つながりのない、または下位、中位の貴族にとっては全く未み知ちの女性だった。

　そのとき、大きなどよめきが扉とびら付近から起こった。何事かと目を向けた貴族達は、いま扉を入ってきた人物が誰であるかを聞き、次々と叫さけぶ。

「ローレンシア様!?」

　ローレンシアが現れたというその叫びは、あっという間に大広間の中を駆かけ巡めぐった。

　人々の好こう奇きと驚きよう愕がくの視線の中に現れたヴァルダン大たい公こう家けの姫君は、黒の衣装だった。

　膝ひざほどまである黒の上衣に、黒の下した穿ばき。首元の白の絹のタイには銀ぎん細ざい工くを飾り、白金プラチナの肩につくかつかないかの髪は貴き公こう子しのように後ろに流されている。

　ローレンシア姫は凜り々りしい夜会服姿の、見事な男装で登場したのだ。

　オデリージ公爵もローレンシアも笑顔だったが、二人の周囲からはピリピリと刺さすような空気が発せられている。父娘おやこで一戦交まじえたことは確かなようだった。




「始まったね」

　純白の扇おうぎで口くち許もとを隠かくし、モニカは囁ささやいた。

「ええ。私達は見守るだけですが」

　早くから会場にいて主おもだった人々と挨あい拶さつは済ませているアレクとモニカは、二階席に設もうけられたソファに腰こし掛かけていた。ここは眼がん下かの会場に向かって開かれているが、隣は緞どん帳ちようで区切られた半個室になっている。

　会場を見下ろす視線の先には、オデリージ公爵に連れられ貴族達から挨拶を受けるシアの姿があった。

　今日、アレクとモニカがシアに近づく必要はない。むしろシアから離れることが大事だ。

「モニカ、ただいま戻りました」

　そのとき、明るい声が掛かり緞帳が小さく開かれた。

「おかえりー、ディア…………ロベルト!?」

　モニカに仰のけ反ぞられロベルトは回れ右したそうな顔をしたが、観かん念ねんして一礼した。

　今日のロベルトはいつもの近この衛え騎き士し姿ではない。

　人目を引く逞たくましい体たい軀くを落ち着いた暗あん褐かつ色しよくの夜会服に包み、警けい護ごのためではなく、第八王女オルディアーナの婚約者として舞踏会に出席しているのだ。

　規き格かく外がいの体格の服を一通り揃えてくれたのは、なんとヴァルダン国王ベルナルドである。いくら本人が恥はずかしがろうが無理だと言おうが、着るしかないという代しろ物ものであった。

「ど、どこの紳士かと思った！　すごいよ！　なんか領りよう地ちを二つ三つ持って若いくせに重要職に就ついて宮きゆう廷ていに出入りしてる貴族みたいだ！」

「……褒ほめられていると思ってよろしいですか、モニカ様」

「うふふふふ、素敵でしょ？」

　モニカの謎なぞの賞しよう賛さんに怯ひるみもしないディアは、頰をバラ色に染そめて微ほほ笑えむ。

「ああ、とってもいい気分！　いつもなら煩わしい平民王女だとか使用人の娘のくせにとかみすぼらしいドレスだとかいう嫌いや味みも今日は全っ然っ耳に入らないわ！」

「ばっちり入ってる……」

　ちなみに今日のディアのドレスは全くみすぼらしくない。マーシュの忠告を受けてロベルトが贈ったものだからだ。

　花のような薄うす桃もも色いろと白地の総レース、金きん糸しで縁ふち取どり、襞ひだをたっぷりと作ったドレスはディアの歓かん喜きの表情もあってか広間で光り輝かがやいていた。もとが妖よう精せいもかくやという愛らしさであるため、目立つことこの上ない。そしてロベルトが無む駄だに緊きん張ちようすることこの上ない。

「ロベルトって意外と趣味がいいよね」

　モニカが感かん嘆たんのため息をつくと、人ひと気けのないところに来て一息ついていたロベルトは心外そうにした。

「なんですか、その意外とは」

「だって女の子のドレスなんて全然分からなさそうなのに。料理も上う手まいし」

　見た目は武ぶ骨こつで朴ぼく念ねん仁じんなのに、細々としたことには意外な才能を発はつ揮きする男だ。

　ディアは甘えるようにロベルトの腕うでに縋すがった。

「ねえ、ロベルト。一曲だけでも踊りましょう？」

　挨拶回りで限界という顔のロベルトは、大きな栗くり色いろの瞳ひとみで上うわ目め遣づかいに哀あい願がんされてうっと言葉を詰つまらせる。

「私は踊りが上手くない。あなたの小さな足を踏んで壊こわしてしまったらどうする」

　真顔で言われ、アレクは手にしていたグラスの酒を噴ふいた。

「いやだわロベルトったら。そうなればわたくし倒れますから、抱き上げて堂どう々どうと広間を出てくださればいいのよ」

「そ、そうか」

「ええ！　二人っきり！」

「そうか」

「そうか、じゃないロベルト！　姫に流されるな！」

　最近とみに流されがちな側そつ近きんにアレクが注意を呼びかけたとき、広間がまたぞろどよめいた。かなり大きい、シアの会場入り以来のどよめきだ。

　見れば、かなり身分が高いと思われる男性が女性をエスコートして広間に入ってくるところだった。

（来た）

　これで役者は揃った。

　モニカはディアに視線を送る。

「ディア、お願い」

「任せて、モニカ。ではアレクシス殿下、わたくしどもは折を見て配置につきますわ」

「お願いします、オルディアーナ姫。ロベルトも頼む。私とモニカは区切りがつくまで広間から動けない」

　協力したいところだが、アレクとモニカが動くのは目立ちすぎる。舞踏会の終わりの方ならまだしも、中ちゆう盤ばんまでは会場にいるべきだろう。

　見下ろす会場では、規き制せいされたわけでもないのに人々が左右に分かれ道を開けていく。

　モニカとアレクはひたと扉を見み据すえた。

「いよいよだね……！」

「ええ。……二人ともなんて堂々としているんだ……！」

「あの二人に人並みの緊張感を求めちゃダメだよ！」

　広間の入り口に立つ女性は、遠目に見ても美しかった。

　従じゆう僕ぼくが高らかに貴き人じんの到着を唱となえる。

「カーライル・フラン・アディマーリ・ヴァルダン殿下、ならびにマーシャ・ジャン・フィリアッツィ嬢のお着きでございます──！」
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　数時間前────。

　アレク、モニカ、ディア、ロベルトの四人は、ライの部屋に集められていた。

「待たせたな！　仕上がったぞ」

　陽よう気きに現れたライは、一人の女性の手を引いていた。鼻高々に女性を前に押し出す。

「俺の今日のパートナーだ。どうだ、美人だろう？」

　綺麗な鎖さ骨こつと豊かな胸、くびれた腰に円やかな尻しりから長い足──。そこに立っていたのは、完かん璧ぺきともいえる肉体を淡あわい金色のドレスに包んだ美女だった。

　注目を浴びた金きん髪ぱつの女性は空そら色いろの瞳を細め、にっこりと華はなやかに微笑む。

「はぁい、皆さま。不ふ肖しようマーシュ、レーム君にキッスしてもらい美女に変身して参りましたー」

「のおおおおおおっっ！」

　言い終わるとほぼ同時に、今回の件を提てい案あんした張ちよう本ほん人にんであるアレクが絶ぜつ叫きようした。

「おお、レーム!!　私がこんなことを言いだしたばっかりにお前にこんな苦く行ぎようを……！　レームは！　レームは生きているのか!?」

「失礼ですね殿下、こんな美人に向かって。レーム君はへっちゃらですよ。キスした後はちょっと嫌いやそうな顔でしたけど」

「マ、マ、マ……ッ」

　マーシュか!?　と言葉にできないロベルトに、マーシュは投げキッスを贈った。

「お兄様、今日の私は妹よ」

「────ッ!!」

　口許を押さえて同時に顔を背そむけたアレクとロベルトに対し、女性陣の反応は上々だった。

「えー、レームが子馬の姿ならキスしても違い和わ感かんないよ？」

「本当。マーシュ、とっても綺麗だわ！」

「いやー、モニカ様が変身できるんだから俺も意志が強ければできるはず！　と頑がん張ばりましたよ。レーム君に俺を女にする意志を込めてってお願いして」

「うん、レーム無事だった？」

「数秒前に違和感ないって言ったのはなんだったんですかね？」

「ドレスもぴったりだね！」

「素すで話を続けますね、モニカ様は。まあドレスに関してはライ様に感謝ですよ」

　ありがとうございますと頭を下げられ、ライはフッと笑う。

「なに、美人のためなら苦労はいとわないさ。思った以上に綺麗だぞ、マーシュ」

「いやん、ライ様ったら」

　本物の男女のようにつつき合う二人に、アレクが腕を擦さすりながら叫んだ。

「や、役どころを説明しろ、ライ！」

　悪お寒かんの止まらないアレクに、ライは平へい然ぜんと今日のパートナーを紹介した。

「ご覧のとおり、今日はモーリット公爵に縁の令嬢だ」

　マーシュはきわめて優雅に女性らしく膝を屈かがめて挨拶した。

「改めましてごきげんよう、皆様。マーシュ・ジャン・フィリアッツィですわ」

「なんだジャン・フィリアッツィとは!?」

「モーリット公爵が今究きゆう極きよくに役に立たないと思っている人物の名を繫げたそうだ。なかなか愉ゆ快かいな男だぞ、公爵は」

　見直したように真顔で答え、ライは置時計に目をやる。

「おっ、早く神しん殿でんに行かないと間に合わないな。ではマーシュ嬢、まずはカルロ大神官に挨拶に行こうか」

「はぁい、ライ様」

　しなを作ってライの腕を取るマーシュに、アレクは震ふるえあがった。

「ライ！　自然に嬢と言うのはやめろ！」

「ねえねえ、マーシュじゃまんまだからマーシェ、とかどうかな？」

「やめてください、モニカ!!」

「じゃあ、マーシャ」

「違います、名前にダメ出ししたわけではありません！」

　マーシュは「マーシャ」が気に入ったのか、ぱちりとウィンクした。

「ではマーシャ、で。挨拶に行ってきますわ」





[image: ]






　父から離れ、やっと自由になったシアは一人で壁かべ際ぎわに突っ立っていた。

　こんな格かつ好こうでは踊ろうと言う男性がいるわけもなく、かといって女性も声を掛けづらいようだ。

（まあ、それ以外に近づきにくい理由はあるだろうが）

　婚約者であるはずのライが、別の女性を連れて舞踏会に来た。

　結婚の宣誓のために大神官が招待されたのではないのか？　そうだとすれば、これでは拒きよ否ひしているようなものではないか。誰も彼もわけが分からなくて、大きな円えん陣じんを組むようにシアを遠巻きに見て噂話をしている。

　シアが男装で出席したのに加え、オデリージ公爵もまさかライが女連れで登場するとは思っていなかったのだろう。他の貴族を交えて、和なごやかに歓かん談だんしていたライと公爵の姿はいつの間にか消えていた。今頃別室で問いただされているに違いない。

（まあ、兄様だったら何のかんのと言い逃のがれするから心配はないが……）

「ローレンシア様」

　綺麗な女性の声で呼ばれ、シアは目を向けた。

　見れば、ライと共に入ってきた金髪の美女がにこやかに近づいてくる。

（たしか、フィリアッツィ……とか）

　聞いたこともない姓せいだ。名のある貴族ではないのだろうが、シアはこの女性がライの妾めかけとして選ばれたのだろうかと思った。

「あなたみたいに素敵な方が壁の花ですか？　私と踊りません？」

「いや、せっかくだが………………」

　断ろうとしたシアは、無言で女性を見つめ返した。

　シャンパンの泡あわのような上品な金色のドレスは、細い肩がむき出しで、豊かな胸を強調している。ほっそりとくびれた腰は同性のシアから見ても見み惚とれるような肢し体たいだ。

　金色の髪は緩ゆるい巻き髪で、空色の瞳のすらりと背の高い女性だった。

（…………………………）

　知らない女だ。モーリット公爵の親しん戚せきだと言うが、公爵自身もあまりこの女性のことを知らないような話をしていた。遠とお縁えんすぎて会うこともなかったとかなんだとか。

（……なのに、なんだろう。この見覚えのある感じは）

　ぼーっと呆ほうけたように見つめていると、フィリアッツィ嬢の艶やかな薄うす紅べにの唇くちびるが笑えみを形作った。

「いけませんね、シア様。あなたに告白した男の顔を忘れましたか？」

（!!?）

　ぎょっとして飛び退すさったシアの腕を、女性がガッシリと摑つかんだ。

「あなたのために女性にまでなっちゃいましたよ」

「君……っ！」

　しーっ、とマーシュは人差し指を唇に当てた。

「レーム君に頼んで変身させてもらったんです。今日はモーリット公爵に縁の令嬢役です」

「モーリット公爵だと!?　お、女に……!?」

　シアは上から下まで何度もマーシュを見つめ──。

「こ、この胸はなんだ！」

　両手でマーシュの胸をわしづかみにしたのだ。

「いやーん」

「変な声を出すな!!」

　揉みしだき、シアはわなわなと震えだした。

「じ、自前じゃないか！　私より立りつ派ぱな……！」

「シア様、笑顔笑顔。笑顔で俺の胸を揉んで笑顔で文もん句くですよ」

「そんな芸当できるかっ!!」

「だって噂されてますよ？」

　はっと振り返ったシアに、周りの人々が慌あわてて視線を逸そらす。

　だがヒソヒソとした囁ささやきだけは聞こえた。

「ごらんになりまして？　ローレンシア様ったらあのご令嬢のお胸を……！」

「わしづかみ！　あまつさえ揉んでますわ！」

「カーライル殿下がお連れになった女性だろう？　いったいどこのご令嬢だ？」

　一部始終を目もく撃げきしていたモーリット公爵は、顔を引きつらせながらそそくさと足早に広間を出て行った。この場にいては何を聞かれるか分かったものではない。

　モーリット公爵が逃にげ出したのを見て、マーシュもシアの腕に自身の細い腕をからめた。

「こらっ、何をするんだ!?」

「ちょっと出ましょう。あなたと二人っきりになりたいんです」

　今日の計画をお話しします、と耳打ちするとシアは驚いたように抵てい抗こうを止めた。




　広いバルコニーに出て人がいないことを確認すると、シアはさっそく口を開いた。

「どういうことだ！　君はいったい何をしている!?　私が男装で君が女装ってなんだこれは！　アレクシス殿下とモニカ姫はどこにいるんだ!?」

「はい、落ち着いて落ち着いて。あなたに男装をお願いしたのも今日の計画のためです。まあ、女性の格好のままでもよかったんですが、演出上こっちの方がいいでしょう。あと殿下とモニカ様が近くにいると、俺に思い当たってしまう人がいるかもしれないので」

「思い当たるわけないだろう!?」

「油ゆ断だんは禁きん物もつですよ？」

　何があるか分からないのだ。アレクが近くにいると、マーシュの方が侍じ従じゆうとしての態度を取ってしまうかもしれない。ゆえに離れておくのが一番安全である。

　マーシュは元気のいいシアに微笑んだ。

「よかった。普通にしゃべってもらえましたね」

「あっ……！」

　反はん射しや的てきに逃げようとしたシアを捕つかまえ、マーシュはやんわりと抱き寄せた。今日は背の高さは同じぐらいだ。シアの綺麗な耳元に唇を寄せて囁く。

「ちょっと後こう悔かいしましたよ。強引すぎたかと。俺のこと嫌きらいになりましたか？」

「べ、べ、べつに、そ、そこまででは……」

　首が折れそうなほど避さけられ、マーシュは笑いを堪こらえながらシアの赤くなった耳を見つめていた。

「ありがとうございます。さて、どうして俺がこんな格好してるか分かりますか？」

　シアは少し首を戻してマーシュの姿を眺ながめる。考えた末、おどおどと言った。

「………………趣味？」

「……あなた本当、いい加か減げんに襲おそいますよ」

　またしても逃げようとしたシアを捕まえ、マーシュは可愛かわいらしく小首を傾かしげる。

「質問。今日のあなたの役割は？」

「え……？」

　唇が結婚……と動き、シアは勢いきおいよく顔を上げた。

「まさか、私の偽ぎ装そう結婚の相手は……！」

　マーシュはニッと笑った。

「ご名答ー。俺と、マーシャ・ジャン・フィリアッツィと結婚して逃げてください」

「──！」

「今の俺とあなたなら女同士だ。元の姿に戻れば俺が公爵閣かつ下かに追われることもないし、ヴァルダンなら女同士でも結婚できる。カルロ大神官には事情を説明してあります」

　紛まがうかたなき同性婚だ。オデリージ公爵ならその場で勘かん当どうを言い渡してもおかしくない。

「困る!!」

　しかしシアは叫んでいた。

「そ、そんなこといきなり言われても……！」

「どうして？」

「こ、困る！　君は嫌だ」

「えー、ちょっと傷つくんですが。どうして俺じゃ嫌なんですか？」

「ど、ど、どうしてって……！」

　とんっと欄らん干かんに背が当たるまで追い詰つめ、マーシュは真正面からシアを見つめた。
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「意識されている……と思ってもいいんでしょうか」

　鈍どん感かん相手にたいした進歩だ。

　すっかり逃げ道を塞ふさがれたシアはすくみ上って、呼こ吸きゆうを止める。

　そのまま凍こおり付いてしまい、マーシュは苦笑しながらぱっと体を離した。

「いじめるのはやめにしましょう。とりあえず、アニス様のためを考えて受けてもらえませんか？　一番いい方法だと思うし、俺はあなたの嫌がることは決してしません。しそうになったら遠えん慮りよなく殴なぐってください」

　神に誓ちかうような真しん摯しな様子にシアは驚おどろき、マーシュを見つめた。

「本当に？」

「本当です」

「……本当にか？」

「本当本当」

「……何もしないのか？」

「俺自身の良心に誓って」

「………………」

　ここにモニカがいれば「だったらいいなーだよ。話半分もしくは半分以下」と言っただろうし、ディアがいれば「殴ってくださいとは言ったけど、殴れば止まりますとは言ってないし、俺自身の良心なんてそんなものは存在しないわ」ぐらい笑顔で忠告してくれたかもしれない。しかし、あいにくシアは今一人きりだった。

　なので、姉のためとあっさりとうなずいた。

「……分かった。偽装だぞ？　ふりだけだからな！」

　念を押され、マーシュは「了りよう解かい！」と手を差し出す。

「さあ、ライ様に次代の王太子殿下になって頂きましょう」

「姉様を正せい妃ひにしてな」

　うっかりマーシュがエスコートしてしまっていたため、二人は仲良く腕を組みなおす。

「お披ひ露ろ目めに一曲踊りますか？」

「君は女性パートを踊れるのか？」

「あなたこそ男性パートを踊れますか？」

「ディアの相手をしていたからな。余よ裕ゆうだ」

「俺も殿下のお相手をしていましたからね。余裕ですよ」

「君達はおかしいぞ!?」

「子供の頃、子供の頃ー」

　二人は寄り添そい、堂々と大広間に乗り込んだ。

　緞帳を潜くぐれば、一気に人々の視線が集中する。シアとマーシュは互いに顔を上げ、自然と口許に微笑みを浮かべていた。

「行くぞ」

「ええ、参りましょう」

　新しい曲が始まる。広間の中央まで出たシアはマーシュの腰を抱き寄せた。

　あちこちから「キャ──ッ！」という令嬢達の黄色い悲鳴が聞こえ、今まで踊っていた人々も足を止めて二人を見守る。

　それは似合いの男女だった。

　シアは誰もが認める男装の麗れい人じんであり、相手の女性は女性美を体たい現げんしたような肢体の持ち主だ。踊りの腕も優雅で正確、特にシアは女性でありながら男性パートも完璧だった。

　ライがパートナーとして連れてきた女性と、ライの婚約者が踊るという異い例れいの事じ態たいに誰もが興きよう味み津しん々しんだ。あっという間に中央から人が波のように退しりぞいていき、二人のためだけの舞台になる。

　華か麗れいなワルツを踊りきったシアとフィリアッツィ嬢は、賞賛と拍はく手しゆの嵐あらしの中で正面の段上に座す大神官、カルロに向き合った。

「大神官様！　私達の宣誓を神が祝福されるかどうかお教えください！」

　人々がぎょっとしてシアとフィリアッツイ嬢に目を向ける。

　──それはまるで、結婚の宣誓のようだったからだ。

　並んだ二人は段上に立ちあがったカルロ大神官に向かって、繫ぎ合った手を掲かかげた。

「私、ローレンシア・エリ・オデリージと」

「わたくし、マーシャ・ジャン・フィリアッツィは！」

　一呼吸おいて、二人の声が重なった。

「夫婦となり、互いに変わらぬ生しよう涯がいの愛を誓います！」

　瞬しゆん間かん、人波の中から走り寄ろうとしていたオデリージ公爵が叫んだ。

「馬ば鹿かな!!」

　だがその公爵を諌いさめたのは、カルロ大神官だった。

「お静かに、オデリージ公爵閣下！　よろしい！　同性であろうと貴き賤せんがあろうと私達神官は神の代理人として誓いを受け取り、天上の声を届けなければなりません。この結婚に間違いは何もないことを認め、誓いを受じゆ理り致しましょう！」

　カルロは手にした錫杖で、座の床ゆかを一つ打った。




「神の名のもとに、この二人が夫婦となることを祝福致します！」




　──宣せん言げんは、大神官によって正式に受け入れられた。

　悲鳴と騒ぎの声が交こう錯さくする中を、手を取り合ったシアとマーシュが駆け抜ぬける。

　すぐさまオデリージ公爵が声こわ高だかに兵士を呼んだ。

「追え！　二人を捕まえろ!!」

「ハッ！」

　時を移さず、兵士の一団がわっと扉から出ていく。

　騒そう然ぜんとする中で、オデリージ公爵は締しめ上げたい気持ちを堪えてカルロに詰め寄った。

「大神官殿！　あなたはなんということを……！」

　オデリージ公爵は蒼そう白はくだった。ぶるぶると手が震える。「勘当だ」と叫ばないだけまだ理り性せいが残っていたのかもしれないが、それも切れる寸すん前ぜんだろう。

　カルロはなだめるように、落ち着いた声こわ音ねで繰くり返した。

「オデリージ公爵。私は神官として、誓いの声を聞かなければなりません」

「こんなことをして……！」

　ラティーナの罪つみを持ち出したところでもう遅い。それはそれでこれはこれなのだ。

　相手が誰であれ、シアはこの大おお勢ぜいの人々の目の前で宣誓をして正式に結婚してしまった。これだけは誤ご魔ま化かしも取り消しもできない。

「伯お父じ上うえ！」

　突然段上へ上がってきたライの声に、下世話にもシアを追おうとしていた野や次じ馬うま達が足を止める。

「もういいんです。暗あん殺さつされかかったアニスを守るための噓うそはもういい」

　ざわりと大広間が揺ゆらいだ。シアの逃げた先に注目していた人々もライに視線を戻す。

　ライは段上、カルロと公爵の隣から演説者のように会場に体を向けた。

「伯父上は娘のアニスを守るために死んだことにして葬そう儀ぎを挙げた。だが、ここにいる皆に言おう。アニス・デイ・オデリージは死んではいない。私の婚約者は生きている！」

　この言葉に、誰よりも驚愕したのはオデリージ公爵だった。

　どんな騒そう々ぞうしい声も耳に入っていないかのように、瞠どう目もくしたまま立ち尽つくす。

　ライは会場中に視線を巡らせ、力強く言った。

「誰であろうと踏ふみ込めない場所に彼女は隠されている。いずれ全ての危険が消え去り彼女が戻った時、私はアニス・デイ・オデリージを正妃とすることをここに宣言しよう！」

　オオオオッッと怒ど濤とうのような歓かん声せいが響ひびき渡り、広間を揺るがす。

　噓か真まことか、真しん偽ぎを議ぎ論ろんする声や祝福の声が高く湧わき上がる中、更に新たな人物が階段を上がってきた。ライの隣に、まるで兄のような王太子サウルが並ぶ。

「いい話じゃないか。この機に僕も宣言したいことがあるんだ」

　シアとマーシュの結婚を大笑いして見ていたサウルは、会場の中の二人を右手で示した。

「カゼルラ王国の第二王子、エリオット殿下と僕の愛する娘、セリディアーナの婚約を正式に決めたいと思う」

　これ以上ないというほど騒がしかった広間は、叫きよう喚かんとも言うべき騒ぎへと変わった。
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　マーシュとシアは中央大階段を駆け下り、正門へと向かっていた。

「あなたを抱いて走れれば格好いいんですけどね！」

「そんなことされたくない！　自分で走る！」

「言うと思った！」

　抱いて走るどころか、マーシュは足の速いシアについていくのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　背はい後ごでは兵士達の「待てー！」「どこへ行った!?」「二手に分かれろ！」など、やたらと騒々しい声が聞こえるが追おっ手ての姿は一人も見えない。

　東の扉を抜けるときには衛えい兵へいに敬けい礼れいまでされ、二人が前庭に出た途と端たん、巨大な扉はさっさと閉じられてしまった。

「ど、どうなっているんだ……？」

「はいはい、ボーっとしないで行きますよ！」

　呆あつ気けにとられて閉じられた扉を見つめるシアの手を引き、マーシュは用意されていた、大神殿の紋もん章しようの入った馬車に乗り込んだ。御ぎよ者しやは何も言わずに馬に鞭むちを当て、馬車は城門を出ずに堀ほりに沿そって北へと走り出す。

「全員共きよう犯はんなのか？」

　ここまで兵士に制せい止しされることのなかったシアは、心配そうに馬車の窓から後方を覗のぞく。通り過ぎる小さな通用門に至るまで兵士が警護しているが、こちらに注意を払はらう気け配はいはない。どの門もぴたりと閉ざされていた。

「全員ではないですよ。外の門を守っている方々は無関係です。中で我われ々われを捕まえる命令が発動されたなんて知りませんから、任にん務む通り扉を閉じて警護しているだけです」

「広間から私達を追ってきたのが君の手の者か」

「俺の手の者ってすごい言い方ですねー……。まあ、ライ様の私兵とうちの殿下の近衛騎士で俺達を追うための部隊を結成して、宴うたげに配置していました。俺達が逃げればオデリージ公爵は必ず追えと言うだろうと思ったので」

「君の案か？」

「皆で計画を練ねりました」

　シアは窓の外を通り過ぎていく景色を見つめ、声を潜ひそめた。

「どこの門を押さえているんだ？　目立たずに出られるのか？」

　もっともな質問に、マーシュはくすりと妖よう艶えんに微笑んだ。

「どの門からも出ませんよ。旅もしません。アニス様のお体が持ちませんからね。あなた方が天蓋宮の門もクルラードの城下町も、国こつ境きようも越えていないことは兵士の皆様が証しよう明めいしてくれますよ」

「どういうことだ？　結局この城に隠れるということか？」

　マーシュはそれには答えず、笑顔で人差し指を唇に当てた。

「着いてからのお楽しみ」




　馬車は神殿に戻り、所定の馬ば房ぼうに収められた。

　馬車から降りたシアに、御者が手て招まねきする。

「こちらへ、レオど……シア殿、いや、姫か」

「呼び方は何でもいいよ、兄さん。早く行こう」

「ロベルト殿だったのか！」

「はいはい、シア様も早く。みんな待ってますよ」

　シアはいまさらながら、御者が見覚えのある大男だったことに気づいたらしい。

　立ち止まったシアの背中を押して、マーシュは人ひと気けのない廊ろう下かを急ぐと聖せい堂どうに近い一室に入った。

「ただいま戻りましたー」

「おかえりなさい、マーシュ、シア、ロベルト」

　答えてくれた笑顔を見て、シアは駆け寄っていた。

「ディア、会いたかった！　大丈夫だったか？　私の父に何か言われたりしなかったか？」

「まあ、シアったら。心配しないで？　わたくしにはもうお姉さまもお兄さまも、ロベルトだっているの。なんにもされたりなんてしないわ」

　シアの方が年上なのに、まるでディアの方が姉のようだ。

　涙ぐむシアを慰なぐさめ、ディアは事前に荷に造づくりされていた小さな手荷物を差し出す。これからシアもペンテレイアについて行くのだ。

「いったいこの部屋で何を？」

　どう逃げるのか分からず途と惑まどうシアの前に、アニスを抱かかえたウィトスとラティーナが現れた。

「やあ、来たねローレンシア姫。ならさっそくペンテレイアに行こうか。ラティーナ、マーシュ君に例の物をあげてくれ」

「は、はい！」

　ラティーナは服の隠しから小さな瓶びんを取り出す。

「あ、あの、これを……」

　やや怯おびえながら差し出すラティーナに、ウィトスが補ほ足そくを入れた。

「君の姿を戻す用のレーム君飲料だ。ちゃんと着替えてから飲むんだよ。野の苺いちごで割っておいたからおいしいよ！」

　ご丁てい寧ねいなウィトスに礼を言いつつ、マーシュは側にいたレームに向かって口を尖とがらせた。

「なーんだ、レーム君キッスしてくれるんじゃなかったの？」

「やー」

　心しん底そこ嫌そうな顔でふるふると首を振られ、マーシュは苦笑いして小瓶を受け取った。キスするときは簡単にさせてくれたのだが、終わった時には変な顔をしていたから嫌なものだと気づいたらしい。

　むき出しの石の床には、大きな水たまりができている。

　これはウィトスが先ほど神殿の黒い水を借りて作った、魔ま道どうの門だ。

「水には伝達の力がある。この水とペンテレイアの水を開き、移動するんだ。さあ、ラティーナ、ローレンシア姫。少し冷たいけれどその上に立って。大丈夫、まだ開いていないからただの水だ」

　シアもラティーナも半はん信しん半はん疑ぎの表情だが、それも無理はない。二人は薄はく氷ひようを踏むように、そろりと水の中に入る。

「それでは、失礼するよ。他の皆によろしく」

「あ、あの……！」

　ラティーナはウィトスの陰かげに隠れながら、ディアを見つめる。

「お話し、できてよかったです……。あの、また……」

　十六年間、一言も言葉を交わしたことのなかった異い母ぼ姉しに、ディアは微笑んだ。

「わたくしもですわ、ラティーナお姉さま、アニス様もそうですけれど、お姉さまもお体にお気をつけて。シアもね」

「ついでっぽくないか、ディア」

「あら、だってシアはいつも元気ですもの」

　拗すねるシアに笑って返し、ディアもロベルトも手を振る。ラティーナは最後にレームの額ひたいにキスをした。

「では開くよ。向こうについたら少し衝しよう撃げきがあるけど、落ち着いて立っているように」

　ウィトスの声を合図に、足元から青く透とう明めいな、淡い光が溢あふれる。

　瞬間、シアが「あっ！」と叫んだ。胸元から銀色の鎖くさりで繫いだ細い鍵かぎを引っ張り出す。

「鍵を……！」

「持っていてください。すぐに迎えに行きますから」

　シアの動きが止まる。マーシュは今は豊かな胸を叩いた。

「なんせ俺はあなたの妻ですからね！」

「どうして男の君が妻なんだ!?　妻は私だろう！」

「え？」

「あっ!!」

　シアの白い顔が赤く染まった瞬間──。

　あ──────！　という絶叫を残して、三人の姿は青い光の中に消えてしまった。

「……いっちゃったよ？」

　何もなくなった空間を不思議そうに見て、レームはマーシュを振り仰あおぐ。マーシュは苦笑しながらレームの手を取った。

「……たぶん向こうで叫びながら出現するんだろうなー」

「シアったらいつも元気なんだから」

「しかし驚いたな。レオ殿……いや、ローレンシア姫は普通に女性に見えた」

　決して失礼な意味ではない。正直な感想を述のべたロベルトに、ディアはいたずらっぽく笑う。

「恋でもしたのではないかしら。ねぇ、マーシュ？」

「ディア様」

　ここぞとばかりにマーシュはしかめっ面つらをした。

「例のあれ、わざと殿下の前で言いましたよね？」

　マーシュがシアを部屋にいれてかくまい、合あい鍵かぎも渡していたと。

　何の話かと途惑うロベルトとレームをおいて、ディアはにっこり微笑んだ。

「だって鍵まで渡したのに、マーシュったら何の行動も起こさないんですもの。なんだか歯は痒がゆくて」

「よりにもよって、殿下の前ですか。せめてモニカ様の前とかにしてくれたら穏おん便びんに済ませられたんですがね」

「あら、それじゃあ意味がないでしょう？　あなたを無理やり動かせるのなんて、殿下かロベルトしかいないのに」

　言いきられて、マーシュはうめいた。まったく手て強ごわい女性が未来の義あ姉ねになったものだ。

　ディアは小こ柄がらなくせに、上から見下ろすような目でマーシュに笑いかける。

「とりあえず、五年は夫婦ね。せっかく猶ゆう予よがあるんですもの、頑張ってみてはどう？」

「五年？」

　できるものならやってみろとけしかけられ、マーシュは薄く笑った。

「一生の間違いでしょ？」

　すぐに捕まえてみせる。

　シアは怒おこって泣いて騒いで逃げるだろうが、文句はディアとアレクに言えばいい。

「本気になれと言ったのはあなたと殿下ですからね。シア様は俺がもらいますよ」

「まあ、怖い。わたくしシアの味方をしようかしら？」

「ああ、その方が俺もやりがいがありますね。よろしければどうぞ」

「偽名での結婚ですものね、早くシアを逃がしてあげないと」

「あらら、残念ですねディア様。念のため、シア様には結婚証書の署しよ名めいもしてもらってるんですよ。俺もそっちには本名を書いてカルロ大神官様に保管して頂いてます。よく考えもせず証書に署名するなんて、俺のお姫様は本当に迂う闊かつですよねー」

「まあ、シアったらうっかりさん。アニス様が元気にお戻りになったらオデリージ公爵にご相談かしら」

　ふふふ、はははと笑い合う二人に怯えるレームを抱き上げ、ロベルトはため息をついた。

　……まあ、気は合うのだろう。
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　オデリージ公爵が表向きだけでも平へい静せいを取り戻しているのは、さすがと言うしかない。

　この場で初めて墓はかに入れたはずのアニスが生きていることを知らされたのに、最初からそうであり、それも公爵自身の指示でそうであったかのように振ふる舞まっている。

　笑顔でライと並び、ときおり二人で安あん堵どした表情まで見せるのは、秘密を共有してきた者同士特有の連れん帯たい感かんすら感じられた。

　会場を一巡りして、再び二階席に落ち着いたモニカはアレクをうかがう。

「……内心どう思ってるんだろうね。公爵は」

「ライがこんな大がかりな噓うそをつくはずがない。アニス姫が生きていることは確信しているでしょう」

　ライが貴族達の前でアニスが生きていることを示し、更に結婚を宣言したからには次の王太子は決定したようなものだ。アニスの死とローレンシアの失しつ踪そうによって宙ちゆうに浮いていた問題は、ここに一応の終わりを見せるだろう。

「無事に飛べたかな。ラティーナ達は」

　人々に囲まれ祝福を受けるエリオとリディを見つめ、モニカは囁いた。

　大丈夫でしょう、と囁き返すアレクの視線はエリオの隣、機嫌よく二人についているサウルに向けられている。

　強きよう固こに二人の婚約に反対していたとは思えない態度だ。

　それを鋭するどい目で見ていたアレクだが、ふっと視線を和やわらげモニカの手を取った。

「こちらから魔ま導どう師し長ちよう、あちらで老ろう師しが繫いでいるのなら間違いありませんよ」

「それもそうだね」

　モニカも微笑んだ。ペンテレイアで受け入れの水の門を開いてくれるのは、前々魔導師長を務つとめていたドルチーノだ。きっとアニスの体に負ふ担たんを掛けることなくペンテレイアに着かせてくれるだろう。

「でもマーシュがシアを好きになるなんて、ちょっと意外だったかも」

　ではどんな女性が合っているのかと聞かれても返事に困るのだが、モニカには驚くべきことだった。

　しかし、アレクにとってはそうではないらしい。

「意外でしたか？　私はすごく納なつ得とくできましたよ。マーシュがああいった素直な女性に惹ひかれるのは当然ですし、私は嬉うれしいです」

　そっか……とうなずきかけたモニカに、アレクはいたずらっぽく笑った。

「常つね々づね、恋に振り回されてみればいいと思っていましたから」

「えっ!?」

「だっていっつも年上面づらで私に助言ばっかりして。今度は私がマーシュにいろいろ教えてあげるんです。念ねん願がんかなって、大いに振り回してくれそうな女性がお相手だ」

「それは確かに！」

　モニカは思わず噴き出した。自覚はないだろうが、すでにマーシュは振り回されている。

　二人で寄り添そい、ひとしきり笑ったとき、ふと人の動く気配がした。

「アレクシス殿下、モニカ・ウェスタイン様」

　緞帳の向こうから声が聞こえ、二人はすっと口をつぐんだ。今の会話で事情を悟さとられるはずもないが、用心に越したことはない。

　アレクの許しを得て入ってきたのは、一目でヴァルダンの高官と分かる男だった。男は丁寧に一礼する。

「こちらへ。ベルナルド陛へい下かがお話をされたいそうです」
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　天蓋宮の中心部は、連続する燭しよく台だいに照らされた広い通路だった。

　廊下の片側は奥に向かって等とう間かん隔かくに太い石の柱が並び、その柱と柱の間は土を塗ぬり込めた壁になっている。

　外の光を通さない静かな廊下を歩きながら、モニカはその建けん築ちくに目を見張った。

（回かい廊ろうだ……）

　今歩いている閉ざされた廊下は、もとは中庭に向けて開放された回廊だったのだろう。古代、天蓋宮の中心は吹き抜けだったのかもしれない。

　回廊を幾いくつか曲がると、最さい奥おうの部屋に着いた。

「ベルナルド陛下。アレクシス殿下とモニカ・ウェスタイン様をご案内致しました」

　高官に促うながされ、アレクとモニカはベルナルドの眠る寝しん台だいの側そばへ寄った。

　部屋はほとんどの灯りが落とされていて暗い。そこは、モニカが足を踏み入れるのを躊ちゆう躇ちよするほど重い空気に満ちていた。

　ベルナルドがうっすらと目を開き、アレクに焦しよう点てんを合わせる。

「アレクシス。モニカ姫も、宴の途中で呼び寄せてすまないな」

「いいえ、陛下」

　案内してくれた男は退さがり、二人は迷わず傍かたわらの椅い子すに腰掛けた。立ったままではベルナルドが疲つかれるだろうと思ったのだ。

（陛下……！）

　こうして改めてベルナルドを見たモニカは、表情に出さなかったが愕がく然ぜんとしていた。

　クルラードに入った時に見た元気な様子は幻まぼろしだったのかと思うほど、寝台に埋うもれたベルナルドの姿は死の色が濃こかったのだ。

　──陛下はもう永ながくない。

　内心の動どう揺ようを抑おさえるモニカに、ベルナルドはつぶやいた。

「先日、大神官を交えてペンテレイアからの客人と話をしたよ」

「……ペンテレイア……。魔導師長のウィトス様でしょうか？」

「ああ。彼の疑問には、私の分かる範囲で全て答えておいた」

　カルロ大神官が段取りをしたのだろうか。モニカは、大神官がすぐにウィトスとの話し合いに応おうじたことを思い出した。

　話をするのも辛つらいのか、ベルナルドは深く息を吐はく。

「……サウルは、エリオットとリディの婚約を認めたそうだな」

　つい先ほどの出来事を持ち出され、モニカは少し驚きつつうなずいた。

「はい。カルロ大神官や皆の前で正式に宣言なさいました」

　エリオとリディの婚約は、ベルナルドの望むところでもあったはずだ。

　だが、目を閉じたままのベルナルドはぴくりとも動かなかった。モニカの返事に喜びもせず、安堵した様子もない。

　アレクはおもむろに口を開いた。

「サウル殿下は……ずいぶんと変わられたのですね。昔は、真ま面じ目めで穏おだやかな方かただったと私の父が言っていたので」

　ベルナルドへの当然の礼れい儀ぎとして、アレクははっきりとサウルを非ひ難なんしたことはない。

　だが、良い印象を持っていないことぐらい誰でも想像がついただろう。

　アレクの父、カゼルラ国王ティマエスの憂うれいを暗あんに示され、ベルナルドは寝台に埋もれたまま静かに言葉を繰くり返した。

「……変わった、か」

　長い沈ちん黙もくが下りる。

　やがて、ベルナルドは息を吐き出すようにつぶやいた。

「そうだな。──人が変わったのだ」
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　ベルナルドとの長い話を終えて空中庭園に上がると、先客がいた。

「やあ、モニカ」

　息むす子こであるライとよく似た赤茶色の髪と瞳ひとみ、だが八人の娘とは似ても似つかない王太子、サウルだった。

　笑顔で手を振ふられ少し怯ひるんだが、今夜は隣となりにアレクがいる。アレクは露ろ骨こつに顔をしかめたが、サウルに聞きたいことのあったモニカは礼をして近づいた。

「広間にいらしたのではないのですか」

　モニカとアレクが広間を出たときには、まだエリオ達と一緒にいたはずだ。

　サウルは明るく燃える篝かがり火びに照らされ、屈くつ託たくなく笑った。

「もう言いたいことは言ってきたよ。僕があの場にいる必要はない。君はどこに行っていたの？」

「ベルナルド陛へい下かとお話をしていました」

「へえ、どんな話？」

　邪じや気きのない声で問われ、モニカは夜の山々を見渡した。今は切り開かれ道の整備された盆ぼん地ちとなっているが、古代、ここは原始の森の中にあったという。

「……私たちが生まれる、少し前のお話です。ヴァルダンで蔓まん延えんした流行はやり病やまいについて」

　ベルナルドはあの後、ウィトスにしたものと同じ話をアレクとモニカに聞かせてくれた。

　二十年程前、王家は病を避さけるために他国へ逃のがれたが、国王ベルナルドと、すでに発はつ症しようの兆きざしのあった王太子サウルが国に残って治ち療りようの指し揮きを執とったこと。万ばん能のうの薬草である花を求めて、戴たい冠かんを控ひかえた王太子と神しん官かんしか入れないとされた天てん蓋がい宮きゆうの地下を開いたこと。ベルナルドの命めいを受け、地下へ降りたのはサウルであること──。

「致ち死し率りつが高く、病を患わずらい生き残った人はほぼいないと聞きました。──サウル殿下」

　モニカは囁ささやいた。

「サウル殿下はすでに病に罹かかっていたのに、どうしてあなたは生きているんですか？」

「…………」

　黙って聞いていたサウルは、薄い唇くちびるを開いて笑った。

「──変なことを言うんだね、モニカ。病に罹っていたから生き延のびられたのに。肉体が弱ってないと入れないよ」

「近づくな」

　サウルが一歩踏ふみ出した瞬しゆん間かん、アレクが手で制せいした。そのままモニカの腕うでを摑つかんで引き寄せる。

「アレク！」

　守るように胸の中にモニカを抱きこんだアレクを見て、サウルは嬉うれしそうに笑った。
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　制せい止しされたことなど忘れたかのように、一歩一歩近づいてくる。

「アレクシス殿下。モニカのことが好きなんだね。暗あん殺さつ者しやの一件を皆から聞いたよ。すごい怒いかりだったって。僕はその場にいなかったけど、君を見ているとよく分かる」

　ぎゅっとアレクの腕に力がこもる。モニカは後あと退ずさりたかったが、アレクは動かない。

　手を伸ばせば届く距きよ離りで、サウルは足を止めた。

「僕は初めて見た。そんな人間は絶対にこの世にいないと思っていたのに、君はいた」

「…………私がなんだという？」

　苛いら立だちと不ふ審しんが混ざった声こわ音ねに、サウルの右手が上がった。

「他人の死によって自分の生命いのちを絶たてる人間」

　突き刺さすようにアレクの左胸を人差し指で指した。

「君はきっとモニカのために死ぬだろう」





〈終〉　













あとがき






　こんにちは、小お椋ぐら春はる歌かです。ページ数大幅オーバーで「今回はあとがきナシで！」とか言われてたわりに、二ページも書くことになりました第六巻です。わーい……。

　さて、今回の全体的なテーマは三章タイトルです。いろんな人のが出てきますが、メインはあの方とマーシュのお相手ですね。

　マーシュと言えば、書いてて一番びっくりしたのがこの人の性格です。まさに「こんな人だと思わなかった！」ですよ。アレクは体力と根性で先回りしてくるけど、マーシュは頭使ってきそうだから怖こわいですね。逃げても「あ、そっちに逃げるんですか？　俺が用意した逃げ道なんですけどね」とか言いながら歩いて追ってきそうですね。おお、怖い！

　まあ、そんな話は置いといて。マーシュの相手について、私の書き方がさりげなさすぎて読者の皆様に全く気付かれていないという事じ態たいが発生していました（もちろん気付いている方もいた）。でも読めばなんとなく「ああー！　そうか！」と言ってもらえると思って強引に書きました、実はそうだったんですよ。三巻から。むしろ二巻から。

　あと、今回の六章タイトルはメンデルスゾーンの歌か劇げき『真ま夏なつの夜よの夢ゆめ』からお借りしました。またしてもタイトルだけのイメージですが、超有名曲ですね。弾ひきたいなと思って楽がく譜ふを買っ（以下略）。主役二人については、プロット段階から一いつ切さい出番なしで「こりゃやばいなー。話自体変えないとダメかな」とか思ってたんですが、意外に存そん在ざい感かんがあってそのまんま書きました。アレクの愛の伝でん道どう師しっぷりをお楽しみください。恋愛について天国も地じ獄ごくも見た男です。まあ、この先もまだ見ますけど。

　恋する王子も六巻目。ここまで来られたのも読者の皆様のおかげです。いつもありがとうございます。お風ふ呂ろポスターにもびっくりするほどたくさんのご応おう募ぼを頂きまして、私の方がびっくりしました。こんなにも大おお勢ぜいの方が目くるめくアレクとの風呂タイムを望んでいるのか……！　と思うと感かん無む量りようです。ご応募本当にありがとうございました。

　物語の方は脇わきが片づきつつありますが、今しばらくお付き合い頂ければと思います。

　素晴らしいイラストで盛り上げてくださる加か藤とう絵え理り子こ先生、どこまでも直しに付き合って下さる担当Ｉ様、どこまでも数の間違いを訂てい正せいしてくださる校正様（また間違えてた！）、その他本作に関わってくださった方々にお礼申し上げます。ありがとうございました。





小椋春歌









[image: ]








著者

小椋春歌

Haruka Ogura




12月30日生まれ。山羊座。Ｏ型。

この仕事を始めてから１年で10キロ太ったんですが、やっと８キロ減りました。
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イラスト

加藤絵理子

Eriko Kato




北海道出身東京在住　５月19日生まれ　おうし座　Ｏ型
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